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　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 8月平

尾
出
口

-
図面リスト（１）

A-01

図番

A - 00 表紙

A - 01

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

特記仕様書（５）

特記仕様書（６）

特記仕様書（７）

工事区分表

図面リスト（１）

図面リスト（２）

設計概要表、付近見取図

建築工事メーカーリスト　

図番

N.S

縮尺

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

縮尺

新構造設計特記仕様書　その１

新構造設計特記仕様書　その２

新鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

新鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

新鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

鉄骨構造標準図（２）

鉄骨構造標準図（１）

ダイヤレンNS設計・施工標準仕様書

ISベース柱脚工法設計・施工標準図（１）

ISベース柱脚工法設計・施工標準図（２）

杭伏図

図番

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

S -

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

縮尺 図番

EV -

EV -

01

02

EV - 03

昇降機設備図（１）

昇降機設備図（２）

昇降機設備図（３）

1/30,50

1/20

1/30

02

01

縮尺 図番

外構詳細図（４）

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

09

08

07

06

05

04

03

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

G -

02

01

G -

G -

縮尺 図番

外構撤去図

外構撤去詳細図（１）

外構撤去詳細図（２）

外構撤去詳細図（３）

外構図

外構詳細図（１）

外構詳細図（２）

外構詳細図（３）

外構詳細図（５）（参考図）

外構詳細図（６）（参考図）

外構詳細図（７）（参考図）

外構詳細図（８）（参考図）

外構詳細図（９）（参考図）

外構詳細図（１０）（参考図）

外構詳細図（１１）（参考図）

外構詳細図（１２）（参考図）

外構詳細図（１３）（参考図）

雨水排水図

雨水排水詳細図

雨水排水勾配図

1/50

図示

1/5,40

1/5,40

1/5,40

1/5,40

1/5,40

1/5,40

1/2,5,40

1/50,100

1/100

1/10,20

1/300

1/20,50

1/5,20,50

1/10,20,50

1/300

1/30,50

1/5,20,30,50

1/10,20,30

1/300

縮尺

什　器（新築）Ｅ　Ｖ（新築）構　造（新築）建　築（新築）建　築（新築）

図面名称 図面名称 図面名称 図面名称 図面名称 図面名称

外　　構

図面リスト（１）

配置図 1/300

現況配置図 1/300

1/100,200

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

L -

L -

1/100

1/100

15①

サインキープラン

サイン詳細図

キッチン詳細図（参考図）

ユニットシャワー詳細図（参考図）

アルミハニカム庇詳細図（参考図）

ウッドデッキ詳細図（参考図）

日影図

A -

A -

A -

A -

A -

A -

65

66

67

68

69

70

A - 71

1/100

1/2,4,10,20

1/20

1/2.5,25

1/5,200

1/10,50

A - 72 日影長さ表

1/300

N.S

A -

A -

１階、２階法チェック図 1/100

３階法チェック図、耐火リスト 1/30,100

A - 敷地全体平均地盤面算定図73

74

75

1/300

A - 63 部分詳細図（４）

部分詳細図（５）A - 64 1/20

1/5,20,30

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

39

40

41

42

43

44

45

A -

A -

A -

46

47

48

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

A -

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

A - 62

敷地面積求積図

建築面積･床面積求積図

室面積求積図

平均地盤面算定図

仕上表

立面図（１）

立面図（２）

断面図

ピット平面図

ALVS表（１）

ALVS表（２）

１階、２階平面図

３階平面図、屋根伏図

矩計図（１）、（２）

矩計図（３）

屋内階段詳細図

屋外階段詳細図

１階平面詳細図（１）

１階平面詳細図（２）

２階平面詳細図（１）

２階平面詳細図（２）

展開図（１）

展開図（２）

展開図（３）

展開図（４）

展開図（５）

展開図（６）

展開図（７）

展開図（８）

展開図（９）

展開図（１０）

展開図（１１）

１階、２階天井伏図

３階天井伏図

建具表（１）

建具表（２）

建具共通事項

１階、２階建具配置図

３階建具配置図

建具詳細図（１）（参考図）

建具詳細図（２）（参考図）

建具詳細図（３）（参考図）

建具詳細図（４）（参考図）

部分詳細図（１）

部分詳細図（２）

部分詳細図（３）

1/100

1/400

1/200

1/100

N.S

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/50

1/50

1/100

N.S

N.S

1/20,50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/100

1/100

1/20,50

1/100

1/100

1/50

1/50

N.S

1/10,20

1/5,10,20,30

1/5,10,20,30,50

1/30

1/4

1/3,30

1/5,10

計画敷地横断面図（２）

A - 1/100,200

A - 計画敷地横断面図（１） 1/100,20016①

16②

現況敷地横断面図（１）

現況敷地横断面図（２）

1/100,200

風除室、倉庫(1)(2)
更衣室(2)

廊下

湯沸室(1)、倉庫(3)
男子・女子更衣室

ホール

下水道エリア

水道エリア

会議室(1)(2)
倉庫(4)、男子・女子更衣室
休養室(4)

ｼｬﾜｰﾙｰﾑ(女子)
男子・女子・多機能便所

男子・女子・多機能便所

脱衣室1～3、湯沸室(3)、廊下(1)
US1～3、ｼｬﾜｰﾙｰﾑ(男子)

廊下(2)

15②

S -

S -

S -

36

37

38

L - 1/100

L - 1/100

L - 1/100

03

04

05

新築棟 什器リスト（１）

新築棟 2階平面図

新築棟 1階平面図

新築棟 什器リスト（２）

新築棟 什器リスト（３）

G -

G -

22

23

外構拡大図（１） 1/100

外構拡大図（２） 1/100

Ｈ・Ｂ・Ｍ工法　特記仕様書

NewJ-BAR仕様書

土質柱状図

基礎リスト・基礎柱リスト

基礎伏図

１階床梁伏図

３、Ｒ階床梁伏図

２階床梁伏図

1/100

1/100

1/30

1/100

1/100

1/100軸組図（１）

軸組図（２）

軸組図（３）

軸組図（４）

軸組図（５）

軸組図（６）

鉄骨架構詳細図 1/30

杭・柱・基礎梁主筋(下端筋)の納まり図 1/50

柱リスト 1/30

大梁リスト

小梁リスト・壁リスト・床リスト

階段配筋図

1/30

1/30

1/30

基礎小梁リスト

基礎梁リスト 1/30

1/30

雑詳細図 1/30

1/30

1/100

1/100

1/100

１階スリーブ図 

２階スリーブ図 

３階スリーブ図 

架構詳細図



RL -

RL -
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長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 8月平

尾
出
口

- A-02
図面リスト（２）

図番 図番

図面リスト（２）

縮尺 縮尺図面名称

建　築（解体）

図面名称

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

KA -

仕上表

1,2階平面図

屋根伏図

立面図、断面図

矩計図1

矩計図2

矩計図3

1階平面詳細図

2階平面詳細図

天井伏図

建具配置図

建具リスト1

建具リスト2

部分詳細図

駐車場詳細図1

駐車場詳細図2

伏図2

詳細図1

詳細図2

KS -

KS -

KS -

KS -

01

02

03

04

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

-

-

1/100

1/100

1/100

1/30

1/30

1/30

1/100

1/100

1/100

1/100

-

-

図示

図示

図示

1/100

1/10,30

図示

図示

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

建　築（改修）

図番

01

縮尺

什　器（改修）

図面名称

仮　設

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

-

-

改修工事特記仕様書(1)

改修工事特記仕様書(2)

改修工事特記仕様書(3)

改修工事特記仕様書(4)

改修工事特記仕様書(5)

改修工事特記仕様書(6)

屋根伏図

2階 平面詳細図(改修前･後)

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

RA -

-

-

-

-

1階 平面詳細図(改修前･後)

平面図(改修前･後)

天井伏図(改修前･後)

建具表

展開図1（改修前）

展開図1（改修後）

展開図2（改修前）

展開図2（改修後）

展開図3（改修前・後）

部分詳細図1

部分詳細図2

シャッター詳細図(参考)

1/100

図示

1/50

1/50

1/100

1/30

図示

図示

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

図示

1/100

18

19

20

21

家具・展示品プロット図(改修前・後)

T -

T - 1/300

1/30002

01

改修棟平面図

図番 縮尺図面名称図番 縮尺

電　気

図面名称 図番 縮尺

機　械

図面名称

1/100

仮設計画図（ステップ１）(参考)

仮設計画図（ステップ２）(参考)

T - 1/300

T - 1/300

T - 1/300

03

04

05

仮設計画図（ステップ３）(参考)

仮設計画図（ステップ４）(参考)

仮設計画図（ステップ５）(参考)

1/10002 改修棟 什器リスト（１）

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

火災報知設備　１階平面図(撤去・改修)

火災報知設備　２階平面図(撤去・改修)

構内配電線路(撤去)

構内配電線路(改修)

構内通信線路(撤去)

構内通信線路(改修)

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

構内情報通信網・構内交換設備
　１階平面図(撤去・改修)
構内情報通信網・構内交換設備
　２階平面図(撤去・改修)
拡声・テレビ共同受信設備

拡声・テレビ共同受信設備

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

RE -

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

電気設備　特記仕様書（１）

電気設備　特記仕様書（２）

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

RE -

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

電灯幹線・動力幹線　１階平面図(撤去・改修)

電灯幹線・動力幹線　２階平面図(撤去・改修)

分電盤単線結線図１(撤去・改修)

分電盤単線結線図２(撤去・改修)

照明器具参考姿図

電灯分岐　１階平面図(撤去・改修)

電灯分岐　２階平面図(撤去・改修)

コンセント分岐　１階平面図(撤去・改修)

コンセント分岐　２階平面図(撤去・改修)

動力分岐　１階平面図(撤去・改修)

動力分岐　２階平面図(撤去・改修)

動力分岐　屋根伏図(撤去・改修)

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

KE -

電灯幹線・動力幹線　１階平面図(解体)

電灯幹線・動力幹線　２階平面図(解体)

電灯分岐　１階平面図(解体)

電灯分岐　２階平面図(解体)

コンセント分岐　１階平面図(解体)

コンセント分岐　２階平面図(解体)

動力分岐　１階平面図(解体)

動力分岐　２階平面図(解体)

構内配電線路(仮設備)

管理棟電気室配線図(仮設備)

構内配電線路(解体)

構内情報通信網・構内交換設備

構内情報通信網・構内交換設備

テレビ共同受信・火災報知設備

テレビ共同受信・火災報知設備

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

電　気（改修）

電　気（解体）

1/300

1/300

1/300

1/300

1/300

1/300

-

-

-

-

-

-

機　械（改修）

機　械（解体）

M -

M -

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M -

M - 00 機械設備　図面リスト

営繕課便所設計標準図

衛生器具表、給排水設備機器表、桝リスト

給水ガス設備先行工事配管図（改修後）

給水ガス設備先行工事配管図（撤去）

給湯リモコン配線図

1/100

1/300

1/100

1/100

1/50

1/50

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/300

1/300

1/50

M -

M -

M -

27

28

29

E -

E -

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

E -

-

電気設備　特記仕様書（２）

電気設備　特記仕様書（１）

-

配置図

分電盤結線図（１）

分電盤結線図（２）

分電盤結線図（３）

動力盤結線図

幹線・動力設備 系統図

1/300

-

-

-

-

1/100

E - -00 電気設備　図面リスト

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

営繕課便所設計標準図

マンホールポンプ詳細図

屋外給排水ガス設備配管図（改修後）

給排水衛生ガス設備1階・2階平面図（改修後）

空調換気機器表（改修後）

空調換気設備1階・2階平面図（改修後）

空調換気設備屋根伏図（改修後）

屋外給排水ガス設備配管図（撤去）

給排水衛生ガス設備1階・2階平面図（撤去）

空調換気機器表（撤去）

空調換気設備1階・2階平面図（撤去）

空調換気設備屋根伏図（撤去）

衛生器具表（撤去）

給排水ガス設備便所詳細図（撤去）

給排水ガス設備便所詳細図（改修後）

凡例・衛生器具表・桝リスト（改修後）

1/300

1/300

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/50

1/50

1/30

-

-

-

-

-

-

-

-

-

凡例・衛生器具表・桝リスト

屋外給排水ガス配管図

給排水衛生ガス設備1階・2階平面図

給排水衛生ガス設備便所詳細図

空調換気機器表

空調換気設備1階・2階平面図

1/300

1/100

1/100

1/50

-

-

-

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

RM -

KM -

KM -

KM -

KM -

KM -

KM -

KM -

01

02

03

04

05

06

07

除去工事特記仕様書

幹線・動力設備 1階平面図

幹線・動力設備 2階平面図

幹線・動力設備 R階平面図

空調・換気電源設備 1階平面図

空調・換気電源設備 2階平面図

照明器具姿図

電灯設備 1階平面図

電灯設備 2階平面図

電灯設備 R階平面図

コンセント設備 1階平面図

コンセント設備 2階平面図

コンセント設備 R階平面図

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

構内交換設備 系統図 1/100

1/100幹線・動力設備 地下ピット平面図

構内交換設備 1階平面図

構内交換設備 2階平面図

1/100

1/100

構内情報通信網設備 系統図 1/100

1/100構内交換設備 地下ピット平面図

構内情報通信網設備 1階平面図

構内情報通信網設備 2階平面図

防犯・入退室管理設備 1階平面図

防犯・入退室管理設備 2階平面図

拡声設備 システム図・機器姿図

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

拡声設備 1階平面図

拡声設備 2階平面図

1/100

1/100

会議室音響設備

弱電設備 系統図

情報表示・誘導支援設備 1階平面図

情報表示・誘導支援設備 2階平面図

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100構内情報通信網設備 地下ピット平面図

テレビ共同受信設備 1階平面図

テレビ共同受信設備 2階平面図

監視カメラ設備システム図・機器姿図

監視カメラ設備 1階平面図

監視カメラ設備 2階平面図

非常照明設備 1階平面図

非常照明設備 2階平面図

非常照明設備 R階平面図

自動火災報知設備 系統図

自動火災報知設備 1階平面図

自動火災報知設備 2階平面図

自動火災報知設備 R階平面図

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100管理棟電気室配線図

明石川浄水場受変電設備単線結線図(改修前)

明石川浄水場受変電設備単線結線図(改修後)

-

-

1/100テレビ共同受信設備 地下ピット平面図

E -

E -

E -

E -

51

52

53

54

　１階平面図(撤去・改修)

　２階平面図(撤去・改修)

　１階平面図(解体)

　２階平面図(解体)

　１階平面図(解体)

　２階平面図(解体)
テレビ共同受信・火災報知設備
　屋根伏図(解体)

機械 会所等標準図

機械 メーカーリスト

機械設備 特記仕様書

空調関係施工要領図

給排水・ガス設備系統図、凡例・排水菅勾配図

給排水設備 全体配置図

給排水設備・ガス設備 １階平面図

給排水設備 ２階平面図

給排水設備 Ｒ階平面図

給排水設備 １階平面詳細図

給排水設備 ２階平面詳細図

空調設備 機器表

空調設備 系統図・凡例

空調設備 １階平面図

空調設備 ２階平面図

空調設備 Ｒ階平面図

空調設備 １階平面図（配線）

空調設備 ２階平面図（配線）

空調設備 Ｒ階平面図（配線）

換気設備 機器表

換気設備 １階平面図

換気設備 ２階平面図

換気設備 １階平面図（配線）

換気設備 ２階平面図（配線）

機械設備工事 特記仕様書

機械設備工事 メーカーリスト

給排水設備施工要領図

空調関係施工要領図

機械設備工事 特記仕様書

部材リスト、伏図1



A- 03平
尾

出
口

（６）工事着工前に埋蔵文化財試掘調査をおこなうものとする。

　　　先する（各項共通事項）。

（５）構造特記仕様書が別にある場合は、特記なき限り、構造特記仕様書を優

　　　事項）。

（４）使用材料は、再生材、Ｆ☆☆☆☆、低ＶＯＣ材料を選択する（各項共通

　　　図又は当該表を示す。

（３）特記事項に記載の＜　．　．＞内の表示番号は、標仕の当該項目、当該

　　　・印と※印が付いた場合は、共に適用する。

　　　※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２　特記仕様

　　　機械設備工事に係る仕様は、それぞれの仕様書を適用する。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び

　　　下「標仕」という。）による。

　　　営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以

（１）図面及び特記仕様書に記載のない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁

１　共通仕様

明石市大道町1丁目211-3、211-69、211-90、212-5

2025年 8月

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

1204

・解体　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造2階建て＋駐輪場　延べ面積658.64㎡

・改修　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造2階建て　延べ面積1,067.60㎡

・解体　鉄骨造平屋建て　延べ面積127.84㎡

・解体　鉄骨造平屋建て　延べ面積148.50㎡

砂利及び砂地業の厚さ　　・ 60　　・ 50

・ □150　6φ　　・ □100　6φ・ 工事監督員の指示による。

※ 行う

16 完成写真

15 工事写真

14 施工図等の取扱い

　　　　　・ 市販アルバム

装丁 　　 ・ 写真用装飾アルバム（白表紙、金文字）

　　　　　・ 建築完成写真撮影の実績は問わない

撮影業者　・ 建築完成写真撮影の実績のある業者

・ キャビネ版
・ ２※ 内観各室２面

・ 八つ切り版 ※ 24×36
※ １※ 外観４面

(mm)・ カラー

原板の大きさ提出部数撮影箇所数分類・規格

下記のものを監督職員に提出する。

(記録紙は裏写りが無ければ両面印刷可。)

記録紙　　※ｺﾋﾟｰ用紙(68g/㎡以上)　・その他(　　　)

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真(ｶﾗｰ,100万画素程度,1200×900pix程度,JPEG)　

　 込みも可とする。

・ A3程度で軽微なものは、監督職員の承諾により完成図書に綴じ

施工図の様式

＜1.2.4＞

　 こと）

　 年度、工事名称、受注者名」を記入の上、「施工図」と明記の

・ 二つ折り製本１部（表紙及び背表紙に黒文字印刷で「工事完成

　 委譲する。

※ 施工図等の著作権に関する当該建築物に係る使用権は、発注者に

※ 保全に関する資料　　・（　　　）部　　※ ２部

※ PDF形式データ（印刷物をスキャンしたものは不可）

※ JWW形式CADデータ

　 と明記のこと）

　 年度、工事名称、設計者名、受注者名」を記入の上、「完成図」

・ 二つ折り製本２部（表紙及び背表紙に黒文字印刷で「工事完成

完成図の様式

「完成図」と明記する。

完成図の種類及び記入内容は設計図同等とし、各図面の右下に

完成図の作成は、CADデータ修正による。

＜1.7.1～1.7.3＞＜表1.7.1＞※ 完成図13 完成図等

19,368.29㎡
(公共施設地区)

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者 　特記仕様書（１）

上下水道庁舎

(仮称)上下水道庁舎建設工事

３各エリア執務室

７ 圧接完了後の

６ 各部配筋

　及び間隔

５ 鉄筋のかぶり厚さ

・ 引張試験の方法等（　　　　　　　　　　　　　　　　）　圧接部の試験

＜5.4.10＞※ 超音波探傷試験　　・ 引張試験

＜5.3.7＞※ 各部配筋参考図による　　・ 構造図による

軽量コンクリートを使用し、土に接する部分
※ 10

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

加える寸法(mm)施工箇所 表5.3.6の値に

　下表による。

・耐久上不利な箇所、軽量コンクリートの場合の鉄筋のかぶり厚さは

＜5.3.5＞＜表5.3.6＞※ 最小かぶり厚さは目地底から算定する。

・種類（　　　　　　　　　）

・適用箇所（・　　　　　　・図示　）

機械式定着工法の適用　　　

ありの定着長さを確保できない場合の折曲げ定着の方法　 ・ 図示

仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表5.3.4のフック

定着長さ　　※ 構造図による　　・ 標仕　表5.3.4による

柱、梁の主筋、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ　　（　　　）d

継手位置　　※ 構造図による

上記以外の鉄筋　　※ 重ね継手

※ ガス圧接　　・ 重ね継手　　・ 機械式継手　　・ 溶接継手

＜5.3.4＞＜5.5.2＞呼び径19㎜以上の柱、梁の主筋４ 継手及び定着

※ D16以下：4d以上、D19～25：6d以上、D29～38：8d以上

＜5.3.2＞＜表5.3.1＞90°未満の折曲げの内法直径３ 加工

＜5.2.2＞鉄線の形状、網目寸法及び鉄線の径２ 溶接金網

※ 構造図（構造特記仕様書）による

＜5.2.1＞＜表5.2.1＞鉄筋の種類等１ 鉄筋の種類
５

鉄
筋
工
事

＜4.6.5＞防湿層の範囲　　※ 図示　

防湿層の適用　　・ 適用する　　・ 適用しない

捨コンクリートの厚さ　　※ 50　　・ 図示

＜4.6.4＞捨コンクリートの範囲　　※ 図示

＜4.6.3＞砂利及び砂地業の範囲　　※ 図示

※ ポリエチレンフィルム（厚さ0.15㎜以上）　　・ 図示

＜4.6.2＞床下防湿層に使用する材料

・ 川砂　　・ 砕砂

・ ｼﾙﾄ　　・ 有機物等の混入しない締固めに適した山砂

＜4.6.2＞砂地業に使用する砂

・ 再生クラッシャラン　　・ 切込砂利　　・ 切込砕石　 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ地業等

＜4.6.2＞砂利地業に使用する砂利６ 砂利、砂、

＜4.5.5＞超音波測定器による孔壁確認　　・ 行う

※ 再計算による（監督職員に確認要）　　・ 杭径/4かつ100㎜以下

＜4.5.5＞水平方向の位置ずれの精度

＜4.5.5＞本杭の支持層への根入れ深さ　　※ 構造図による

＜4.5.5＞支持層の位置及び土質　　　　　※ 構造図による

・ 場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工法　　・ 拡底杭工法

・ ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ工法　　・ ﾘﾊﾞｰｽ工法　　・ ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法

＜4.5.5＞＜4.5.6＞杭の工法

＜4.5.4＞鋼管部分の材料　　※ 図示

＜4.5.4＞構造体強度補正値（S）（N/mm2）　　※ 3　　・ 図示

＜4.5.4＞スランプ（㎝）　　※ 18　　・ 図示

＜4.5.4＞＜表4.5.1＞コンクリートの種別　　・ A種　　・ B種

＜4.5.4＞コンクリートの設計基準強度（Fc）　　※ 図示

＜4.5.4＞セメントの種類　　※ 高炉セメントB種　　・ 図示

＜4.5.4＞組み立てた鉄筋の節ごとの継手　　※ 重ね継手　　・ 図示

＜4.5.4＞鉄筋かごの補強　　　　　※ 構造図による

＜4.5.4＞鉄筋の最小かぶり厚さ　　※ 構造図による　 ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

＜4.5.4＞帯筋の加工及び組立　　　※ 構造図による５ 場所打ち

＜4.4.6＞杭頭の処理　　※ 処理しない（切断しない）・ 処理する

＜4.4.5＞継手の工法　　※ 構造図による

　※ 再計算による（監督職員に確認要）　・ 杭径/4かつ100㎜以下

水平方向の位置ずれの精度

根入れ長さの精度　　※ 構造図による

杭の精度

・ 特定埋杭込工法　支持層の位置及び土質　　※ 構造図による

＜4.4.4＞杭の工法

先端部形状及び補強　　※構造図による

＜4.4.3＞鋼杭の材料　　※ 構造図による４ 鋼杭地業

＜4.3.1＞＜4.3.4,5＞

大臣官房官庁営繕部監修)による。

試験方法及び報告書の記載事項等は、敷地調査共通仕様書(国土交通省

※ アーク溶接継手　　・ 無溶接継手（工法等：　　　　）

＜4.3.8＞杭頭の処理

※ アーク溶接継手　　・ 無溶接継手（工法等：　　　　）

＜4.3.6＞継手

　※ 再計算による（監督職員に確認要）　・ 杭径/4かつ100㎜以下

＜4.3.5＞水平方向の位置ずれの精度

＜4.3.5＞根入れ長さの精度　　※ 構造図による

杭の精度

支持層の位置及び土質　　※ 構造図による・ 特定埋込杭工法

根固め液及び杭周固定液の管理試験（　　　　　）

　※ 1.0m以上　　・ 構造図による

杭の支持層への根入れ深さ

　※ 1.5m以上　　・ 構造図による

アースオーガーの支持層への掘削深さ

・ ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法

杭の工法

※ 構造図による

＜4.3.3＞杭の寸法、継手の箇所数、杭先端部の形状等

＜4.3.3＞種類、性能、曲げ強度等による区分等　※ 構造図による３ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

載荷試験の位置及び載荷加重　　※ 図示

＜4.2.4＞地盤の載荷試験（平板載荷試験）　　・ 適用する

＜4.2.3＞試験杭の載荷荷重　　※ 図示　 試験

＜4.2.3＞杭の載荷試験　　・ 鉛直載荷試験　　・ 水平載荷試験２ 杭及び地盤の載荷

＜4.2.2＞本数及び寸法　　※ 図示

＜4.2.2＞位置　　※ 本杭の最初の1本　　　・ 図示１ 試験杭
４

地
業
工
事

＜4.2.4＞

支持層の位置及び土質　　※ 構造図による

・（　　　　　）　　※工事現場外に搬出し、適切に処理

＜3.2.5＞処理方法２ 建設発生土の処理

・ A種　　※ B種　　・ C種　　・ D種　　・その他（　　　　　）

＜3.2.3＞＜表3.2.1＞種別、材料及び工法１ 埋戻し及び盛土
３

土
工
事

※ 原形に復する４ 仮設物撤去等

・ 利用可（・ 有償　　・ 無償）

工事用電力　構内既存施設　 ・ 利用不可

・ 利用可（・ 有償　　・ 無償）

工事用水　 構内既存施設　　・ 利用不可３ 工事用水及び電力

（ただし、請負代金1000万円以上かつ契約工期90日以上の工事に限る）

＜2.3.1＞※ 設置する（明石市指定様式（900×600））２ 表示板

・ その他の備品、設備（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 設置すること。

　 コン等通常の工事監理に必要なものとし、監督職員と協議の上、

※ 仕上げは通常のもので、備品は打合せテーブル､椅子、棚、エア

＜2.3.1＞監督職員事務所の仕上げの程度、備品、設備等

＜2.3.1＞監督職員事務所　　・ 設置する（　　　㎡程度）１ 監督職員事務所
２

仮
設
工
事

　 するもの）

※ 交通誘導員B（警備業者の警備員で、上記以外の交通誘導に従事

・ 交通誘導員A（１、２級交通誘導警備検定合格者）

資格要件

※ 要（延べ　　　人）18 交通誘導員

の承諾を受ける。

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員17 設備工事との取合い

＜1.6.2＞

品確法に基づく工事施工途中における技術検査（中間技術検査）12 技術検査

トルエン　260μg/m3（0.07ppm） キシレン　200μg/m3（0.05ppm）

　 は不可のため、基準値以下になるまで再測定を行うこと。

※ 化学物質濃度が基準値を超えている場合は、工事部分を引渡すこと

スチレン　220μg/m3（0.05ppm）

エチルベンゼン　3,800μg/m3（0.88ppm）

パラジクロロベンゼン　240μg/m3（0.04ppm）

ホルムアルデヒド　100μg/m3（0.08ppm）

室内空気中化学物質の室内空気濃度基準値

測定対象室（　　　　　　　　　　　　）測定箇所数（　　　）箇所

※ パッシブ採取機器（サンプラー）を使用し、分析機関にて分析

測定方法

・ パラジクロロベンゼン ※ エチルベンゼン　 ※ スチレン

※ ホルムアルデヒド　 　 ※ トルエン　 ※ キシレン

測定対象化学物質

・ 工事着手前　　※ 工事完成時　　・ 工事着手前及び完成時

＜1.5.9＞測定時期11 化学物質の濃度測定

技能検定の職種作業の種別

＜1.5.2＞

　 とする。

※ 標仕に記載のない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法９ 特別な材料の工法９ 特別な材料の工法

　 た場合は、評価書の写しを監督職員に提出し、その確認を得ること。

　 品質性能評価事業建築材料評価名簿（最新版）」から材料を選定し

　 また、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等

　 場合は、監督職員の承諾を受ける。

　 これと同等のものとすることができる。ただし、同等のものとする

※ 本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は、８ 建築材料等

※ PCB含有物については監督員と協議の上、発注者に引き渡すこと。

・ その他（　　　　　　　　　　）

・ 製造業者の回収　　・ 管理型最終処分場

・ せっこうボードの処理方法

・ 現場において再資源化を図るもの（　　　　　　　　　　）

・ 現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　）

　 　　　　　　　　　処理方法（　　　　　　　　　　）

＜1.3.11＞・ 発注者に引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　）７ 発生材の処理等

その他、工事仕様書及び監督職員との協議による。

　 （※ 場内　・ 場外（賃料は工事費に含む。））

＜1.3.5＞※ 工事用車両の駐車場及び資材置き場６ 施工条件

＜1.3.3＞※ 配置する５ 電気保安技術者

※ 地表面粗度区分（・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）

※ 垂直積雪量　30㎝

※ 風速Vo=34m/s

※ 外壁工事　　※ 屋根工事　　※ 防水工事

建築基準法に基づき定められる区分等の適用工事４ 関係法令等の遵守

　 データのみ提出

※ 建設リサイクル関係法令に基づく通知･届出等の必要がない工事は、　 (促進)関係

※ 計画書及び実施書を作成（エクセルデータ可）３ 再生資源利用

　 (CORINS)への登録

＜1.1.4＞※ 請負代金額が500万円以上の場合、適用する。２ 工事実績情報ｻｰﾋﾞｽ

(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修)

・構内舗装・排水設計基準(平成27年制定)

(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修)

※建築構造設計基準(令和3年改訂)

(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修)

※営繕工事写真撮影要領(令和5年改訂)

(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修)

※建築工事標準詳細図(令和4年改訂)１ 適用基準等
１
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特 記 事 項項 目章

工

事

概

要

等

４　工事内容

３　敷地面積

２　地域・地区

　（地名地番）

１　工事場所

Ⅰ　工事概要

特 記 仕 様 書

-

当初・変更・完成

明石市都市局住宅･建築室営繕課

当

担

長

当
担

課
長

長

係課特記事項

図番縮尺

工事名称

図面名称

製作年月日

（2024年8月改訂）

実施回数（　　　　）回　　実施する段階（　　　　　　　　　　）

・屋外付帯工事

・上記工事に伴う電気設備、機械設備工事

Ⅱ　建築工事仕様

・ 特別管理産業廃棄物　　種類（　　　　　　　　　　）

10 技能士

準工業地域 特別用途地区 高度地区 大道町地区地区計画

・新築　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造3階建て　延べ面積1,980.16㎡



（2024年8月改訂）

製作年月日

図面名称

工事名称

縮尺 図番

特記事項 課 係

長
長
課

担
当

長

担

当

明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

-

11 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

６

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

１ ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 ＜6.2.1＞

建築基準法第37条第２号の規定に基づく国土交通大臣の認定を受けた

設計基準強度Fc 適用箇所
（N/㎜2） （㎝）

２ 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄの ＜6.2.5＞＜表6.2.4＞

　 仕上り

＜表6.2.5＞

３ セメントの種類 ＜6.3.1＞＜表6.3.1＞

高炉ｾﾒﾝﾄB種及びﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種の適用箇所　　※ 図示

４ 骨材の種類

５ 混和材料

７ 打継ぎ ＜6.6.4＞

８ 湿潤養生

９ 型枠

＜6.3.2＞＜表6.3.2＞

せき板の材料

＜6.8.2＞＜表6.8.1＞

存置期間 ＜6.8.4＞

※標仕 表6.8.2及び表6.8.3の圧縮強度かつせき板で中2日､支柱で

　中10日以上は存置すること。

10 強度試験

＜6.9.3＞

＜6.10.1＞

＜6.10.2＞

12 寒中ｺﾝｸﾘｰﾄ ＜6.11.1＞＜6.11.2＞＜表6.3.2＞

13 暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ ＜6.12.2＞

14 ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄ ＜6.13.1＞

ｾﾒﾝﾄの種類 ＜6.13.2＞

＜6.8.2＞

・普通ｴｺｾﾒﾝﾄの場合(　　　 　)

ｽﾗﾝﾌﾟ

基礎、基礎梁、土間ｽﾗﾌﾞ

柱、梁、ｽﾗﾌﾞ、壁

ｺﾝｸﾘｰﾄの打放し仕上げ

ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上りの平たんさ

・ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種　　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　・高炉ｾﾒﾝﾄA種

・ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ　　　・銅ｽﾗｸﾞ細骨材

・電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材　　・再生骨材H

※合板(厚さ12mm)　・断熱材兼用型枠材　・MCR工法用ｼｰﾄ

ｽﾘｰﾌﾞの材料

・鋼管　　・硬質ポリ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

(公的機関には、JABの認定又はJNLAの登録を受けている試験所を含む)

適用箇所　　※図示

種別　・1種　・2種 (気乾単位容積質量　　t/m3)

ｽﾗﾝﾌﾟ(cm)　　※21　　・図示

適用期間　　※図示

構造体強度補正値(S)　　※表6.3.2による　　・図示

構造体強度補正値(S)(N/mm2)　　※3　　・6

ｺﾝｸﾘｰﾄの類別　　※Ⅰ類　　・Ⅱ類

気乾単位容積質量による種類　　※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　　・軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ　　・適用する

※15　・18

※18

※15　・18

・A種　　 ・B種 　　・C種

・a種　　 ・b種　 　・c種

ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性による区分　　※A　 　・B

・混和剤の種類(　　　　　　　　　　)

・(　　　)N/㎜2 　　※表6.3.2による

打継ぎの位置　　※図示

打継ぎ目地の寸法　　※幅20㎜以上、深さ10㎜以上　　・図示

・普通ｴｺｾﾒﾝﾄの場合(　　　 　)

・溶融亜鉛めっき鋼板　　・つば付き鋼管

※構造体ｺﾝｸﾘｰﾄの強度判定のための圧縮強度試験は、公的機関にて

　行う。

適用箇所　　※図示

ｽﾗﾝﾌﾟ(cm)　　※15cm　　・図示

構造体強度補正(S)

※表6.13.1による　　・(　　　)N/㎜2

＜6.13.2＞

＜6.13.2＞

15　流動化ｺﾝｸﾘｰﾄ ＜6.15.1＞・適用する

・混和剤の種類(　　　　　　　　　　)

・混和剤の種類(　　　　　　　　　　)

６ 構造体強度

ひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法　　

＜6.7.2＞

＜6.8.1＞

＜6.8.1＞

外部に面するｺﾝｸﾘｰﾄの打増し厚さ　　

※20mm　 　・図示

※図示

・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

・高炉ｾﾒﾝﾄB種　　 　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種　　　・ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

　補正値(S)

７

鉄
骨
工
事

１ 鉄骨製作工場 ＜7.1.3＞

２ 施工管理技術者 ＜7.1.4＞

３ 鋼材 種類、形状及び寸法　　※ 構造図による ＜7.2.1＞＜表7.2.1＞

＜7.2.2＞

ボルト及びナットの材料等 ＜7.2.3＞

＜7.2.4＞

７ 溶接材料 ＜7.2.5＞

種類、ねじの呼び等 ＜7.2.6＞

９ 床構造用の ＜7.2.7＞

＜7.2.8＞

＜7.2.9＞

12 工作図

＜7.3.2＞

13 仮組 ＜7.3.10＞

＜7.4.2＞

＜7.4.7＞

15 溶接接合 技能資格者に対する技量付加試験 ＜7.6.3＞

＜7.6.4＞

＜7.6.7＞

16 溶接部の試験 ＜7.6.12＞

17 ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄの溶接 ＜7.7.8＞

18 錆止め塗装 ＜7.8.2＞

上記以外の面の塗装範囲　　・ 図示

＜7.8.4＞

耐火被覆材が接着する面に塗装する場合の錆止め塗料の種別

＜7.8.4＞

19 耐火被覆 ＜7.9.2＞＜7.9.3＞

種類 耐火性能等

加工能力等　　※構造特記仕様書による

※配置する

※ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ　　・JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ

・溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ

・建築基準法に基づく認定を受けた上記以外の高力ﾎﾞﾙﾄ(　　　　)

ねじの呼び(　　　)

ねじの呼び(　　　)

※標仕　表7.2.3　　・ その他(　　　　　)

４ 高力ﾎﾞﾙﾄ

５ 普通ﾎﾞﾙﾄ

６ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ・構造用(種類　　※SNR400B　　・SS400)

・建方用(種類　　・SNR400B　　※SS400)

公差域ｸﾗｽ及び仕上げの程度　　※表7.2.3　　・構造図による

・表7.2.4以外の溶接材料(　　　　　　　　　　　)

８ ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

建築用ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙﾎﾞﾙﾄの種類　　※羽子板ﾎﾞﾙﾄ

建築用ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ胴の種類　　※割枠式

10 ｽﾀｯﾄﾞ

11 柱底均しﾓﾙﾀﾙ

材質、形状及び寸法　　※構造図による

種類等　　※構造図による

※構造図による

高力ボルト、普通ﾎﾞﾙﾄ及びｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの縁端距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹｰｼﾞ等

※構造図による

・無収縮ﾓﾙﾀﾙ(※ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ　　・標仕 7.2.9)

※実施しない　　・実施する

すべり試験　　※実施しない　　・実施する

試験の方法等(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

ﾅｯﾄ回転法(JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ)の回転量(　　　　　　)

(ﾎﾞﾙﾄの長さがねじの呼びの５倍を超える場合に限る)

14 高力ﾎﾞﾙﾄ接合

※実施しない　　・実施する

開先の形状　　※構造図による

切断箇所(　　　　　　)　切断範囲(　　　　　　)

切断面の仕上げ(　　　　　　)

ｽｶﾗｯﾌﾟの形状　　※構造図による

※構造図による

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄと鉄骨部材の溶接方法　　※構造図による

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲　　・図示

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の鋼製ｽﾘｰﾌﾞで鉄骨に溶接されたものの内面の錆止め

塗料の種別　　※A種　　・B種

・A種　・B種

・耐火材

吹付け

・半乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

・耐火塗料塗り

・鋼製ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞの切断

　ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

20 アンカーボルトの ・ 構造用アンカーボルト及びアンカーフレーム ＜7.10.3＞

　 設置等 形状並びに寸法　　※ 図示

・ 建方用アンカーボルトの保持及び埋め込み工法

・ A種　　・ B種 ＜7.10.3＞＜表7.10.1＞

柱底均しモルタルの厚さ　　※ 30㎜　・ 50㎜　・ 図示 ＜7.10.3＞

柱底均しモルタルの工法　　※ A種　　・ B種 ＜表7.10.2＞

21 軽量形鋼 ボルトの接合方法　　※ 普通ボルト接合　　・ 図示 ＜7.11.2＞

22 溶融亜鉛めっき 摩擦面の処理方法　　※ ブラスト処理　・ りん酸塩処理 ＜7.12.5＞

　 高力ボルト接合

８
　
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板

＜8.2.2＞

種類 ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法 正味厚さ

（㎜）（㎜）

＜8.2.5＞＜8.3.4＞

１ 建築用ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

・補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁

　 及び塀

(　　　　　　　)

※空洞ﾌﾞﾛｯｸC(16)

・(　　　　　　)

長さ(　　　)

高さ(　　　)

・100 ・120

・150 ・190

・図示

ﾓﾙﾀﾙ調合

※表8.2.1　　・監督職員の承諾　　・図示

各部の配筋　　※図示

＜8.2.8＞＜8.3.7＞ﾓﾙﾀﾙ又はｺﾝｸﾘｰﾄの充填範囲　※図示

＜8.2.7＞目地仕上げ　　※押し目地仕上げ　・化粧目地仕上げ

地幅(㎜)　　※10～20　　・図示

＜8.4.2＞

幅設計荷重 耐火性能長さ厚さ区分
(㎜)(N/㎜2) (時間)(㎜) (㎜)

＜8.4.2＞

＜8.4.3＞

＜8.4.4＞

２ ALCﾊﾟﾈﾙ

・一般

・ｺｰﾅｰ

・平

・意匠

・平

・意匠

・外壁用

・床用

・間仕切壁用

・屋根用

・外壁用

・間仕切壁用

・外壁用

・間仕切壁用

・外壁用

・間仕切壁用

ﾊﾟﾈﾙ相互の接合部に挿入する耐火目地材　　※図示

外壁ﾊﾟﾈﾙ構法の種別　・A種　　・B種

間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ構法の種別　・C種　　・D種　　・E種

外壁ﾊﾟﾈﾙ構法における耐風圧性能及び耐震性能 ＜8.4.3＞

・図示

＜8.4.3＞

＜8.4.3＞

＜8.4.3＞

＜8.4.3＞

＜8.5.2～8.5.5＞＜表8.5.1～2＞
開口寸法

施工箇所 厚さ(㎜) 工法 耐火性能表面形状 の限界

幅300mm未満のﾊﾟﾈﾙの使用　　・使用する

ﾊﾟﾈﾙ短辺小口相互の接合部の目地幅（㎜）

※10～20　　・図示

伸縮調整目地に対する耐火目地材の充填　　・充填する

３ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板

　 (ECP)

※ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

※ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

・間仕切壁

・外壁
・図示

・図示

※50

※50

・A種

・B種

・B種

・C種

※有( 　　)

・無

※目地

(製造所の仕様)

※図示

※図示

※有( 　　)

・無

※目地

(製造所の仕様)

・図示

間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ構法における耐震性能 ＜8.4.4＞

＜8.5.3＞

＜8.5.3＞

＜8.5.3＞

＜8.5.3＞

幅300㎜未満のﾊﾟﾈﾙの使用　　・ 使用する

ﾊﾟﾈﾙ相互の目地幅(㎜)　※図示(長辺≧8、短辺≧15)

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

伸縮目地幅(㎜)　　※15　　・図示

※ﾊﾟﾈﾙ製造所の仕様による　　・図示

外壁ﾊﾟﾈﾙ構法における耐風圧性能及び耐震性能

・図示

出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合部並びにﾊﾟﾈﾙと他部材との取合い部の伸縮目

＜8.5.3＞

・図示

間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ構法における耐震性能 ＜8.5.4＞

・図示

＜8.5.5＞設備開口寸法の限度

９
　
防
水
工
事

１ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ　　 ＜9.2.2＞

※表9.2.3～8による　　・図示

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ　　

※表9.2.5～8による　　・図示

押え金物の材質及び形状寸法　　 ＜9.2.2＞

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製L-30×15×2.0(㎜)　　※図示

屋根保護防水断熱工法における断熱材の厚さ　　※図示 ＜9.2.2＞

屋根露出防水断熱工法における断熱材の種類及び厚さ　　 ＜9.2.2＞

※図示

絶縁ｼｰﾄの材料　　

・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ(厚さ0.15㎜以上)・ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ(70g/㎡程度)

防水層の工法による種別 ＜表9.2.3～表9.2.9＞

工法 種別 工法 種別

屋根保護防水 ・A-1　・A-2 屋根露出防水 ・D-1　　・D-2　　

密着工法 ・A-3 絶縁工法

屋根保護防水 ・AI-1　・AI-2 屋根露出防水 ・DI-1　・DI-2

密着工法 ・AI-3 絶縁断熱工法

屋根保護防水 ・B-1　・B-2　　 屋内防水 ・E-1　　・E-2

絶縁工法 密着工法

屋根保護防水 ・BI-1　・BI-2　　

絶縁断熱工法

立上り部における保護工法　　・図示 ＜表9.2.3～6＞

立上り部への断熱材及び絶縁ｼｰﾄの設置　　・図示 ＜表9.2.4,6＞

露出防水における仕上塗料の種類及び使用量　　 ＜表9.2.7～8＞

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様による　　・図示

下地にﾓﾙﾀﾙ塗りを適用する箇所　　※図示 ＜9.2.4＞

屋根露出防水絶縁断熱工法のﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回り及び立上り部周辺の断熱材の

張りじまい位置　　※図示 ＜9.2.4＞

立上り部の保護工法　　　※図示 ＜9.2.5＞

れんが押えの場合の仕様　　　※図示 ＜9.2.5＞

屋上排水溝　　・設置する ＜9.2.5＞

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び厚さ　　 ＜9.3.2＞

※表9.3.1～3による　　・図示 ＜9.3.2＞

粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ及び部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び

厚さ ＜9.3.2＞

※表9.3.2～3による　　・図示

押え金物の材質、形状及び寸法　　 ＜9.3.2＞

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製L-30×15×2.0(㎜)　　※図示

断熱工法に用いる断熱材の種類及び厚さ　　※図示 ＜9.3.2＞

防水層の種別 ＜9.3.3＞＜表9.3.1～表9.3.3＞

工法 種別

屋根露出防水密着工法 ・AS-T1　　・AS-T2

屋根露出防水絶縁工法 ・AS-T3　　・AS-T4　　・AS-J1

屋根露出防水絶縁断熱工法 ・ASI-T1　　・ASI-J1

仕上塗料の種類及び使用量　　 ＜表9.3.1～3＞

※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの製造所の仕様による　　・図示

脱気装置の種類及び設置数量　　　 ＜9.3.3＞

※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの製造所の仕様による　　・図示

屋根露出防水絶縁断熱工法における防湿用ｼｰﾄ　　 ＜表9.3.3＞

・設置する

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ　　 ＜9.4.2＞

※表9.4.1～3による　　・図示

可塑剤移行防止用ｼｰﾄの材質　　 ＜9.4.2＞

※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ　　・図示

固定金具の材質、形状及び寸法 ＜9.4.2＞

※防錆処理鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは両面に

樹脂を積層加工したもの(厚さ0.4㎜以上)

・図示

断熱工法(機械的固定工法及び接着工法)に用いる断熱材の種類及び

厚さ　　※図示 ＜9.4.2＞

２ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

３ 合成高分子系

　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

防水層の種別 ＜9.4.3＞＜表9.4.1～表9.4.3＞

工法 種別

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ ・S-F1　　・S-F2　　・S-M1　　

防水 ・S-M2

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ ・SI-F1　　・SI-F2　　・SI-M1　　

防水(断熱工法) ・SI-M2

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
・S-C1

防水(屋内保護密着工法)

接着工法における脱気装置の種類及び設置数量　　 ＜9.4.3＞

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様による　　・図示

S-F2又はS-M2における仕様 ＜表9.4.1＞

・軽歩行仕様　　　・非歩行仕様

仕上塗料の種類及び使用量　　 ＜表9.4.1～2＞

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様による　　・図示

断熱工法における防湿用フィルムの設置　　 ＜表9.4.2＞

・設置する

＜表9.4.3＞

※図示

屋内保護密着工法におけるモルタルの塗厚　　

AE減水剤

Ｃ種

上下水道庁舎

(仮称)上下水道庁舎建設工事
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明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

-

接着工法におけるﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地の場合の目地処理　　 ＜9.4.4＞

※図示

S-F1又はSI-F1の場合のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地の入隅部の増張り　　＜9.4.4＞

※図示

機械的固定工法における建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

※適用する ＜9.4.4＞

(固定金具の引張試験を3箇所行い、計算書作成の上ﾋﾟｯﾁを決定する)

立上り部の保護ﾓﾙﾀﾙ塗厚（㎜）　　 ＜9.4.4＞

※7㎜以下　　・図示

防水層の種別及び工程　 ＜9.5.3＞＜表9.5.1～表9.5.2＞

種別工法

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 ・X-1（絶縁工法）　　・X-2（密着工法）

＜表9.5.1＞

＜9.5.3＞

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系塗膜防水における工程数及び各工程の使用量　　

※主材料製造所の仕様による　　・図示

＜9.5.3＞

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系塗膜防水 ・Y-1　　・Y-2

仕上塗料の種類及び使用量　　

※主材料の製造所の仕様による　　・図示

X-1における脱気装置の種類及び設置数量　　

※主材料の製造所の仕様による　　・図示

保護層の仕様（Y-2工法）　　・図示

４ 塗膜防水

５ ｹｲ酸質系塗布防水 壁及び天井部の防水層下地の仕上げ　　 ＜9.6.4＞

※ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ（B種）　　・図示

＜9.6.4＞防水層下地のｺﾝｸﾘｰﾄの打継ぎ箇所の処理　　

※30×30程度の目地棒を用い、除去後水洗い清掃し製造所の仕様に

＜9.6.4＞

※ｱｸﾘﾙ板（200×150×3.0、ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ止め、ｴｯﾁﾝｸﾞ文字書き込み）　

施工部位、防水種別、商品（工法）名、保証期間を記入）

種類 施工箇所 寸法（幅×深さ）㎜

・図示　・(　　　　　　　）

・図示　・(　　　　　　　）

・図示　・(　　　　　　　）

標仕の規定以外の下地処理　　※図示

※三者連名防水保証の保証期間　　

　よりﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填

・図示

６ 防水保証

工事完成日の翌日から　※10年　　・5年

（工事年度、工事名称、受注者名、施工業者名、ﾒｰｶｰ名、

７ ｼｰﾘﾝｸﾞ ＜9.7.2,3＞

２成分形ｼｰﾘﾝｸﾞ材のｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ　　※不要　　・要　 ＜9.7.4＞

接着性試験　　

・行う(※簡易接着性試験　・引張接着性試験)　　・行わない　

＜9.7.5＞

仕上げを行わない場合　　※図示　　 ＜表9.7.1＞

　及び施工標識

＜10.1.3＞
10

石
工
事

１ 施工一般 石材の割付　　※図示

＜10.2.1＞

＜10.2.1＞

＜10.2.1＞

＜10.2.1＞

<10.2.1><表10.2.2>

石材の形状及び寸法

※正方形に近い矩形､1枚の面積0.8㎡以下　　・図示

・幅及び高さ1,200㎜以下、重量70㎏以下(外壁乾式工法の場合)

石材の仕上げの種類等 ＜表10.2.1～表10.2.2＞

仕上げの種類 石材の種類施工箇所

ｼﾞｪｯﾄﾊﾞｰﾅｰ仕上げの場合のﾊﾞﾌ仕上げ

※有り　　・無し

ﾃﾗｿﾞの種石の種類及び大きさ

※大理石､1.5～12㎜　　・図示

ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸの形状､仕上げ面による区分及び寸法　

※図示

ﾃﾗｿﾞﾀｲﾙの寸法による区分　　※図示

ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸ及びﾃﾗｿﾞﾀｲﾙの表面仕上げの種類

・粗磨き　　・水磨き　　・本磨き

＜表10.2.1＞

２ 石材

＜10.2.2＞

<表10.2.4>

３ 取付け金物 受金物の材質､形状及び寸法

※ｽﾃﾝﾚｽ､L-75×75×6(㎜)､長さ100又は150㎜　　・図示

※表10.2.4による　　・図示

外壁乾式工法用金物の種類､形状及び寸法

<表10.2.4>外壁乾式工法用金物の方式

・ｽﾗｲﾄﾞ方式　　・ﾛｯｷﾝｸﾞ方式

特殊部位に使用する引金物､だぼ､かすがい及び受金物

※外壁湿式工法及び内壁空積工法用金物に準ずる　　・図示

＜10.2.2＞特殊部位に使用するﾌｧｽﾅｰの方式

・ｽﾗｲﾄﾞ方式　　・ﾛｯｷﾝｸﾞ方式　　・図示

＜10.2.3＞

＜10.2.3＞

＜10.3.1～10.7.4＞

一般目地

目地
位置

寸法

５ 工法

外壁湿式工法に使用するﾄﾞﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟの材質　　※図示

金物の固定に使用する充填材料

※専門工事業者の指定製品　　・図示

＜10.2.2＞

＜10.2.2＞

＜10.2.2＞

４ その他の材料

ｱﾝｶｰの材質､寸法　　※10.2.2(4)による　・図示

あと施工ｱﾝｶｰの材質､寸法等　　※図示

上記以外の金物の材質､形状及び寸法

※見本又は証明となる資料等を監督職員に提出　　・図示

※専門工事業者の指定製品　　・図示

取付用ﾓﾙﾀﾙ､既調合目地用ﾓﾙﾀﾙ､浸透性吸水防止剤、石裏面処理材､裏打

＜10.2.3＞

工法

外壁湿式

内壁空積

乾式

石材
厚さ
(㎜)

石裏面,裏打ち

処理の適用

下地

ごしらえ 幅(㎜)

伸縮調整目地

特殊部位

施工箇所

床及び階段

ち処理材

１ 一般事項 ＜11.1.3＞

＜11.1.3＞

２ 材料、工法等 ＜11.2.2～11.4.2＞

耐凍害性 耐滑り性

適用

・

・

・

＜11.2.2＞＜11.3.2＞

３ 下地及び

　

４ 有機系接着剤による ＜11.3.4＞

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の寸法

形状寸法 釉薬 役物 色
施工箇所 工法種類

(mm) 無釉 施釉 有 無 標準 特注 適用

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ﾀｲﾙ

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

※表11.1.1による ・図示

※9.7.3による ・図示

ﾀｲﾙの種別・工法等

※標準的な曲がり(小口､標準､二丁､屏風)の役物は一体成形品と

　する｡

ﾀｲﾙの試験張り､見本焼き

※行わない ・行う

下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理

・目荒し工法 ・MCR工法 ・図示

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類

打継ぎ目地､ひび割れ誘発目地 ※ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・図示

伸縮調整目地､その他の目地 ※変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ ・図示

　ﾀｲﾙごしらえ

　ﾀｲﾙ張り

※便所等､室内の入隅､建具取合等は､5㎜×5mm程度の目地幅とし､

　吹き抜けの玄関ﾎｰﾙ壁等は上記による｡

＜11.2.6＞＜11.3.5＞

１ 材料 ＜12.2.1＞＜表12.2.1＞

＜12.2.1＞＜12.4.1＞＜12.5.1＞＜12.6.1＞＜12.7.1＞

保存処理

木材の含水率　※A種　・B種　　・図示

木材の規格･樹種等

形状寸法 等級など
材種･規格 含水率施工箇所

(mm) (材面の品質)

造作用針葉樹製材

木
工
事
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２ 防腐・防蟻処理 ＜12.3.1＞

＜12.3.1＞

＜12.3.1＞

＜12.3.1＞

＜12.3.1＞

＜12.3.1＞

＜12.3.1＞

薬剤の加圧注入の適用部位及び処理の種類　　※図示

薬剤の保存処理性能区分

・K2　　・K3　　・K4　　・図示

表面処理用木材保存剤による処理の適用　　・適用する

塗布する薬剤の種類及び適用部材　　※図示

薬剤塗布の処理方法　　※製造所の仕様よる　・図示

薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理　　・行う

合板等の加圧注入による防腐,防蟻処理　　・行う

＜12.3.2＞防虫処理　　・適用する３ 防虫処理

　及び床組

＜12.4.1＞

＜12.5.1＞

※ひのき（吊元枠、水掛りの下枠及び敷居）

※その他（松又は杉）　　・図示

※ひのき　　・図示

間仕切軸組に製材を用いる場合の木材　※杉又は松 ・図示

床組に製材を用いる場合の木材　※杉又は松 ・図示

窓、出入口その他に製材を用いる場合の木材

縁甲板及び上がりがまちに製材を用いる場合の木材 ＜12.6.1＞

４ 内部間仕切軸壁

５ 窓、出入口その他

６ 床板張り

＜13.2.2＞
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＜13.2.2＞

＜13.2.2＞

＜13.2.3＞

＜13.2.3＞

＜13.2.3＞

＜13.2.3＞

２ 折板葺

１ 長尺金属板葺 板及びｺｲﾙの種類

※屋根用ｺｲﾙ(JISG3322)　　・図示

塗膜の耐久性の種類､めっき付着量､厚さ等　　※図示

下葺材料の種類

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材

　(・一般ﾀｲﾌﾟ　　・複層基材ﾀｲﾌﾟ　　・粘着層付ﾀｲﾌﾟ)

屋根葺形式

・瓦棒葺(心木なし)　　・立平葺　　・横葺　　・図示

・適用する

雪止め　　・設ける

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

葺板の寸法・厚さ、下地、留付け方法　　※図示

＜13.3.2＞

＜13.3.2＞

＜13.3.2＞＜表13.2.1＞

折板の材料による区分　　※鋼板製　　・図示

※図示

折板に使用する材料の材質の種類　※図示

折板の形式、山高・山ﾋﾟｯﾁ及び耐力による区分並びに厚さ

＜13.4.3＞

＜13.4.3＞

桟木の留付け工法　　※図示

棟の工法

・7寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟　　・のし積み棟

＜13.4.2＞

棟補強等に使用する金物等の材質､形状､寸法及び留付け方法

　※図示

瓦桟木の材質及び寸法

＜13.3.2＞

＜13.3.2＞

＜13.3.3＞

＜13.3.3＞

３ 粘土瓦葺 ＜13.4.2＞

＜13.4.2＞

＜13.4.2＞

＜13.4.2＞

＜13.4.2＞

＜13.4.2＞

軒先面戸板　　・適用する

折板に張る断熱材の種類､厚さ､防火性能等　　※図示

折板のけらば納め　　・図示　　※けらば包み

種類､大きさ､産地等　　※図示

役物瓦の種類　　・鬼瓦　　・のし瓦　　・冠瓦

　　　　　　　　・袖瓦　　・桟瓦　　　・軒瓦

雪止め瓦　　・使用する

凍害試験(JISA5208)　　・行う

※杉､幅21×高さ15(㎜)以上　　・図示

棟補強用心材の材質及び寸法

※杉､幅40×高さ30(㎜)以上　　・図示

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法　・適用する

耐雪性能に対応した工法　・適用する ＜13.3.3＞

＜13.4.2＞瓦緊結用釘又はねじの種類、径及び長さ　　※図示

＜13.4.3＞

建築基準法に基づく風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等の工法

　※図示

＜13.4.3＞瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値　　※図示

＜13.4.3＞面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部の仕上げ　

４ とい ＜13.5.2＞＜表13.5.1＞

＜13.5.2＞＜表13.5.2＞

＜13.5.2＞

＜13.5.2＞＜表13.5.2＞

＜13.5.2＞

＜13.5.3＞＜表13.5.4＞

といその他の材種等

・配管用鋼管　　・排水管継手　　・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手　・ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ雨どい

・表面処理鋼板　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　　・とい緊結用銅線

とい受金物及び足金物の材種

※ｽﾃﾝﾚｽ　　・溶融亜鉛めっき

とい受金物及び足金物の形状　　※図示

とい受金物の取付け間隔

※表13.5.2による　　・図示

多雪地域の場合の軒どい取付け間隔(0.5m以下)

・適用する

鋼管製といの防露巻き

※表13.5.4による　　・図示

　※モルタル又は瓦葺き用しっくい　
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　合金の表面処理 ＜表14.2.1＞

＜14.4.2＞＜表14.4.1＞

＜14.4.3＞

＜14.4.3＞

＜14.4.4＞

＜14.4.4＞

＜14.4.4＞

＜14.5.3＞

＜14.5.4＞

＜14.6.2＞

＜14.6.3＞

＜14.6.3＞

＜14.7.2＞＜表14.7.1＞

＜14.7.2＞＜表14.2.1＞

＜14.7.3＞

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の表面処理の種別

・AB-1種　　・AB-2種　　・AC-1種　　・AC-2種

・BA-1種　　・BA-2種　　・BB-1種　　・BB-2種

・BC-1種　　・BC-2種　　・C種

陽極酸化被膜の着色方法　　※二次電解着色　　・図示

陽極酸化被膜の色合等　　※図示

亜鉛めっきの種別

・A種　　・B種　　・C種　　・D種　　・E種　　・F種

野縁等の種類

※19形(屋内)　※25形(屋外)　・図示

※図示

屋外の場合の野縁の間隔　　※図示

※図示

天井下地材における耐震性を考慮した補強　　※図示

屋外の軒､ﾋﾟﾛﾃｨ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

※図示

ｽﾀｯﾄﾞ､ﾗﾝﾅｰの種類

※表14.5.1による　　・図示

ｽﾀｯﾄﾞの高さが5.0mを超える場合のｽﾀｯﾄﾞ等の種類

※図示

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※14.5.4(5)による　　・図示

金属成形板の種別及び表面処理　　※図示

取付け用下地　　※標仕14章4節による　　・図示

伸縮調整継手　　・適用する

部材の種類

・250形　　・300形　　・350形

笠木本体材料の表面処理の種別

・AB-1種　　・AB-2種　　・AC-1種　　・AC-2種

・BA-1種　　・BA-2種　　・BB-1種　　・BB-2種

・BC-1種　　・BC-2種　　・C種

・適用する

１ ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ ＜14.2.1＞

＜14.2.2＞＜表14.2.2＞２ 鉄鋼の亜鉛めっき

３ 軽量鉄骨天井下地

４ 軽量鉄骨壁下地

５ 金属成形板張り

６ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

屋外の場合の野縁受け､つりﾎﾞﾙﾄ及びｲﾝｻｰﾄの間隔

天井のふところが3mを超える場合の補強方法

※図示 ＜14.4.4＞

ﾀﾞｸﾄ等により吊りﾎﾞﾙﾄの間隔が900㎜を超える場合の補強方法　

＜14.5.3＞

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

１ 下地 ＜15.2.4＞
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＜15.2.4＞

ﾗｽ系下地の種類

(通気工法)・二層下地　　・単層下地

(直張り工法)・ﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地　　・ﾗｽｼｰﾄﾓﾙﾀﾙ下地

・適用する

外張断熱工法で断熱材の外側に胴縁を施工する形式の通気構法

＜15.2.4＞

＜15.2.4＞

＜15.2.4＞

＜15.2.5＞

＜15.2.5＞

＜15.2.6＞

＜15.2.7＞

２ モルタル塗り ＜15.3.2＞

＜15.3.2＞

・図示

ﾗｽｼｰﾄ

山高､山ﾋﾟｯﾁ､質量及び溶接ﾋﾟｯﾁによる区分

　※LS4(建築基準法に基づく耐力壁)　　・図示

　※木造標仕11.4.3による　　・図示

直張り工法ﾗｽｼｰﾄﾓﾙﾀﾙ下地のﾗｽｼｰﾄ

建築基準法に基づく耐力壁として使用する場合の施工方法　※図示

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ及びせっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞの種類及び厚さ

※図示

木質系ｾﾒﾝﾄ板の種類及び厚さ　　※図示

こまい下地の建築基準法に基づく耐力壁の指定

・指定あり

木ずり用小幅板の樹種

※杉(心去り材)　　・(　　　　　)

ﾓﾙﾀﾙの材料

・現場調合材料　　・既調合材料(　　　　　)

既製目地材の形状　　・図示

ﾗｽ及び補強用平ﾗｽ　材料記号　※Ｋ

※波形ﾗｽ700、こぶﾗｽ、力骨付きﾗｽ(二層下地通気構法の場合)

※ﾌﾞﾗｽCに裏打ち材と一体化したﾗｽ(単層下地通気構法の場合)

＜15.2.4＞

ｽﾃｰﾌﾟﾙの形状及び寸法　　※L925TS以上(ﾘﾌﾞﾗｽCの場合)

　　　　　　　　　　　　※L1019JS以上(波形ﾗｽの場合)　・図示

＜15.2.4＞

二層下地通気構法における防水紙の換気口部の措置

風除室床

ポーチ床
300×300 磁器質

天井ﾙｰﾊﾞｰ
(県内産木材)

45×100 上小節(見掛) 10%以下 木材保護塗料塗り

(仮称)上下水道庁舎建設工事

上下水道庁舎

　特記仕様書（３）
技
術
者

管
理 技

術
者

主
任

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

ﾕﾆｯﾄ

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

2025年 8月出
口

平
尾

A- 05



防虫網の取付方法　　・外部可動式　　・固定式

（2024年8月改訂）

製作年月日

図面名称

工事名称

縮尺 図番

特記事項 課 係

長
長
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担
当

長

担

当

明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

-

＜15.3.5＞

＜15.3.5＞

床の目地の目地割り及び種類

※目地割2㎡程度､最大目地間隔3m､押し目地　　・図示

外装ﾀｲﾙ張り下地等の下地ﾓﾙﾀﾙ塗り及び下地調整材塗りの接着力試験

・行う

＜15.6.2＞

工法

＜15.6.2＞＜表15.6.1＞

＜15.6.2＞＜表15.6.1＞

薄付け仕上塗材(適用箇所は図示)

仕上げの形状 工法呼び名

・外装薄塗材Si
・可とう形 ・砂壁状　・ゆず肌状　・さざ波状 ・吹付け

外装薄塗材Si
・ﾛｰﾗｰ塗り

・砂壁状　・ゆず肌状　・さざ波状
・外装薄塗材E ・こて塗り

・平たん状　・凹凸状　・着色骨材砂壁状

・可とう形 ・砂壁状　・ゆず肌状　・さざ波状
外装薄塗材E

・平たん状　・凹凸状

・防水形外装薄塗材E ・ゆず肌状　・さざ波形　　・凹凸状

・外装薄塗材S ・砂壁状

・内装薄塗材C ・ゆず肌状　・さざ波状　　・凹凸状

・内装薄塗材L ・平たん状

・内装薄塗材Si ・砂壁状じゅらく　　・ゆず肌状

・内装薄塗材E ・さざ波状　・平たん状　・凹凸状

・京壁状じゅらく　・ゆず肌状
・内装薄塗材W

・平たん状　・凹凸状

内装薄塗材及び内装厚塗材で吸放湿性を有する塗材

・使用する

厚付け仕上塗材(適用箇所は図示)

呼び名 仕上げの形状

・外装厚塗材C　　・外装厚塗材Si ・吹放し　　・凸部処理 ・吹付け

・外装厚塗材E ・平たん状　・凹凸状 ・ﾛｰﾗｰ塗り

・内装厚塗材C　　・内装厚塗材L ・ひき起こし ・こて塗り

・かき落とし

・内装厚塗材E

外装厚塗材Si及び外装厚塗材Eの上塗材

※図示

ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ以外の外装厚塗材Cの上塗材

※図示

３ 仕上塗材仕上げ ＜15.6.2＞＜表15.6.1＞

＜15.6.2＞＜表15.6.1＞

・内装厚塗材G　　・内装厚塗材Si

複層仕上塗材(適用箇所は図示)

仕上げの形状等 工法呼び名

・複層塗材CE ・凸部処理　・凹凸模様　・ゆず肌状 ・吹付け

・ﾛｰﾗｰ塗り

・可とう形複層塗材CE 上塗材の種類

・防水形複層塗材CE

耐候性　※耐候形（　）種

溶媒　・水系　・溶剤系　・弱溶剤系

　　　・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　・ふっ素系

樹脂　・ｱｸﾘﾙ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

外観　・つやあり　　・つやなし

<15.6.2><表15.6.1><表15.6.2>

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材E

・複層塗材RE

・複層塗材Si

・複層塗材E

＜15.7.2＞種別　　・A種　　・B種４ マスチック塗材塗り

＜15.10.1＞

＜15.10.3＞

５ しっくい塗り

以外の下地の適用　　・適用する

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ､ﾓﾙﾀﾙ塗り、木ずり､こまい土壁塗り

既調合しっくい材料の色しっくい　　・適用する ＜15.10.2＞

既調合しっくいの調合、塗厚等

※表15.10.1による(せっこうﾎﾞｰﾄﾞ下地の場合)

＜15.10.3＞現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

※表15.10.3による(木ずり下地の場合)

※表15.10.4による(こまい土壁下地の場合)　　・図示

※製造所の仕様による(せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ下地の上塗り)　　・図示

※表15.10.2による(ﾓﾙﾀﾙ塗り下地の場合)　

既調合しっくいの上塗りの仕上げ工法

・なで切り仕上げ　・ﾊﾟﾀｰﾝ仕上げ

＜15.10.4＞＜表15.10.5＞

＜15.11.2＞

＜15.11.2＞

＜15.11.2＞

＜15.11.2＞

＜15.11.2＞

土壁用のり

・ふのり　　※つのまた　　・ぎんなんそう　　・粉末海藻

砂壁用のり

※ふのり　　・つのまた　　・こんにゃくのり　　・にかわ

・合成高分子系混和剤

土物仕上げに用いる色土の種類　　※図示

大津仕上げに用いる色土の種類　　※図示

色砂の種類　　※図示

６ こまい壁塗り

＜15.11.3＞＜表15.11.2＞

＜15.11.4＞＜表15.11.8＞

＜15.11.7＞

＜15.11.7＞

＜15.11.8＞

＜15.12.3＞

下塗りの調合

※表15.11.2による　　・図示

塗厚　　※表15.11.8による　　・図示

建築基準法に基づく耐力壁の場合の塗厚　　※図示

こまい壁の工程種別　　※A種　　・B種

上塗りする土物仕上げの工法

・水ごね土物1工法　　・水ごね土物2工法

・のりさし土物工法　　・のりごね工法

・砂壁仕上げ工法　　　・切返し仕上げ工法

ちりじゃくり　　※図示

大津仕上げの工法

・普通大津仕上げ工法　　・大津みがき仕上げ工法

仕上げ吹付け厚さ　　※図示

＜15.11.5＞＜表15.11.9＞

７ ロックウール吹付け

＜16.1.3＞
16

建
具
工
事

＜16.1.4＞

＜16.1.4＞

＜16.1.6＞

施工箇所

※ 図示

※ 図示

※ 図示

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸のﾋｭｰｽﾞ装置､熱感知器又は煙感知器

との連動　　・図示

建具見本の製作　　　・行う(建具番号:　　　　　)

特殊な建具の仮組　　・行う(建具番号:　　　　　)

防犯建物部品の適用　　・適用する

外部に面する建具 <16.2.2><16.2.4><表16.2.1>

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm)

・A種 S-4 ※70
A-3 W-4

・B種 S-5 ・100

・C種 S-6 A-4 W-5 ※100

防音ﾄﾞｱ､防音ｻｯｼの遮音性の等級

・T-1　　・T-2　　・T-3　　・T-4

断熱ﾄﾞｱ､断熱ｻｯｼの断熱性の等級

２ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

１ 共通事項 防火戸の適用　　※図示

・H-1　　・H-2　　・H-3　　・H-4　　・H-5

防虫網の材質

・合成樹脂製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　※ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS316)

＜16.2.3＞

＜16.2.3＞

＜16.2.3＞

防虫網(合成樹脂製)の線径及び網目

※0.25㎜以上､網目16～18ﾒｯｼｭ　　・図示

＜16.2.4＞

＜16.2.4＞

＜16.2.5＞

ｱﾙﾐﾆｳﾑの表面処理の種別

・AB-1種　　・AB-2種　　・AC-1種　　・AC-2種

・BA-1種　　・BA-2種　　・BB-1種　　・BB-2種　　

・BC-1種　　・BC-2種　　・C種

ｱﾙﾐﾆｳﾑの表面処理の色の別

※標準色　　・特注色

結露水の処理方法　　※図示

水切り板､ぜん板等　　※図示

木下地における外部に面する内付け建具回りの止水処理

※建具の製作所の仕様による

＜16.2.4＞

３ 樹脂製建具

外部に面する断熱ﾄﾞｱ､断熱ｻｯｼの断熱性の等級

・H-4　　・H-5　　・H-6　　・H-7　　・H-8

外部に面する建具の日射熱取得性の等級　　・図示 ＜16.3.2＞

＜16.3.2＞＜表16.3.3>

・合成樹脂製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　※ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS316)

外部に面する建具のｶﾞﾗｽ溝の寸法､形状等 ＜16.3.4＞

※建具製造所の仕様　　・図示

＜16.3.2＞＜16.3.4＞＜表16.3.1＞

＜16.3.3＞

＜16.3.3＞

＜16.3.3＞

＜16.3.4＞

＜16.3.5＞

＜16.3.5＞

外部に面する建具

施工箇所種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm)

・A種 S-4 ※70 ※図示W-4

・B種 S-5 ・100 ※図示A-4
W-5

・C種 S-6 ※100 ※図示

防虫網(合成樹脂製)の線径及び網目

防虫網の取付方法　　・外部可動式　　・固定式

防鳥網　　・適用する

ｶﾞﾗｽの種類　　※複層ｶﾞﾗｽ　　・図示

表面色　　※標準色　　・特注色

水切り板､膳板等　　※図示

外部に面する内付け建具回りの止水処理

防音ﾄﾞｱ､防音ｻｯｼの遮音性の等級　　・T-1　　　・T-2 ＜16.3.2＞

※0.25㎜以上､網目16～18ﾒｯｼｭ　　・図示

防虫網の材質 ＜16.3.3＞

・建具製造所の仕様による

４ 鋼製建具

外部に面する鋼製建具の耐風圧性の等級

・S-4　　・S-5　　・S-6

＜16.4.2＞

防音ﾄﾞｱ､防音ｻｯｼの遮音性の等級

・T-1　　・T-2　　・T-3　　・T-4

断熱ﾄﾞｱ､断熱ｻｯｼの断熱性の等級

・H-1　　・H-2　　・H-3　　・H-4　　・H-5

耐震ﾄﾞｱの面内変形追随性の等級　・D-1　・D-2　・D-3 ＜16.4.2＞

＜16.4.2＞＜表16.4.1＞

＜16.4.3＞

＜16.4.4＞＜表16.4.2＞

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ　　・適用する

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の種類

※SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　・図示

鋼板類の厚さ　※表16.4.2による　・図示

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの気密性の等級　　・A-3

５ 標準型鋼製建具 形式及び寸法　　※ 図示 ＜16.4.6＞

＜16.5.3＞

＜16.5.3＞

＜16.5.3＞

＜16.5.3＞

鋼板の種類

・溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯　・電気亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

めっきの付着量　　・Z06　　・F06　　・E24

ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板の被覆原板の種類　　・SG　　・SE

めっきの付着量　　・Z06　　・F06　　・E24

ｶﾗｰ鋼板

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

・溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯　・電気亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

６ 鋼製軽量建具

防音ﾄﾞｱ､防音ｻｯｼの遮音性の等級

・T-1　　・T-2　　・T-3　　・T-4

断熱ﾄﾞｱ､断熱ｻｯｼの断熱性の等級

・H-1　　・H-2　　・H-3　　・H-4　　・H-5

耐震ﾄﾞｱの面内変形追随性の等級　・D-1　・D-2　・D-3 ＜16.5.2＞

＜16.5.2＞

＜16.5.2＞

召合せ､縦小口包み板等の材質

※鋼板　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出形材

鋼板類の厚さ

＜16.5.3＞

＜16.5.4＞＜表16.5.1＞

・図示　　※表16.5.1による

＜16.7.2＞＜表16.7.1＞

＜16.7.2＞

＜16.7.2＞＜表16.7.3＞

＜16.7.2＞

＜16.7.2＞

＜16.7.3＞＜表16.7.6＞

＜16.7.4＞

建具材の加工､組立時の含水率

かまち及び鏡板の樹種　　※図示

ふすまの材料の種別　　・Ⅰ型　　・Ⅱ型

ふすま紙の上張りの種類

・鳥の子　　・新鳥の子　　・ﾋﾞﾆﾙ紙

枠及びくつずりの材料　　※図示

ふすまの縁の仕上げ　　・図示

８ 木製建具

９ 建具用金物

＜16.6.3＞

＜16.6.4＞

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の種類

※SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　・図示

表面仕上げ　　・図示　　※HL

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ ＜16.6.5＞

ﾌﾗｯｼｭ戸の表面材　　・合板　　・MDF ＜16.7.2＞

表面材の品質 ＜16.7.2＞

表面板の厚さ　・図示　　※表16.7.6による

見込み寸法　・図示　　※表16.7.7による <16.7.3><表16.7.7>

ﾌﾗｯｼｭ戸の定規縁　　 <16.7.4><表16.7.8>

※A種　　・B種

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆

MDFの表裏面の状態,曲げ強さ,接着剤による区分　　※図示

・図示(召合わせかまちがいんろう付きの場合)

７ ｽﾃﾝﾚｽ製建具

・図示　　※表16.8.5による

＜16.8.2＞

＜16.8.2＞

＜16.8.2＞

＜16.8.2＞

＜16.8.2＞

＜16.8.3＞

＜16.8.4＞

金物の種類及び見え掛り部の材質

金属製建具用丁番の枚数及び大きさ

・図示　　※表16.8.2による

樹脂製建具用丁番の枚数及び大きさ

・図示　　※表16.8.3による

木製建具用丁番の枚数及び大きさ

木製用建具の戸車及びﾚｰﾙ

握り玉及びﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､押板類､ｸﾚｾﾝﾄ等の取付け位置

※図示

ﾏｽﾀｰｷｰ　　・製作する

・図示　　※表16.8.4による

製作本数　・1組につき3本(室名札を付け既製の鍵箱に収納)

・図示　　※建具表に記載のないものは表16.8.1による

＜16.9.2＞

＜16.9.2＞＜表16.9.2＞

駆動装置の性能値

・図示　　※表16.9.1による(引き戸用駆動装置の場合)

引き戸用駆動装置(多機能ﾄｲﾚ出入口に限る)の性能値

・図示　　※表16.9.2による

戸の開閉方式　　※図示 ＜16.9.2＞

＜16.9.2＞＜表16.9.3＞検出装置の性能

・図示　　※表16.9.3による(引き戸用検出装置の場合)

防錆

※適用する　　　　・適用しない

＜16.9.2＞＜表16.9.2＞

＜16.9.3＞＜表16.9.4＞引き戸用検出装置の種類

・光線(反射)ｾﾝｻｰ　　・熱線ｾﾝｻｰ　　・音波ｾﾝｻｰ　　・光電ｾﾝｻｰ

・電波ｾﾝｻｰ　　・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　　・押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ　　・多機能ﾄｲﾚｽｲｯﾁ

防錆

※適用する　　　　・適用しない

＜16.9.2＞＜表16.9.3＞

・無線式ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　　　　・光線式ﾀｯﾁｽｲｯﾁ

ﾀｯﾁｽｲｯﾁの開閉ｽｲｯﾁ

車椅子使用者用便房開閉ｽｲｯﾁ

・大型(開・閉)押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ　　　　・非接触ｽｲｯﾁ

凍結防止措置　　・行う ＜16.9.3＞

＜16.9.2＞＜表16.9.4＞

＜16.9.2＞＜表16.9.4＞

めっき付着量

＜16.11.2＞

＜16.11.2＞

＜16.11.2＞

＜16.11.2＞

＜16.11.3＞

＜16.11.3＞

＜16.12.2＞

＜16.12.2＞

＜16.12.2＞

＜16.12.3＞

＜16.12.4＞

＜16.13.2＞

＜16.13.2＞

＜16.13.2＞

＜16.13.2＞

＜16.13.2＞

＜16.13.4＞

装置の性能

・図示　　※表16.10.1による

ｼｬｯﾀｰの種類

・管理用ｼｬｯﾀｰ　　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ　　・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ

・防煙ｼｬｯﾀｰ

管理用ｼｬｯﾀｰ及び外壁用防火ｼｬｯﾀｰの耐風圧強度　※図示

開閉方式の種類

※図示

電動式ｼｬｯﾀｰの障害物感知装置の設置箇所　　※図示

屋内用防火ｼｬｯﾀｰ又は防煙ｼｬｯﾀｰの危害防止機構の設置箇所

※図示　　(煙感知器連動､熱感知器連動､手動閉鎖装置により

　　　　　　閉鎖するものに限る)

ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板

・溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

めっき付着量　　・図示　　※Z12又はF12

耐風圧強度　　※図示

保護装置の設置箇所　　※図示

ｽﾗｯﾄの材質

種類

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯 ・図示　　・Z06　　・F06

・塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金
・図示　　・AZ90

　めっき鋼板及び鋼帯及び鋼帯

・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

ｾｸｼｮﾝ材料による区分

※ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

開閉方式による区分

※ﾊﾞﾗﾝｽ式　　・ﾁｪｰﾝ式　　・電動式

収納形式による区分

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形　　・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形　　・ﾊｲﾘﾌﾄ形　　・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの使用材料

※溶融亜鉛めっき鋼板(Z27)　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

<16.10.3><表16.10.1>

※電動式(手動併用)　　　　・手動式

<16.11.2><表16.11.1>

電動ｼｬｯﾀｰの急降下制動装置又は急降下停止装置の設置箇所　

＜16.11.2＞

外壁用防火ｼｬｯﾀｰ､屋内用防火ｼｬｯﾀｰ､防煙ｼｬｯﾀｰを除くｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　　

・設置する ＜16.11.2＞

開閉方式　　・電動式(手動併用)　　※手動式

ｽﾗｯﾄの種類

風圧力による強さの区分　　※図示

障害物感知装置(電動式)の設置箇所　　※図示

10 自動ﾄﾞｱ開閉装置

11 自閉式

上吊り引戸装置

12 重量ｼｬｯﾀｰ

13 軽量ｼｬｯﾀｰ

14 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

＜16.14.2＞

＜16.14.2＞

＜16.14.2＞

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽの品種及び厚さの呼びによる種類

※図示

型板ｶﾞﾗｽの厚さによる種類　　※図示

網入板ｶﾞﾗｽ及び線入板ｶﾞﾗｽ

網又は線の形状､板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

※図示

15 ｶﾞﾗｽ

(仮称)上下水道庁舎建設工事

上下水道庁舎
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合わせｶﾞﾗｽ ＜16.14.2＞

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びに合わせｶﾞﾗｽの合計厚さ

及び特性による種類　　※図示

強化ｶﾞﾗｽ ＜16.14.2＞

形状による種類､材料板ｶﾞﾗｽの種類による名称及び特性による種類

※図示

＜16.14.2＞

＜16.14.2＞

＜16.14.2＞

＜16.14.2＞

＜16.14.2＞

＜16.14.3＞

熱線吸収板ｶﾞﾗｽ

板ｶﾞﾗｽによる種類､厚さによる種類及び性能による種類　※図示

複層ｶﾞﾗｽ

熱線反射ｶﾞﾗｽ

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さによる種類並びに日射熱遮へい性及び

耐久性による区分　　※図示

倍強度ｶﾞﾗｽ

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さによる種類　　※図示

ｶﾞｽｹｯﾄ

・図示

板ｶﾞﾗｽをはめ込む溝の大きさ

・図示　　※建具製造所の仕様

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びに複層ｶﾞﾗｽの厚さ､耐熱性に

※図示

よる区分､日射取得性､日射遮蔽性による区分及び乾燥気体の種類　　

※ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ(ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具に用いる引違い及び片引き障子の

　場合)

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

＜16.14.5＞

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸの表面形状､呼び寸法及び厚さ　※図示

壁用金属枠及び補強材　　※図示

力骨の材質､寸法及び形状

・図示

※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)､径5.5mmのはしご形状複筋及び単筋

化粧目地ﾓﾙﾀﾙの色　　※図示

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類　　※図示

金属製化粧ｶﾊﾞｰの材質､寸法及び形状　　※図示

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法　・適用する

壁用金属枠の留付け間隔(木下地の場合)　　※図示

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸの目地幅の寸法

・図示

※8㎜以上15mm以下(平積みの場合)

※曲率半径をｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸの幅寸法の10倍以上､外側15mm以下､

伸縮調整目地の位置

伸縮調整目地の目地部の横力骨の納まり

・図示　　※ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ製造所の仕様

　内側6mm以上(曲面積の場合)

・図示　　※6m以下ごとに幅10～25mmのものを設置

１ 共通事項 カーテンウォールの諸性能値　　※ 図示 ＜17.1.3＞
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性能の確認方法及び判定方法 ＜17.1.3＞

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

※ 資料提出による監督職員の承諾　　・ 図示

２ ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 金属系材料の種類　　※ 図示 ＜17.2.2＞

シーリング材の種類　　※ 図示

ガラス取付け材の種類　　※ 図示 ＜17.2.2＞

構造ガスケットの材質、形状等　　※ 図示 ＜17.2.2＞

断熱材の仕様等　　※ 図示

・ 図示　　※ 表17.2.1による（ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金鋳物の場合を除く）

製品の見え掛り部分の仕上げ　　※ 図示

ガラス溝の寸法、形状等

・ 図示　　※ カーテンウォール製造所の仕様

・ 図示　　※ 表17.2.2による

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

・ 図示　　※ 表17.2.3による

＜17.2.6＞

３ PCカーテンウォール コンクリートの種類 ＜17.3.2＞

・ 普通コンクリート　　・ 軽量コンクリート

コンクリートの品質 ＜17.3.2＞

設計基準強度（Fc）　　・（　　　）N/㎜2　　※ 30N/mm2

スランプ　　・（　　　）㎝　　※ 12cm

気乾単位容積質量　・（　　　）t/m3　　※ 2.1t/m3超2.5t/m3以下

単位水量の最大値　・（　　　）kg/m3　　※ 185kg/m3

＜17.2.2＞

製品の寸法許容差

躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

＜17.2.3＞

＜17.2.5＞

ガラスの取付け方法　　※ 図示

鉄筋の種類　　・（　　　　　）　　※ SD295A ＜17.3.2＞

補強鉄線の径及び網目寸法　　※ 図示 ＜17.3.2＞

シーリング材の種類　　※ 図示 ＜17.3.2＞

耐火目地材の仕様等　　※ 図示 ＜17.3.2＞

断熱材の仕様等　　※ 図示 ＜17.3.2＞

先付け材料の仕上げ材（タイル等）、建具枠、ゴンドラ用ガイド

レール等　　※ 図示 ＜17.3.2＞

製品の見え掛り部の寸法許容差 ＜17.3.3＞＜表17.3.1＞

・ 図示　　※ 表17.3.1による

PCカーテンウォールの仕上げ　　※ 図示 ＜17.3.3＞

アンカー溝の寸法及び寸法許容差　　※ 図示 ＜17.3.3＞

配筋　　※ 図示　　・ 計算書による監督職員の承諾　　 ＜17.3.4＞

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

・ 図示　　※ 表17.3.2による ＜17.3.5＞＜表17.3.2＞

ガラスの取付け方法　　※ 図示 ＜17.3.6＞

耐火被覆 ＜17.3.7＞

部位 種類 材料 工法

18

塗
装
工
事

＜18.2.5＞

＜18.2.4＞亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえ　　・ A種　　・ B種

＜18.2.3＞鉄鋼面の素地ごしらえ　　・ A種　　・ B種　　※ C種

・ A種（不透明塗料塗り）　　・ B種（透明塗料塗り）

木部の素地ごしらえ ＜18.2.2＞

＜18.3.2＞＜表18.3.2＞※ A種　　・ B種

＜18.3.2＞＜表18.3.1＞・ A種　　※ B種

鉄鋼面錆止め塗料の種別（仕上げ塗料がEP-Gに限る）

せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法が上記以外の工法の場合　※ B種　・ 図示

せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法が継目処理工法の場合　　※ A種　・ 図示

＜18.2.7＞せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ

・ A種　　※ B種

＜18.2.6＞

ﾓﾙﾀﾙ及びせっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面の素地ごしらえ

・ A種　　※ B種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈﾙ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の素地ごしらえ

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料の種別（仕上げ塗料がSOPに限る）

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料塗り(仕上げ塗料がSOP,EP-Gに限る)

鉄鋼面錆止め塗料塗り(仕上げ塗料がSOP,EP-Gに限る)

＜18.3.3＞＜表18.3.3＞※ A種（見え掛り）　※ B種（見え隠れ）

※ A種（鋼製建具等） ※ B種（その他） ＜18.3.3＞＜表18.3.5＞

※ A種（屋外）　　※ B種（屋内）　　・ 図示　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り（SOP)

・ A種　　※ B種

鉄鋼面合成樹脂調合ペイント塗り

＜表18.4.1＞

木部合成樹脂調合ペイント塗り（多孔質広葉樹除く） ＜18.4.2＞

＜18.4.3＞＜表18.4.2＞

＜18.6.2＞＜表18.6.1＞アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

＜18.5.2＞＜表18.5.1＞クリヤラッカー塗り　　・ A種　　※ B種

・ A種　　※ B種

１ 素地ごしらえ

２ 錆止め塗料塗り

４ ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り（CL）

５ ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散

　形塗料塗り（NAD）

・ A種　　※ B種　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り（EP）

＜18.9.2＞＜表18.9.1＞合成樹脂エマルションペイント塗り

・ A種　　※ B種

屋内の鉄鋼面つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　（EP-G）

　ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

＜18.7.4＞＜表18.7.3＞・ A種　　・ B種　　・ C種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面耐候性塗料塗り

＜18.7.3＞＜表18.7.2＞※ 図示

※ 図示 ＜18.7.2＞＜表18.7.1＞

鉄鋼面 上塗り塗料の等級

亜鉛めっき鋼面 上塗り塗料の等級

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り　　・ A種　　※ B種

＜18.8.2＞＜表18.8.1＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等の

＜18.8.4＞＜表18.8.3＞

・ A種　　※ B種　（UC）

ウレタン樹脂ワニス塗り

工程1の着色の適用 　・適用する　　・適用しない

＜18.10.2＞＜表18.10.1＞

＜表18.10.1＞

６ 耐候性塗料塗り

７ つや有合成樹脂

８ 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

９ ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

　（WP）

木材保護塗料塗り　　・ A種　　※ B種

オイルステイン塗料の仕様等　　※ 図示 ＜18.11.2＞

＜18.12.2＞＜表18.12.1＞

10 ｽﾃｲﾝ塗り

11 木材保護塗料塗り

１ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、 ・ ビニル床シート ＜19.2.2＞
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　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 種類の記号　　※ FS　　・ 図示

内
装
工
事

　及びｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ張り 色柄　　※ 図示

厚さ（㎜）　　※ 2.0　　・ 図示

・帯電防止床シート ＜19.2.2＞

種類、性能、厚さ等　　※ 図示

・ 帯電防止床タイル ＜19.2.2＞

・ 視覚障害者用床タイル ＜19.2.2＞

種類、形状等　　※ 図示

・ 耐動荷重性床シート ＜19.2.2＞

種類、厚さ等　　※ 図示

・ 防滑性床シート ＜19.2.2＞

種類、厚さ等　　※ 図示

・ 防滑性床タイル ＜19.2.2＞

種類、寸法、厚さ等　　※ 図示

ビニル幅木の材質の種類　　※ 図示 ＜19.2.2＞

ビニル幅木の厚さ及び高さ（㎜）

※ 厚さ1.5以上、高さ60　　・ 図示

・ ゴム床タイル ＜19.2.2＞

色柄、種類、厚さ、寸法等　　※ 図示

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤

の種別 ＜19.2.2＞＜表19.2.2＞

ビニル床シート及びビニル床タイル用接着剤の種別　　※ 図示

ゴム床タイル用接着剤の種別　　※ 図示

ﾓﾙﾀﾙ塗り下地、ｺﾝｸﾘｰﾄ下地、ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り下地、木下地以外の

下地の工法　　※ 図示 ＜19.2.3＞

＜19.2.3＞

・ 図示　　※ 熱溶接工法

２ カーペット敷き 織じゅうたんの織り方及びパイルの形状　　※ 図示 ＜19.3.2＞

織じゅうたんの色柄 ＜19.3.2＞＜表19.3.1＞

・ 図示　　※ 模様のない無地のもの

織じゅうたんのパイル糸の種類 ＜19.3.2＞＜表19.3.1＞

・ A種　　・ B種　　・ C種

＜19.3.2＞

タフテッドカーペットのパイルの形状及びパイル長 ＜19.3.2＞

※ 図示

＜19.3.2＞

種類、性能、寸法、厚さ等　　※ 図示

＜19.2.2＞

色柄　　※ 図示

厚さ（㎜）　　※ 2.0　　・ 図示

・ ビニル床タイル

種類の記号　　※ KT　　・ 図示

ビニル床シート張りの接合部の処理

帯電性(人体帯電圧の値3kV以下)　　・ 適用する

帯電性(人体帯電圧の値3kV以下)　　・ 適用する

＜19.3.2＞

※ 第一種のループパイル　　・ 図示

タイルカーペットの寸法及び総厚さ（㎜） ＜19.3.2＞

※ 500角、総厚さ6.5　　・ 図示

下敷き材 ＜19.3.2＞

※ 第2種第2号（JISL3204）の反毛ﾌｪﾙﾄ（呼び厚さ8㎜）　・ 図示

見切り、押え金物の材質、種類及び形状　　※ 図示 ＜19.3.2＞

タフテッドカーペットの工法 ＜19.3.3＞

・ グリッパー工法　　・ 全面接着工法

織じゅうたん（ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法）の接合方法 ＜19.3.3＞

※ ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法

タイルカーペットの敷き方 ＜19.3.3＞

※ 市松敷き（平場）　　※ 模様流し（階段部分）　　・ 図示

３ 合成樹脂塗床 弾性ウレタン樹脂系塗床の仕上げの種類

※ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上げ

＜19.4.3＞

・ 薄膜流しのべ工法（・ 平滑　　・ 防滑）

・ 厚膜流しのべ工法（・ 平滑　　・ 防滑）

・ 樹脂モルタル工法（・ 平滑　　・ 防滑）

タイルカーペットの種類及びパイルの形状

・ 丈夫な綿糸、亜麻糸又は合成繊維糸を手縫でつづり縫い

＜19.4.3＞＜表19.4.4＞

エポキシ樹脂系塗床の工法及び仕上げの種類

４ フローリング張り ＜19.5.2＞ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの種類

＜19.5.3＞工法

・ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ 釘留め工法 （ ・ 根太張り工法　　・ 直張り工法 ）

・ 接着工法

・ 単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ( ・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ１等　　・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ１等 )

フローリングの樹種　　・ 図示 ＜19.5.4＞

複合フローリングの種別　・ A種　　・ B種　　・ C種 ＜19.5.4＞

フローリングブロックの樹種、厚さ及び長さ　※ 図示 ＜19.5.5＞

フローリング裏面の不陸緩衝材の仕様等 ＜19.5.5＞

※ 合成樹脂発泡シート　　・ 図示

５ 畳敷き 畳の種別 ＜19.6.2＞＜表19.6.1＞

・A種　・B種　・C種　・D種

D種の場合（・ KT-Ⅰ　・ KT-Ⅱ　・ KT-Ⅲ　・ KT-K　・ KT-N）

衝撃緩和型畳の畳表の仕様(JIS A5902) ＜19.6.2＞

・C1　 ・C2

６ せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、その他のﾎﾞｰﾄﾞ類の種類、厚さ等 ＜19.7.2＞

　その他ﾎﾞｰﾄﾞ ※ 図示

　及び合板張り ボード表面への化粧張り仕上げ等 ＜19.7.2＞

※ 図示

普通合板の表板の樹種名、板面の品質及び厚さ

※ 図示 ＜19.7.2＞

普通合板の防虫処理　　・ 行う ＜19.7.2＞

天然木化粧合板の化粧板の樹種名及び厚さ ＜19.7.2＞

※ 図示

天然木化粧合板の防虫処理　　・ 行う

特殊加工化粧合板の化粧加工の方法、表面性能及び厚さ

※ 図示 ＜19.7.2＞

特殊加工化粧合板の防虫処理　　・ 行う ＜19.7.2＞

天井ボードの重ね張り(ロックウール吸音板を除く) ・ 行う

合板類の張付け　　・ A種　　・ B種 ＜19.7.3＞＜表19.7.3＞

せっこうボードの目地工法の種類 ＜19.7.3＞＜表19.7.5＞

・ 継目処理工法　　・ 突付け工法　　・ 目透し工法

目地工法に応じたせっこうボードのエッジの種類

(突きつけ工法及び目透し工法の場合) ＜19.7.3＞＜表19.7.5＞

・　ベベルエッジ　　・　スクェアエッジ

７ 壁紙張り 壁紙の種類　　※ 図示 ＜19.8.2＞

壁紙の防火性能　　※ 図示 ＜19.8.2＞

ﾓﾙﾀﾙ面及びせっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面の素地ごしらえ ＜19.8.3＞

・ A種　　※ B種

コンクリート面の素地ごしらえ ＜19.8.3＞

・ A種　　※ B種

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びけい酸ｶﾙｼｳﾑ板面の素地ごしらえ ＜19.8.3＞

・ A種　　※ B種

断熱材の種類及び厚さ　　※ 図示 ＜19.9.3＞

断熱材現場発泡工法における断熱材の種類 ＜19.9.4＞

※ A種1又はA種1H　　・ 図示

断熱材の吹付け厚さ　　※ 図示 ＜19.9.4＞

１ ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ ＜20.2.2＞
20

所定加重 帯電防止ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ表面仕上材 耐震性能
漏えい抵抗

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

の寸法 高さ(㎜) 性能(U)(Ks) (N)

・0.6 ・3,000 ・≧1.2 (　　　)Ω

・1.0 ・5,000 ・≧0.6 (>1×10　Ω)

試験方法 ＜20.2.2＞

・耐荷重性能(㎜)　　※変形5.0以下､残留変形3.0以下　・図示

・耐衝撃性能　　※残留変形3.0㎜以下及び損傷がないこと　・図示

・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ性能(㎜)　　※残留変形3.0以下　　・図示

・耐燃焼性能

・建築基準法に基づく不燃材料の指定又は認定を受けたもの

・燃焼終了後の残炎時間が0秒であること

寸法精度　　・図示 ＜20.2.2＞

２ 可動間仕切 ＜20.2.3＞

ﾊﾟﾈﾙ遮音性構成基材
構造形式 表面

(透過損失)ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ(ﾄﾞｱ含む) 仕上げ

・木質系

・ｽﾁｰﾙ系
・ｽﾀｯﾄﾞ式(内蔵) ・15dB

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金系 ・ｶﾞﾗｽ系
・ｽﾀｯﾄﾞ式(露出) ・30dB

・ｽﾁｰﾙ系 ・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金系 ※図示
・ﾊﾟﾈﾙ式 ・36dB以上

・(　　　　　) ・樹脂系
・ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式 ・(　　　)dB

・せっこう系

・ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ系

・(　　　　　)

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　※F☆☆☆☆ ＜20.2.3＞

ﾊﾟﾈﾙ内に取り付ける建具寸法及び形状　　・図示 ＜20.2.3＞

８ 断熱・防露

(仮称)上下水道庁舎建設工事

上下水道庁舎

　特記仕様書（５）
技
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管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

・ 図示
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製作年月日

図面名称

工事名称

縮尺 図番

特記事項 課 係

長
長
課

担
当

長

担

当

明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

-

３ 移動間仕切 ﾊﾟﾈﾙ操作方法による種類 ＜20.2.4＞

・手動式　　・電動式　　・部分電動式

ﾊﾟﾈﾙ表面材の材質及び仕上げ　　※図示 ＜20.2.4＞

ﾊﾟﾈﾙ圧接装置の操作方法　　※図示 ＜20.2.4＞

遮音性(透過損失) ＜20.2.4＞

・36dB未満　　・36dB以上　　・図示

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ取付け下地の補強 ＜20.2.4＞

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対し､耐力及び変形量が使用上

　支障がないもの　　・図示

ﾊﾟﾈﾙをﾗﾝﾅｰに取り付ける部品 ＜20.2.4＞

※ﾗﾝﾅｰに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの

　・図示

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ､ﾗﾝﾅｰの強度 ＜20.2.4＞

※ﾊﾟﾈﾙ重量の5倍の荷重をﾊﾟﾈﾙ1枚に使用するﾗﾝﾅｰ数で除した値に

　対して､耐力及び変形量が使用上支障のないもの　　・図示

あと施工ｱﾝｶｰを使用する場合の材質､寸法等 ＜20.2.4＞

※図示

４ ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ ﾊﾟﾈﾙ表面材 ＜20.2.5＞

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板　　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　※F☆☆☆☆ ＜20.2.5＞

脚部の種類　　※幅木ﾀｲﾌﾟ　　・図示 ＜20.2.5＞

ﾄﾞｱｴｯｼﾞの材質　・図示　　※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ製造所の仕様による ＜20.2.5＞

５ 手すり 材料の種類､仕上げ　　※図示 ＜20.2.6＞

６ 階段滑り止め 材種、形状、寸法等　　※ 図示材種、形状、寸法等　　※ 図示 ＜20.2.7＞

取付け工法　　※接着工法　　・埋込み工法 ＜20.2.7＞

７ 黒板及びﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 黒板の区分　　※焼付け黒板　　・研出し黒板 ＜20.2.9＞

黒板の種類　　・鋼製黒板　　・ほうろう黒板 ＜20.2.9＞

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞの仕様等　　※図示 ＜20.2.9＞

８ 鏡 鏡のｶﾞﾗｽ厚さ　　※5㎜　　・図示 ＜20.2.10＞

９ 表示 対人衝突防止表示の形状､寸法､材質等　　※図示 ＜20.2.11＞

非常用進入口等の表示　　・図示 ＜20.2.11＞

室名札､ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾌ､案内板等の形状､寸法､材質､色､書体､

印刷等の種別､取付け形式等　　※図示 ＜20.2.11＞

10 ﾀﾗｯﾌﾟ 材料の種類及び仕上げ　・図示　※SUS,仕上げ無し ＜20.2.12＞

11 煙突ﾗｲﾆﾝｸﾞ 煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材の適用安全使用温度　※図示 ＜20.2.13＞

工法　※ｺﾝｸﾘｰﾄ打込み時に打ち込む ＜20.2.13＞

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの形式　　・横形　　・縦形

横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの種類

※ｷﾞﾔ式ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ　　・ｺｰﾄﾞ式ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ　　・操作棒式ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの幅､高さ　　※図示

横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞのｽﾗｯﾄ幅　　※25mm　　・図示

横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞのｽﾗｯﾄの材質

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製　　・樹脂製　　・木製　　・図示

横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞのﾍｯﾄﾞﾎﾞｯｸｽ及びﾎﾞﾄﾑﾚｰﾙの材種

※鋼製　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製　　・図示

縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの開閉方式

・片開き方式　　・両開き方式

縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの操作方法

・1本操作ｺｰﾄﾞ方式　　※2本操作ｺｰﾄﾞ方式

縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞのｽﾗｯﾄの仕様

・焼付け塗装仕上げのｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・防炎性能の表示がある特殊樹脂加工のｸﾛｽｽﾗｯﾄ

縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞのｽﾗｯﾄの幅　　※図示

操作方法

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式　　・ｺｰﾄﾞ式(ﾁｪｰﾝ式)　　・電動式

幅及び高さ　　※図示

ｽｸﾘｰﾝの材種

・ｶﾞﾗｽ繊維製　　・合成・天然繊維製　　・木製

ｽｸﾘｰﾝの品質　　※図示

巻取りﾊﾟｲﾌﾟ､ｳｪｲﾄﾊﾞｰ､操作ｺｰﾄﾞ又は操作ﾁｪｰﾝその他の材料

※ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ製造所の仕様による　　・図示

12 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ ＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

13 ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ ＜20.2.15＞

＜20.2.15＞

＜20.2.15＞

＜20.2.15＞

＜20.2.15＞

14 ｶｰﾃﾝ及びｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ＜20.2.16＞

開閉操作方式形式　 ｼﾝｸﾞﾙ・ﾀﾞﾌﾞﾙの別

・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き ・手引き　・ひも引き　・電動

・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・引分け

ｶｰﾃﾝ用生地の種別､品質､特殊加工等　※図示 ＜20.2.16＞

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ及びﾌﾞﾗｹｯﾄの強さによる区分 ＜20.2.16＞

・10-60　　※10-90

ﾚｰﾙの材料による区分 ＜20.2.16＞

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ又はｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出し成型材　　・図示

ﾚｰﾙの仕上げ　　※ｱﾙﾏｲﾄ　　・図示 ＜20.2.16＞

ﾚｰﾙの形状 ＜20.2.16＞

※角形　　・C形　　・D形　　・I形　　・H形

ﾌｯｸ(ひるかん)　　　※鋼製　　・樹脂製 ＜20.2.16＞

ひだの種類 ＜20.2.16＞＜表20.2.1＞

・つまみひだ(三つ山ひだ,二つ山ひだ)　　・箱ひだ､片ひだ

・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

暗幕用ｶｰﾃﾝの両端､上部及び召合せの重なり ＜20.2.16＞

※300㎜以上　　・図示

15 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工事 補強鉄線の径及び網目寸法　　※図示 ＜20.3.2＞

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度(Fc) ＜20.3.3＞

※水ｾﾒﾝﾄ比55%以下､単位ｾﾒﾝﾄ量の最小値300kg/m3を満たす調合強度

・図示

配筋　　※配筋を定めた計算書を提出　　・図示 ＜20.3.3＞

取付け方法　　※図示 ＜20.3.4＞

16 間知石及び 間知石の材種 ＜20.4.2＞

　ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ積み ・花こう岩　　・凝灰岩　　・安山岩

ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸの種類　　※図示 ＜20.4.2＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸの質量区分 ＜20.4.2＞

・A(350kg以上)　　・B(350kg未満)

間知石の積み方　　・布積み　　※谷積み ＜20.4.3＞

目塗り　　・行う ＜20.4.3＞

伸縮調整目地の材種､厚さ等　　※図示 ＜20.4.3＞

１ 屋外雨水排水 ＜21.2.1＞
21

排
水
工
事

＜21.2.1＞

＜21.2.1＞

＜21.2.1＞

＜21.2.1＞

＜21.2.1＞

＜21.2.1＞

＜21.2.1＞

＜21.2.1＞

＜21.2.1＞

＜21.2.1＞

＜表3.2.1＞＜21.2.1＞

排水管用材料

種類・記号規格名称 呼び径材種

・外圧管・遠心力鉄筋 ・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品
　(1種)　ｺﾝｸﾘｰﾄ管 (遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管)

・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 ・VP　・VU
・硬質ﾎﾟﾘ塩化
　ﾋﾞﾆﾙ管 ・ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ三層管 ・RS-VU

・排水用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手 ・DV
・硬質ﾎﾟﾘ塩化
　ﾋﾞﾆﾙ管継手 ・屋外排水設備用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手 ・VU継手

※ｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾏﾝﾎｰﾙ及び桝との取付け部には､管の外側に砂付け加工を

　行った管を使用

排水管の基礎　　※図示

側塊の形状及び寸法　　※図示

排水桝､ふたの種類等　　※図示

鋼鉄製ふたの名称､種類及び適用荷重　　※図示

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの仕様

用途材質 上面形状適用荷重 ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ ﾎﾞﾙﾄ固定

・歩行用

・溝ふた ・T-2
・鋼製 ※細目 ※凹凸形
　(めっき) ・桝ふた ・T-6

・普通目 ・あり ・平形
・U字側溝 ・T-14

・ｽﾃﾝﾚｽ製 ・細目 ・凹凸形
・図示 ・T-20

・T-25

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄの種類　

※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　　・図示

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度

※18N/㎜2　　・図示

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ

・15cm　　・18cm　　・図示

凍上抑制層に用いる材料　　※図示

砂の粒度試験　　・行う

埋戻しに用いる材料

・A種　　※B種　　・C種　　・D種

現場打ちの場合の鉄筋　　※SD295　　・図示

現場打ち排水桝の足掛け金物(幅400㎜) ＜21.2.2＞

・径22㎜のSUS製　　・径22㎜の防錆処置した鋼製

・径19㎜の合成樹脂被覆加工品

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管の基床の厚さ及び種類　　※図示 ＜21.2.2＞

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管の基床の厚さ及び種類　　※図示 ＜21.2.2＞

継手の接合材　　※接着剤　　・ｺﾞﾑ輪 ＜21.2.2＞

２ 街きょ、縁石 縁石及び側溝の種類､形状及び寸法 ＜21.3.1＞＜表21.3.1＞

　 及び側溝 ※図示

砂利地業の厚さ　　※100㎜　　・図示 ＜21.3.2＞

１ 路床 ＜22.2.2＞
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＜22.2.2＞

＜22.2.3＞＜表3.2.1＞

＜22.2.3＞＜表22.2.1＞

＜22.2.5＞

＜22.2.5＞

＜22.2.5＞

２ 路盤 ＜22.3.2＞

＜22.3.3＞＜表22.3.1＞

＜22.4.2＞

＜22.4.2＞

＜22.4.3＞＜表22.4.1＞

凍上抑制層の厚さ　　・図示

透水性舗装におけるﾌｨﾙﾀｰ層の厚さ　　※図示

路床安定処理の方法　　・図示

盛土に用いる材料

・A種　　・B種　　・C種　　・D種

路床安定処理用添加材料

・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　・高炉ｾﾒﾝﾄB種　　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

・生石灰　特号　　・生石灰　1号

・消石灰　特号　　・消石灰　1号

路床土の支持力比(CBR試験)の適用　　・適用する

路床締固め度の試験の適用　　・適用する

現場CBR試験の適用　　・適用する

路盤の厚さ　　※図示

路盤材料

・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　　・粒度調整砕石　　・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

・再生粒度調整砕石　　・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ

・粒度調整鉄鋼ｽﾗｸﾞ　　・水硬性粒度調整鉄鋼ｽﾗｸﾞ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の構成及び厚さ　　※図示

舗装の平たん性

※通行の支障となる水たまりを生じない程度　　・図示

再生ｱｽﾌｧﾙﾄの種類

・60~80　　・80~100

３ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

＜22.5.2＞

＜22.4.4＞＜表22.4.4＞

＜22.4.6＞

＜22.5.2＞

・密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13)　　・細粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13)

・密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13F)　・粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(20)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験の適用　　・適用する

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の構成　　※図示

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の厚さ

・図示　　※70mm(歩行者用通路の場合)

４ ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

表層の加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物及び再生加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の種類

＜22.5.3＞

＜22.5.3＞＜表22.5.1＞

砕石

・ 20

・ 25

・（　　　）

※ 20

・（　　　）

＜22.5.3＞

＜22.5.3＞

＜22.5.4＞＜表22.5.3＞

＜22.5.4＞＜図22.5.1＞

ｺﾝｸﾘｰﾄの種類　　・図示　　※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

粗骨材の最大寸法(㎜)設計基準強度 ｽﾗﾝﾌﾟ
部位

(cm)(N/㎜2) 砂利

・25
車路 ※24

・40
及び駐車場 ・(　　　) ※8

・(　　　)
・(　　　)

歩行者用 ※18 ※25

通路 ・(　　　) ・(　　　)

早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　・使用する

加熱施工式注入目地材の種別

※低弾性ﾀｲﾌﾟ　　・高弾性ﾀｲﾌﾟ

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の目地

目地の種類部位 目地間隔

※突合せ目地 ※5m程度ごと
縦方向

・図示 ・図示
駐車場

※収縮目地 ※3m程度ごと
横方向

・図示 ・図示

※突合せ目地 ※3m程度ごと
車路 縦方向

・図示 ・図示
及び

※収縮目地 ※4m程度ごと
歩行者用通路 横方向

・図示 ・図示

※伸縮調整目地
舗装内の桝の周囲

・図示

※伸縮調整目地
建築物､構造物との取合い

・図示

目地の構造

※図22.5.1による　　・図示

＜22.6.2＞

＜22.6.2＞

＜22.6.2＞

＜22.6.2＞

＜22.6.2＞

＜22.6.3＞

＜22.6.4＞

＜22.6.4＞

＜22.6.6＞

６ 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ＜22.7.2＞

＜22.7.2＞

＜22.7.6＞

＜22.8.2＞

＜22.8.2＞

＜22.8.2＞

＜22.8.2＞

＜22.8.2＞

＜22.8.3＞

＜22.8.3＞

＜22.8.3＞

＜22.8.3＞

＜22.8.3＞

８ 砂利敷き ＜22.9.2＞＜表22.9.1＞

表層に使用する加熱系混合物の結合材

着色部の下部

加熱系混合物に使用する材料

舗石舗装の基層

基層の厚さ

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装及び舗石舗装のｸｯｼｮﾝ材

仕上り面の平たん性

７ ﾌﾞﾛｯｸ系舗装

５ ｶﾗｰ舗装 ｶﾗｰ舗装の種類　　・加熱系　　・常温系

加熱系ｶﾗｰ舗装の構成及び厚さ　　※図示

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　　・石油樹脂系混合物

常温系ｶﾗｰ舗装の工法

・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

・着色骨材　　・自然石

顔料の添加量(加熱系混合物の結合材に石油樹脂を使用する場合)

・図示

ﾆｰﾄ工法及び塗布工法の配合その他　　※図示

加熱系混合物の抽出試験　　・行う

舗装の構成　　※図示

舗装の平たん性　　・図示　　※著しい不陸がないもの

開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験　　・行う

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装の目地材　　※砂　　・ﾓﾙﾀﾙ

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ版

※50㎜(ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の場合)

※70㎜(ｺﾝｸﾘｰﾄ版の場合)　　・図示

※砂　　・空練りﾓﾙﾀﾙ

※ｺﾝｸﾘｰﾄ平板間､ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ間､舗石間の段差3mm以内

・図示

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板の種類及び寸法　　※図示

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板の厚さ　　※60㎜　　・図示

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの種類､形状､寸法及び表面加工等

※図示

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの厚さ(㎜)及び曲げ強度(N/mm2)

※厚さ80､曲げ強度5.0(車路)

※厚さ60､曲げ強度3.0(歩行者用通路)

・図示

舗石に用いる石材の種類､形状､寸法及び厚さ

※図示

砂利敷きの種別

※A種(通路)　　※B種(建物周囲その他)　　・図示

１ 共通事項
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２ 植栽基盤 ＜23.2.2＞

＜23.2.2＞

＜23.2.2＞

＜23.2.2＞

＜23.2.2＞＜表23.2.2＞

＜23.2.2＞

＜23.2.3＞

＜23.2.3＞

＜23.2.4＞

３ 植樹 ＜23.3.2＞

＜23.3.2＞

＜23.3.2＞

＜23.3.2＞

＜23.3.2＞

有効土層として整備する厚さ

植栽基盤の整備工法の種別

発生土の処理

・適用する

丸太の防腐処理方法

幹巻き用材料

土壌の水素ｲｵﾝ濃度指数(pH)､電気伝導度(EC)等の試験

・行う

植栽基盤の整備　　・適用する

有効土層として整備する面積　　※図示

※表23.2.1による　　・図示

植栽基盤に浸透した雨水排水のための暗きょ､開きょ､排水層､縦穴

排水等の設置　　・図示

※A種(樹木)　　※B種(芝及び地被類)　　・図示

土壌改良材　　・適用する

※工事現場外に搬出し､適切に処理　　・図示

樹木の樹種､寸法､株立数及び刈込みものの適用

・適用する

※加圧式防腐処理丸太材を使用　　・図示

※幹巻き用ﾃｰﾌﾟ　　・わら　　・こも

支柱材の種類　　※丸太　　・図示

＜23.1.3＞

土壌改良材の種類　　※図示

植込み用土　　・客土　　・現場発生土の良質土

樹木の樹種､寸法､株立数及び刈込みものの数量

・ﾆｰﾄ工法　　・塗布工法

(仮称)上下水道庁舎建設工事

上下水道庁舎

　特記仕様書（６）
技
術
者

管
理 技

術
者

主
任

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの幅及び高さ　　・図示

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

2025年 8月 A- 08出
口

平
尾



（2024年8月改訂）

製作年月日

図面名称

工事名称

縮尺 図番

特記事項 課 係

長
長
課

担
当

長

担

当

明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

-

支柱 ＜23.3.3＞

・添え柱形　　・鳥居形　　・八ｯ掛け形　　・布掛け形

・ﾜｲﾔ掛け形　　・地下埋設形

新植樹木の枯れ補償期間 ＜23.3.4＞

・図示　　※引渡しの日から1年

移植樹木の枯損処置を行う期間 ＜23.3.6＞

・図示　　※引渡しの日から1年

４ 芝張り、吹付けは種 芝の種類　　※ｺｳﾗｲｼﾊﾞの類　　・ﾉｼﾊﾞの類 ＜23.4.2＞

　及び地被類 吹付けは種用種子の種類　　※洋芝類　　・図示 ＜23.4.2＞

吹付けは種用種子の量　　※図示 ＜23.4.2＞

地被類の種類､芽立数､径及び単位面積当たりの株数 ＜23.4.2＞

※図示

芝張りの工法 ＜23.4.3＞

※目地張り(平地)　　※べた張り(法面)　　・図示

枯損した芝及び地被類の処置 ＜23.4.7＞

※23.3.4に準ずる

５ 屋上緑化 土壌層の厚さ　　※図示 ＜23.5.2＞

排水層の種類 ＜23.5.3＞

・軽量骨材(層の厚さ　　　㎜)　・透水排水管　・板状成形品

土壌層の植込み用土の種類 ＜23.5.3＞

・人工軽量土　　※改良土

樹木､芝及び地被類の樹種又は種類､寸法､株立数並びに刈込みもの

の数量　　・図示 ＜23.5.3＞

見切り材､舗装材､排水孔､ﾏﾙﾁﾝｸﾞ材等　　※図示 ＜23.5.3＞

｢屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全

性を確かめるための構造計算の基準を定める件｣に基づく風圧力に対

応した工法　　・適用する ＜23.5.4＞

支柱の設置及び形式　　※図示 ＜23.5.4＞

かん水装置の設置及び種類　　※図示 ＜23.5.4＞

新植樹木の枯れ補償期間 ＜23.5.5＞

・図示　　※引渡しの日から1年

芝及び地被類の枯補償期間 ＜23.5.5＞

・図示　　※引渡しの日から1年

１ 一般事項
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体
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２ 共通事項

受注者は､解体工事に先立ち近隣住民に対して十分な説明を行うと共

に､苦情等が発生した場合には､誠意をもって対応すること｡

受注者は､誤って工事現場内に第三者が立ち入らないよう十分に注意

すること｡

解体工事に係る重機及び仮設材の搬出入については､監督職員と事前

に打合せを行うこと｡

決定すること｡

解体工事に先立ち､工事範囲外の建物(近隣も含む)及び監督職員が

指示するものについては､着工前に現況写真撮影等による事前調査を

行い､工事施工に起因して破損､汚染等が生じた場合は､原則として

受注者の責任において速やかに原状復旧を行うこと｡

地中埋設物(埋設管等を含む)の事前調査を行い､必要な諸手続きを

延滞なく行うとともに安全管理に万全の処置を講ずること｡なお､不

審な点があれば監督職員に報告の上､監督職員の指示に従うこと｡

設計図に記載の寸法と現地測量との間に大幅な差異がある場合は､監

督職員にその旨を報告の上､協議すること｡

解体工事に伴い発生する建設副産物の処分は､｢建築工事に係る資源

の再資源化等に関する法律｣のほか､関連法規に従い適正に搬出処分

を行うこと｡

建設副産物は中間処理を行い､再生利用､減量化等を図るよう努める

こと｡

塵埃防止として､場内に加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ付散水栓を設置し､適宜散水する

こと｡なお､上階散水が必要な場合は､揚水ﾎﾟﾝﾌﾟの使用も併せて考

慮すること｡

設計図書で定められた位置及び高さまで設置すること｡

枠組足場による防音ﾊﾟﾈﾙ(鋼製､ｱﾙﾐ製)又は防音ｼｰﾄを設置する場合は､

原則として､足場控えは建築物の柱･梁に堅固に緊結し､強風時の転倒

防止を図るとともに随時取り外しが可能になるよう配慮すること｡

全ての建設副産物は､処分地が指定する寸法以下に破砕し､受注者の

責任において所定の手続きの上､速やかに搬出処分すること｡

埋戻し及び整地の状態は､監督職員の指示に従うこと｡また､埋戻しには

良質土を使用し､ﾗﾝﾏｰ類で十分締め固めを行うこと｡なお､転圧はその

土質､使用機器等に応じ､締固めに適した含水状態で行うこと｡

建設副産物の搬出走行中は､積載物が落下しないよう十分な養生･保

護をするとともに､安全運転に留意すること｡

門､塀､池等の撤去に当たっては､個々にその規模､構造等を確認する

こと｡また､これらの撤去については､基礎部分を含めて完全に撤去

すること｡なお､これらを撤去することにより､隣接地に影響を及ぼす

可能性がある場合は､監督職員と協議すること｡

建設副産物の処分については､建設廃棄物等(変更)処理計画書により

速やかに場外搬出処分すること｡ただし､特定建設資材については､

再資源化施設に搬出すること｡

建設副産物は現場において分別し､処理･再生利用に応じた搬出処分

を基本とすること｡

なお､ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体解体前に､内部造作､既存備品､ｶﾞﾗｽ､ｱﾙﾐｻｯｼ枠等

を解体､分別､収集すること｡

地上部(上屋)の解体完了後､順次掘削しながら地中梁､基礎の解体

撤去を行うこと｡なお､近隣への振動等の影響を考慮の上､解体部分

の順序を計画すること｡

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の建築物の解体用重機は､油圧式圧搾機の性能をを有する

ものとし､解体は安全で能率的な作業方法により順次解体すること｡

なお､圧搾機の使用不可能な場所については､監督職員と打合せの上､

適切な機械(道具)を用いること｡

鉄骨､鉄筋の切断については､切断方法を含め監督職員と事前に十分

協議すること｡

解体撤去用の外部足場により発生する可能性がある電波障害について

十分配慮すること｡

排水施設の撤去については､経路等を調査の上､既存法面､周辺隣接地

に影響を及ぼさないよう撤去計画を立てること｡

会所及び排水管は全て掘り起こし､完全に撤去すること｡なお､既存排水

施設等との取合いがある場合は､適切に補修すること｡また､既存のまま

存置する会所､排水管､雨水側溝等は清掃し､排水機能を確保すること｡

特別管理産業廃棄物については､関係法令､都道府県の条例の厳守､

関係官公署への手続を速やかに行うとともに､適正に処理すること｡

原則として､樹木等の撤去は根株を含めて堀り起こし､場外搬出処分と

こと｡

すること｡また､移植する場合は､監督職員の指示する位置に移植する

県知事に届け出ること(明石市の所管課へ提出)｡

除却工事の施工者は､｢建築物除却届(建築基準法第15条第1項)｣を兵庫

(仮称)上下水道庁舎建設工事

上下水道庁舎

　特記仕様書（７）
技
術
者

管
理 技

術
者

主
任

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

2025年 8月

作業時間は原則として午前9時から午後5時までとし､土曜・日曜･祝日

は作業しないこととするが､詳細については関係各所と打合せの上､
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

雨水利用配管（ストレーナーまで）

雨水利用配管（ストレーナー以降）

煙突

煙突底部排水目皿・排水管

煙道接続用スリーブ

発電機室から煙突までの排気管

煙突

ユニット型浄化槽 ピット形の躯体・砂充てん

ユニット型浄化槽本体・配管・据付等

屋外オイルタンク タンク室の躯体・乾燥砂充てん

オイルタンク本体・配管・据付・マンホール等

配管トレンチ及びふた

その他 トラフ・ピット類（ふたを含む）

厨房排水溝

厨房グリース阻集器

オイルサービスタンクの防油堤

２重ピット及びトレンチのマンホールふた

チェーンブロック

機器搬入用フック・ビーム

点検口（天井・床下・壁）

排煙口等の天井仕上材

消火器ボックス

配線調査（X線探査含む）

駐車場ガソリントラップ（コンクリート造）

植栽及び客土

屋上緑化

雨水配管

ルーフドレン

くつ洗い流し部排水金物・排水管

表面仕上げ

湧水・汚水ピット，ＲＣ造各種水槽及び防水，

マンホール，タラップ等

くつふきマット，玄関マット，自動扉マット部
床排水金物（目皿共），排水管

項　　目 内　　　　容

桝・マンホール及び同ふた

桝・マンホールの化粧上ふたの表面仕上げ

雨水公設桝・マンホール

桝・マンホール・ハンドホールの化粧上ふたの

排水公設桝・マンホール

桝・マンホール・ハンドホール及び同ふた ○

避雷設備・同接地

避雷導体間の接続

屋外雨水排水

屋外雑排水及び屋外汚水排水

たてとい及び横引配管

雨水排水

雑排水，汚水排水，

電力・通信ハンドホール

工事区分表

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○

○ ○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔

S･SRC造のS･SRC梁の

RC造･RC部の梁･壁･床

の貫通孔・開口部

貫通孔・開口部の補強

スリーブ・型枠の穴埋め

貫通孔のスリーブ材及び取付け

補強を要する開口部の型枠材及び取付け

予備スリーブの穴埋め

使用されたスリーブの穴埋め

補強を要しない開口部の型枠材及び取付け

ALCパネル・ECP・PCパネルの床・壁開口及び補強

屋外・屋上設置の基礎

設備機器の基礎 屋内設置の基礎（建築設計図に記入あるもの）

屋内設置の基礎（設備設計図に記入のあるもの）

太陽電池アレイ用架台（支持金物）

屋内受水タンク用の基礎

機器取り付け用アンカー及び架台

軽微なもの
屋上設置基礎で押えコンクリートにアンカーしない

アンカー共Ｅ工事

屋外基礎は個別エアコン

基礎を除く

防火区画，防煙区画

防火区画，防煙区画

防火区画，防煙区画

昇降路の躯体

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

機械室の床配管ピット・蓋

昇降路内換気設備

昇降路内ピット防水・集水桝

各階出入口穴あけ・同補強

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

昇降機関連

機械室マシンビーム受け梁の設置

巻上機周囲のチェッカープレート敷

点検用タラップ

乗り場敷居受け

EV内監視カメラ及び監視カメラからEV制御盤までの

EV監視盤又は警報盤からEV制御盤までの制御

出入口扉，三方枠及び幕板

点検用コンセント，煙感知器

EV制御盤への動力・照明用電源・アース・防災信号

機械室の床開口(機器搬入口の仮枠，補強及び復旧)

昇降路がＳ造の時の出入口扉・三方枠及び幕板

の固定用鋼材

昇降路がＳ造の時の中間ビーム及びブラケット
受けピース

昇降路内にフックの取付

（フックを含む）

EV制御盤又は監視盤までの保守遠隔監視用

項　　目 内　　　　容

その他躯体に準ずるもの

・拡声設備（館内放送用）の配管・配線

配管・配線

EV制御盤から監視カメラ用の監視装置までの
配管・配線

（電話回線）及び緊急地震速報受信用の配管・配線

及びインターホンの配管・配線

電源・接地線

機械室照明設備

Ｓ・ＳＲＣ梁貫通孔の鋼管スリーブ材及び取付け

Ｓ・ＳＲＣ梁貫通孔の鋼管スリーブ材及び取付け

デッキプレートの貫通部切込み

支持柱他，昇降路内の鋼製部材一式

昇降路の中間ビーム･ブラケット･レールブラケット

ウエザーカバー，ベンドキャップ

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

開口部の墨出し

リブ天井仕上げ材の器具廻り取合い

可動間仕切 切り込み及び補強

位置ボックス

衛生器具類・機器類取付け用壁補強

外壁廻り

換気扇（取付枠共）

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

水廻り

湯沸器

製作浴槽

洗面化粧台

洗面カウンター（既製品以外）

洗面カウンター（既製品）

フィッティングボード

乳幼児用ベッド・イス

オストメイト用の汚物流し等

衛生陶器及び水栓類

各室廻り 家具組み込みの洗面器

フリｰアクセスフロアのコンセント

フリｰアクセスフロア床パネルの切り込み加工

つり戸棚，水切り棚，コンロ台

レンジフード（既製品），換気扇

同上，出入口壁取合い部枠

衛生器具ユニット及び

トイレパックの場合はＭ

切り込みはＡ

洗面器はＭ

軽量鉄骨天井・壁，

浴室ユニット，複合浴室ユニット，

シャワーユニット

項　　目 内　　　　容

吊りボルト，インサート

鏡（W600×H900）

鏡（W600×H900を越えるもの）

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用の
吊りボルト及びインサート

身障用手すり，背もたれ

下地補強を要するボードの切り込み及び下地補強

下地補強を要しないボードの切り込み

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

室内機と屋外機の渡り（連絡）配線

小便器用節水装置への電源供給

電気錠の本体・通電金物・扉内配線

防火・防煙シャッター及び二次側配線

防煙ダンパー本体

排煙口本体

排煙口連動制御器・煙感知器の取付け及び配線

排煙窓本体・自動開閉装置

排煙窓連動制御装置の感知器取付け及び配線

防煙たれ壁本体・駆動装置

防煙たれ壁連動制御装置の感知器取付け及び配線

自動扉本体・駆動装置・検出装置（センサー）

及びキースイッチ以降の配線

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強

及びドアクローザー・フロアヒンジ

電源，アースはＥ

電極棒はＭ

２次側

１次側

エアコン，湯沸器等

エアコン，全熱交換器等
機器と付属操作スイッチの位置ボックスと
その渡り配管

自家発用はＥ

電動シャッター操作ｽｲｯﾁ用位置ボックス及び配管

電動シャッター本体・操作ｽｲｯﾁ及びその間の配線

防火戸の連動制御器・煙感知器・自動閉鎖装置

・吸着板・ラッチ受座の取付け及び配線

マルチ形ACPの場合の

自動扉キースイッチ及びキースイッチまでの

電気錠等，

防煙ダンパー連動制御器・煙感知器の

取付け及び配線

防火・防煙シャッター連動制御器・煙感知器の

取付け・配線

項　　目 内　　　　容

自動扉，電動シャッター， 機器付属の制御盤以降の配管・配線（接地線共）

機器付属の制御盤への電源用配管・配線

自動制御と動力盤との電源用の渡り配管・配線

機器と付属操作スイッチの渡り配管・配線

小便器用節水装置の制御盤以降の配管・配線

注油口内アース端子よりのアース用配管・配線

ＡＣＰ屋外機と屋内機の渡り電源・信号
・アース用配管・配線

ポンプ及び電極棒用電源配管・配線

自動扉までの配管・配線・電源供給

配管・配線

電動シャッターまでの配管・配線・電源供給

電気錠の扉までの配管・配線及び

電気錠への電源供給

電気配管・配線

備　　考備　　考備　　考ＡＭＥ 備　　考ＥＶ ＥＶ ＥＶ ＥＶ別途別途別途別途

表中　Ａ：建築工事，　Ｅ：電気設備工事，　Ｍ：機械設備工事，　EV：エレベーター設備工事　を示す

ＡＭＥ ＡＭＥ ＡＭＥ

誘導標識 ○

○

○一槽式シンク

○汚物流し

防火衣洗濯機,防火衣乾燥機

震度観測施設整備

震度情報ネットワーク

消防指令システム

強震度観測装置

○
ソリューションズ㈱

NTTビジネス

機器・配線

機器・配線

環境整備

機器

配線(外部からMDF繋ぎこみ)

配線(MDFから各端末機器まで)

配線(アンテナから無線装置まで)

地域イントラネット

環境整備

機器(通信制御器・配下端末機器一式)

配線(外部からMDF繋ぎこみ)

配線(MDFから各端末機器まで)

○

○

NTT西日本

ソリューションズ㈱

NTTビジネス

新築予定地にある強震度観測装置の移設

洗面化粧台用衛星配管

洗濯流し

洗濯流し用衛星配管

浴室及び便所の床排水金物

○

○

○

○

○

屋外照明付き手摺

○

消火器 ○

消火器（発電機オイルタンク用）

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口

-
工事区分表

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

洗濯機、洗濯乾燥機 ○

システムキッチン ○

システムキッチン用衛生配管 ○

給水機 ○

○
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一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称)上下水道庁舎建設工事

上下水道庁舎
-

当初・変更・完成

明石市都市局住宅･建築室営繕課

当

担

長

当
担

課
長

長

係課特記事項

図番縮尺

工事名称

図面名称

製作年月日

（2024年8月改訂）

屋根・樋工事

ステンレス金物
排水金物等

グレーチング

天井・床点検口

ア ル ミ 笠 木

ＥＸＰ．Ｊカバー

塩化ビニル製樋

建具工事

金属工事

タイル工事 タイル

石工事 石

人 工 大 理 石

シ ー リ ン グ

・七王工業㈱　・日新工業㈱　・田島ルーフィング㈱　・東亜工業㈱　・昭石化工㈱　・㈱ＡＲセンター防水工事

塩化ビニル樹脂系

ルーフィングシート

ルーフィングシート

加硫ゴム系
ルー

フ
ィ
ン
グ

合
成
高
分
子

名称・品名 会 社 名

　建築工事メーカーリスト

名称・品名 会 社 名

塗装工事 一 般 塗 装 ・関西ペイント㈱　・日本ペイント㈱　・大日本塗料㈱　・ロックペイント㈱　・㈱トウペ　・大同塗料㈱　・神東塗料㈱　・大谷塗料㈱

吹 付 塗 装

内外装工事

・保土谷建材㈱　・ニッタ化工品㈱　・三ツ星ベルト㈱　・AGCポリマー建材㈱ウレタンゴム系

ケイ酸質系 及び
・大関化学工業㈱　・昭和電工建材㈱　・大日化成㈱　・ユニオン建材工業㈱

改質アスファルトシート

・三ッ星ベルト㈱　・シバタ工業㈱　・田島ルーフィング㈱　・日新工業㈱　・ニッタ化工品㈱　・アサヒゴム㈱ 　

・アーキヤマデ㈱　・ロンシール工業㈱　・田島ルーフィング㈱　・日新工業㈱　・早川ゴム㈱

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系･EVA系

アスファルト 及び

・成瀬化学工業　・日新工業㈱　・田島ルーフィング㈱ ・東亜工業㈱ ・㈱ウォータイト

・コニシ㈱　・セメダイン㈱　・サンスター技研㈱　・日本シーカ㈱　・横浜ゴム㈱

※各防水種別でリストになくても、メインとなる防水工法のメーカーにその種別の防水の取り扱いがあれば使用可とする。

・関ヶ原石材㈱　・矢橋大理石㈱　・神戸大理石工業㈱　・㈱池西石材

・㈱アドヴァン　・㈱エービーシー商会　・アイカ工業㈱　・㈱シブタニ

シ ン グ ル

金 属 板

・田島ルーフィング㈱　 ・日新工業㈱

木工事 ・兵庫県木材業協同組合連合会（兵庫県木連県産木材供給部会）会員メーカーによる 。兵 庫 県 産 木 材

・ケイミュー㈱ 　・三菱ケミカルインフラテック㈱　 ・タキロンシーアイ㈱ 　・積水化学工業㈱

・㈱エービーシー商会　・理研軽金属工業㈱　・三協立山㈱　・㈱パラキャップ社　・カネソウ㈱

・ナカ工業㈱　・理研軽金属工業㈱　・㈱ダイケン

・カネソウ㈱　・㈱ニムラ　・福西鋳物㈱　・㈱中部コーポレーション

・菊水化学工業㈱ ・エスケー化研㈱ ・ＡＧＣコーテック㈱　・関西ペイント㈱ ・日本ペイント㈱

建築金物

・㈱ＬＩＸＩＬ　・㈱ダントー　・ＫＹタイル㈱　・ＴＯＴＯ㈱　・ニッタイ工業㈱

・ＪＦＥ鋼板㈱　・㈱淀川製鋼所　・日鉄住金鋼板㈱　・元旦ビューティー工業㈱　・三晃金属工業㈱

ゴムアスファルト系

ユニット及び

　その他の工事

流 し 台

シャワーユニット

教育施設用家具 ・㈱西尾家具工芸社 ・㈱内田洋行

ブ ラ イ ン ド ・立川ブラインド工業㈱ ・㈱ニチベイ ・トーソー㈱

舞　台　装　置 ・㈱博電舎 ・㈱シネマ工房 ・㈱オーエス ・日本スクリーン㈱

・㈱スミノエ ・アスワン㈱ ・㈱川島織物セルコン ・㈱シンコール　・東リ㈱ ・㈱サンゲツ

・ナスラック㈱ ・㈱ＬＩＸＩＬ ・タカラスタンダード㈱ 　・㈱トーヨーキッチンスタイル

塗
膜
防
水(

塗
布)

・杉田エース㈱　・㈱ナスタ　・㈱ダイケン　・神栄ホームクリエイト㈱(旧新協和)　・㈱アシスト

・ナカ工業㈱　・ワイエム工業㈱　・ケージーパルテック㈱　・㈱シンドウ工業(手摺･ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟ)

(見切金物等)

オーバーヘッドドア

シ ャ ッ タ ー
・文化シャッター㈱ ・三和シャッター工業㈱ ・東洋シャッター㈱ ・金剛産業㈱

トイレブース

スライディングウォール

ハンガードア

鍵

自動ドア開閉駆動装置

ガラスブロック

ガ ラ ス

・㈱ゴール　・美和ロック㈱

・ナブテスコ㈱ ・扶桑電気工業㈱

・文化シャッター㈱ ・三和シャッター工業㈱ ・㈱くろがね工作所 ・小松ウォール工業㈱ ・コマニー㈱

・㈱ニチベイ ・立川ブラインド工業㈱ ・コマニー㈱ ・小松ウォール工業㈱

・コマニー㈱ ・小松ウォール工業㈱ ・信越ファインテック㈱　・三和シャッター工業㈱　・文化シャッター㈱

・ＡＧＣ㈱ ・セントラル硝子㈱ ・日本板硝子㈱

・日本電気硝子㈱（電気硝子建材㈱）

防 煙 垂 壁

・コマニー㈱ ・文化シャッター㈱ ・三和シャッター工業㈱　・小松ウォール工業㈱

・ＡＧＣ㈱ ・セントラル硝子㈱ ・日本板硝子㈱ ・㈱ミヨシ ・三和シャッター工業㈱　・文化シャッター㈱　　

スクールパーテーション

（鋼製軽量建具）

・神東塗料㈱ ・大日本塗料㈱　・㈱ハマキャスト(天然石調)

ビニル床タイル

ビニル床シート

カ ー ペ ッ ト

フローリング

ク ロ ス

岩 綿 吸 音 板

メラミン不燃化粧板(抗菌)

・東リ㈱ ・田島ルーフィング㈱ ・ロンシール工業㈱ ・㈱エービーシー商会　・㈱サンゲツ

・東リ㈱ ・田島ルーフィング㈱ ・ロンシール工業㈱ ・㈱サンゲツ　・㈱スミノエ ・アスワン㈱

・東リ㈱ ・田島ルーフィング㈱ ・ロンシール工業㈱ ・㈱エービーシー商会 ・タキロンシーアイ㈱　・㈱サンゲツ

・大建工業㈱ ・朝日ウッドテック㈱ ・㈱ウッドワン　・天龍木材㈱　・永大産業㈱　　※県産木材の指定があれば木工事の項による。

・リリカラ㈱ ・㈱サンゲツ ・㈱シンコール ・東リ㈱ ・㈱スミノエ

・大建工業㈱ ・東洋テックス㈱　・吉野石膏㈱

・アイカ工業㈱ ・イビケン㈱　・日本デコラックス㈱

※建築工事の使用材料及び施工については、本メーカーリストの中より選択することを原則とし、記載がないものについては､監督員の承諾を得るものとする。（参考：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修･社団法人｢公共建築協会｣発行　建築材料等評価名簿）

カ ー テ ン・舞 台 幕

・フジタス工業㈱ ・㈱丸橋鉄工(代理店㈱カンサイ) ・セノー㈱

体育器具 ・セノー㈱ ・㈱小川長春館 ・㈱ニシオカ ・日本体器㈱

屋外附帯工事 フ ェ ン ス

防 球 ネ ッ ト

外壁改修工事

・ＪＦＥ建材㈱ ・朝日スチール工業㈱ ・日鉄建材㈱

ピンネット工法【施工】

外壁改修【施工】

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有塗材等

　　　　除去工法【施工】

・コニシ㈱ (ﾎﾞﾝﾄﾞｶｰﾎﾞﾋﾟﾝﾈｯﾄ） ・㈱リノテック（ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ) ・全日本外壁ﾋﾟﾝﾈｯﾄ工事業協同組合（ﾀｹﾓﾙﾋﾟﾝﾈｯﾄ)　　※第三者賠償責任保険付

屋内運動場椅子収納台車

・ダイオーテック㈱ (ﾊﾞｷｭｰﾑﾌﾞﾗｽﾄ） ・㈱マルホウ（ｳｫｰﾀｰｸﾘｰﾝ) ・㈱アシレ（ﾊﾞｷｭｰﾑｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ)　　※集塵装置付除去工法

・ＴＯＴＯ㈱ ・㈱ＬＩＸＩＬ ・パナソニック㈱ ・日ポリ化工㈱

・㈱コンステック ・菊水化学工業㈱ ・ショーボンド建設㈱ 　・大成工材㈱　・㈱伏見工業

・㈱センターコード・塚本商事機械㈱ ・朝日スチール工業㈱　・㈱アスノ　

令和6年(2024年)9月改訂
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38,736.58

1,980.16

工事名称

設計概要表

国道175号線

式場棟

あかし斎場旅立ちの丘市立東部学校

給食センター

申請地

付近見取図 S=1/1500

(仮称)上下水道庁舎建設工事

明石市大道町１丁目１１－１

明石川浄水場

担
当
課
長

係 担課　 特 記 事 項 工 事 名 称
製作年月日 (仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

長 当長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

管
理

主
任

担
当

担
当平

尾
出
口

技
術
者

技
術
者

技
術
者

技
術
者

図 面 名 称 縮 尺
2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

図 番上下水道庁舎

設計概要表、付近見取図

A1:1/1500

A3:1/3000
A-12

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

0

東側：5.6ｍ

ＲＣ

都市計画区域内

㎡

敷地面積 建蔽率 容積率 備考

建築場所

敷地面積

用途地域

建蔽率

申請に係わる建築物の数

最高高さ

階数

構造

規制の有無

道路斜線

隣地斜線

壁面後退による緩和採用の有無

合計

％

％

地上

（

ｍ

）

軒高

階

（

地下

ｍ

申請部分

同一敷地内の他の建築物の数

ｍ

階

時 間

㎡

㎡

ｍ 時間）

申請以外の部分

設計建蔽率

設計容積率

％

％

工事種別

容積率

建築物の数

建築物の高さ等

日影規制

高さ制限

建築面積

床面積

許容建築面積

許容延床面積

造 地業

有 31+(1/2.5)m

測定面の高さ ｍ

1/1.5 (適用距離20m)

階

用途地域

有

市街化区域

200

200.00

2階

1階

無

防火地域

前面道路

建基法別表１区分

区分

消防法防火対象物用途区分

道路幅員

主要用途

用途区分

その他地域

法第22条区域

接道長さ

収容人員 1階 人 2階 人

準工業地域 60㎡

南側：6.2ｍ

76

60.00

杭基礎

有

㎡ ㎡ ㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

申請部分（㎡） 申請以外の部分（㎡）

914.06

55.98

合計（㎡）

(15)項

5 5 10 3 4.0

19,368.29

19,368.29

124

地名地番：兵庫県明石市大道町1丁目211-3、211-69、211-90、212-5 住居表示：兵庫県明石市大道町1丁目11-1

08320上水道施設

3階

14.45 13.75

3

特別用途地区　４種高度地区　大道町地区地区計画　宅地造成規制区域

北側：11.0ｍ 西側：17.0ｍ

増築

3 16

造Ｓ一部

42.21

18.21

5.41

合計①延べ床面積

容積対象の延べ床面積 ② 昇降路部分

③

④

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡ ㎡ ㎡⑤

14.06 14.060

42.21

18.21

5.41

42.21

18.21

5.41駐輪場

ﾊﾞｲｸ置場

駐輪場

＋ﾊﾞｲｸ置場
0

0

0

既存建物面積一覧表による

駐輪場

ﾊﾞｲｸ置場

駐輪場

＋ﾊﾞｲｸ置場

107.66m

1,024.42

庁舎

25.42

38.71

4,922.79 3,898.37

5,709.98

944.29

7,690.14

㎡ ㎡ ㎡

㎡

㎡ ㎡ ㎡

駐車場

自家発電機室 70.00 70.00

既存建物面積一覧表により

既存建物面積一覧表により

31.24 31.24

7,497.08

㎡ ㎡ ㎡ﾊﾞｲｸ置場 0⑥

⑦

⑧

①-(②+③+④+⑤+⑥+⑦+⑧)

11.93 11.93

11,620.97

準工業地域

第１種中高層住居専用地域



駐車場(屋根付)

駐車場(屋根付)

DN

国
道

1
7

5
号

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

高度処理棟

急
速

ろ
過

池

沈殿池

オゾン接触槽

沈殿池

緩
速

攪
は

ん
池

ポンプ室

U
P

U
P

駐車場

駐車場

緩速攪はん池機械室

管 理 棟

至
三

木

至
明

石

UP

UP

UP

UP UP

U
P

UP

緩速攪はん池機械室

配 水 池

送水ポンプ棟

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

資材管理棟

△
道

路
境

界
線

△ 道 路 境 界 線△ 道 路 境 界 線

△ 道 路 境 界 線

△ 道 路 境 界 線

UP

駐 車 場
4台

駐 車 場
1台

駐 車 場
3台

9台
駐車場

濃 縮 槽

排 水 池

排水処理棟

次亜タンク室

配
管

廊

導水ﾎﾟﾝﾌﾟ室

Ｎ

建 築 面 積 ： 484.65㎡

延 べ 面 積 ： 711.02㎡

建 築 面 積 ： 533.80㎡

延 べ 面 積 ： 1067.60㎡

屋 根 付 き
駐 車 場

2台

建 築 面 積 ： 17.49㎡

延 べ 面 積 ： 17.49㎡

建 築 面 積 ： 49.00㎡

延 べ 面 積 ： 98.00㎡

着水井

薬注室

倉庫棟

建 築 面 積 ： 69.00㎡

延 べ 面 積 ： 129.00㎡

建 築 面 積 ： 859.85㎡

延 べ 面 積 ： 295.75㎡

建 築 面 積 ： 144.13㎡

延 べ 面 積 ： 144.13㎡

建 築 面 積 ： 145.55㎡

延 べ 面 積 ： 145.55㎡

建 築 面 積 ： 18.76㎡

延 べ 面 積 ： 18.76㎡

建 築 面 積 ： 320.23㎡

延 べ 面 積 ： 634.17㎡

建 築 面 積 ： 199.60㎡

延 べ 面 積 ： 399.20㎡

建 築 面 積 ： 338.94㎡

延 べ 面 積 ： 431.43㎡

建 築 面 積 ： 583.46㎡

延 べ 面 積 ： 1571.78㎡

△ 道 路 境 界 線

△ 道 路 境 界 線
△ 道 路 境 界 線

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口 現況配置図

A1:1/300

A3:1/600

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

解体建物を示す
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（ 道 路 幅 員 ）

5,600

市 道

(法 42条 1項 1号 道 路 )

雨 水 桝 天 端

-70

-60

+70
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-20
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凡　 例

設計GL②からの高さを示す

緑地を示す
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延 べ 面 積 ： 626.32㎡

水道サービスセンター
Ｒ Ｃ 造 、 ２ 階 建 て

DN
駐車場 2台

建 築 面 積 ： 21.05㎡

延 べ 面 積 ： 31.24㎡
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凡　 例

設計GL②からの高さを示す

新設緑地を示す

計画建物を示す
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管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

　特記事項 工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

2025年 8月

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課 A1:1/300

A3:1/600
平
尾

出
口 配置図

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
A-14
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　特記事項 係

長

工事名称

図面名称

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 8月平

尾
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口 A3:1/200､400

A1:1/100､200縮尺
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C-C断面図　　S=1/100

B-B断面図　　S=1/100

A-A断面図　　S=1/200

▽設計GL② (TP+4.57)

(TP+5.83)△設計GL①

▽浸水想定ﾚﾍﾞﾙ (TP+5.92)（設計GL① +90）

（設計GL② +1260）

(TP+5.83)△設計GL①
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（設計GL② +1260）
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　特記事項 係

長
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図面名称 縮尺
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図番
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1 36.11 4.08 147.3288 73.66440

2 71.89 25.21 1,812.3469 906.17345

3 76.91 61.28 4,713.0448 2,356.52240

4 76.91 27.80 2,138.0980 1,069.04900

5 72.85 12.16 885.8560 442.92800

6 9.02 0.33 2.9766 1.48830

7 43.14 7.37 317.9418 158.97090

8 73.88 7.68 567.3984 283.69920

9 38.66 16.45 635.9570 317.97850

10 112.33 15.58 1,750.1014 875.05070

11 35.77 1.10 39.3470 19.67350

12 72.93 28.18 2,055.1674 1,027.58370

13 112.33 60.67 6,815.0611 3,407.53055

14 97.23 21.43 2,083.6389 1,041.81945

15 49.16 16.30 801.3080 400.65400

16 31.02 16.11 499.7322 249.86610

17 58.30 2.91 169.6530 84.82650

18 60.20 17.74 1,067.9480 533.97400

19 63.43 22.70 1,439.8610 719.93050

20 65.11 12.71 827.5481 413.77405

21 66.73 2.69 179.5037 89.75185

22 81.95 33.07 2,710.0865 1,355.04325

23 92.75 31.37 2,909.5675 1,454.78375

24 14.17 0.52 7.3684 3.68420

25 40.86 5.27 215.3322 107.66610

26 38.04 6.02 229.0008 114.50040

27 48.99 14.87 728.4813 364.24065

28 36.02 1.18 42.5036 21.25180
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1.350 2.845

2.635

3.841

23.954 23.95

2.720 2.400

4.520 1.550

4.870 2.845

6.528

7.006

13.855

27.389 27.39

18.30

１階 × ＝風除室 ２階 水道エリア2.675 6.840 18.297

→ 18.297

お客様センター

ホール

台帳閲覧コーナー

＝×

/MAP端末ルーム

→

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

35

36

37

38

39

→

3.750 5.565

17.325 11.955

20.850 10.150

6.825 6.825

207.120

211.628

46.581

20.869

20.869 20.87

× ＝40

→

6.825 3.325 22.693

22.693 22.69

× ＝会議室(1) 41 4.350 6.795 29.558

→29.558 29.56

会議室(2) × ＝6.795

→

42 4.770 32.412

32.412 32.41

倉庫(4) × ＝43

→

× ＝44

1.725 2.985

0.900 0.870

5.149

0.783

5.932 5.93

倉庫(5) × ＝2.625 2.725 7.153

3.750 9.375 35.156

500.485 500.49

→

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

→

× ＝

× ＝

＝×

→

女子便所

多機能便所

→347.327 347.33

× ＝

× ＝

× ＝

下水道エリア 7

8

9

→

× ＝10

4.380 9.675

10.700 11.955

9.500 6.795

8.875 10.150

42.377

127.919

64.553

90.081

324.930 324.93

× ＝倉庫(1) 11 3.370 3.750 12.638

→12.638 12.64

倉庫(2) 12 3.370 5.925 19.967

→19.967 19.97

倉庫(3) 13 5.095 1.690 8.611

8.611 8.61

男子更衣室 14

→

4.005 6.795 27.214

27.214 27.21

女子更衣室 × ＝

→

6.79515 2.920 19.841

19.841 19.84

更衣室(1) 16

× ＝

→

17

3.130 3.600

2.570 1.650

11.268

4.240

15.508 15.51

更衣室(2) × ＝

→

18 5.700 3.195 18.212

18.212 18.21

男子便所 × ＝19

→

× ＝20

21

22

23

× ＝

→

24

湯沸室(1)

2.950

4.280 3.845

1.300 3.845

2.720 6.795

1.000

2.600 2.950

16.457

4.999

18.482

7.670

7.670 7.67

湯沸室(2)

× ＝

→

25 2.570 1.950 5.012

5.012 5.01

× ＝

→

26 1.950 3.845 7.498

7.498 7.50

倉庫(6)

廊下

× ＝

→

1.95027 1.320 2.574

2.574 2.57

× ＝28 8.875 1.805 16.019

16.019 16.02

PS

→

× ＝29 1.950 1.630 3.179

3.179 3.18

EPS

PS

→

× ＝30 1.000

→

× ＝31 2.950

EV

→

× ＝32 2.580 2.725 7.031

7.031 7.03

× ＝2.725

→

× ＝

33

34

1.655

5.095 2.120

4.510

10.801

15.311 15.31

4.395 4.395

27.876 27.88

2.400 2.400

2.400 2.40

× ＝

＝×

× ＝

× ＝

2

3

4

5

9.675

5.095

4.235 6.350

6.045 6.795

× ＝6 19.845 2.280

5.265 26.825

26.892

41.076

45.247

× ＝9.675

0

1

15.050 145.609

6.375  61.678

工事日報

1.150 3.393

3.393 3.39

1.830 5.399

21.856 21.86

× ＝1.000 1.055 1.055

8.208 8.21

階段室

45

ア

× ＝1.000 1.055 1.055ア

21.192 21.19

管理者室（間仕切取止）

水道エリアとする。

※ 40 の×部分の間仕切りを取止め、水道エリアとする。

　以後の図面で訂正されていない「管理者室」は「水道エリア」と読み替える。
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図 面 名 称 縮 尺
2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

図 番上下水道庁舎

ALVS表（１）
- A-21

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

1436-4-ﾍ(2)

※ＰＳ、ＥＰＳの排煙については告示1436-4-ﾍ(2)を適用するものとする

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

1.350 0.760 1.026

1.026

排煙率

排 煙 計 算

開口係数ＨＷ
判 定

(分母)

開 口 部

箇所 有効面積
必要面積 建具符号

換 気 計 算

開口係数ＨＷ

換気率

採 光 計 算

判 定
(分母)

開 口 部

箇所 有効面積
必要面積 建具符号判 定

(分母)

採光率 開 口 部

箇所 有効面積ＨＷ採光補正
必要面積 建具符号

面 積室 名階

採光・換気・排煙検討

合計

合計

判定有効面積箇所開口係数ＨＷ建具符号

開 口 部
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開口率
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床面積階

合計

消　防　法　無　窓　階　計　算
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一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

排煙率
排 煙 計 算

開口係数ＨＷ
判 定

(分母)
開 口 部

箇所 有効面積
必要面積 建具符号

換 気 計 算

開口係数ＨＷ
換気率

採 光 計 算

判 定
(分母)

開 口 部
箇所 有効面積

必要面積 建具符号判 定
(分母)
採光率 開 口 部

箇所 有効面積ＨＷ採光補正
必要面積 建具符号

面 積室 名階

採光・換気・排煙検討

SD-1 1.01.350 0.760 1.026

1.026

1

工事日報

8.208

8.21 0.164

23.954

23.95

27.389

27.39

0.479

0.548

10 12.549

37.045

10 37.646

111.144

0.670

0.670

21.192

21.19 0.424

管理者室（間仕切り取止め）

⇒水道エリア
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せっこうボード張りにおいて塗装仕上げの部分は継ぎ目処理工法(ベベルエッジ）とする。

内装材､接着剤､家具､建具材は全て､ノンアスベスト品、F☆☆☆☆材とする｡

天井点検口はGB-D仕上げは額縁タイプ、DR仕上げは目地タイプとする。

屋根外断熱工法の断熱材は、フェノールフォーム断熱材 1種2号t=25とする。

メラミン化粧板仕上げ部分のジョイント部はシーリング納めとする。

メラミン化粧板は不燃、抗菌性とする。

外壁（内側）はフェノールフォーム断熱材 1種2号t=25 打込みとする｡

ロックウール吹付t=25は、かさ比重0.28以上とする。 不燃  NM-2183ﾒﾗﾐﾝ化粧板

準不燃  QM-05249.5

準不燃　QM-9706耐火野地板

複層ビニル床シートFS

6.0,8.0 不燃  NM-3522

DR 9.0 不燃  NM-8599

FK

FK-D 不燃  NM-4227

セルフレベリングSL

S 鉄骨

RW 充填 不燃　NM-3452

不燃　NM-8601RW 吹付

不燃　NM-8585

GB-NC

EP-GGB-R

GB-D

12.5

9.5GB-H

12.5GB-F 不燃  NM-8615

不燃  NM-8619

21.0

不燃  NM-9645

不燃  NM-18649.5

M

RC コンクリート

モルタル

不燃  NM-8615

ビニル巾木VH

シージングせっこうボードGB-S

強化せっこうボード

化粧せっこうボード

せっこうボード

普通硬質せっこうボード

GB-D

GB-NC

GB-F

GB-H

GB-R

LGS 軽量鉄骨下地 ロックウールRW

ビニルクロスVC

グラスウールGW

DR ロックウール化粧吸音板

FK

FK-D

繊維混入ケイ酸カルシウム板

化粧繊維混入ケイ酸カルシウム板

ビニル床シートVS

ビニル床タイルVT

EP

鋼製パーテーションSPT

OA(H**)

SOP 合成樹脂調合ぺイント

DP 耐候性塗料

複層塗材E

EP-G

合成樹脂エマルションペイント

合成エマルション系複層仕上塗材

OAフロア(**は仕上げまでの高さを示す)

つや有合成樹脂エマルションペイント

TC タイルカーペット

不燃積層せっこうボード（化粧） PF フェノールフォーム断熱材

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系低汚染左官仕上げ材及びｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系低汚染吹付仕上げ材は

(左官仕上:ｻﾝﾀﾌｪ、吹付仕上:SHｸｼ引き)

風除室の磁器質300角ﾀｲﾙ張は㈱ダントー グラニオンＧＣ 294×294 t12同等品以上とする。

ポーチの磁器質300角ﾀｲﾙ張は㈱ダントー グラニオンＧＣ 294×294 t12同等品以上とする。

お客様センターのタイルカーペットは㈱サンゲツ NT700S同等品以上とする。

各階の男子便所、女子便所のＳＫ内にモップ掛けを各３ヶ所設置とする。

ピクチャーレールはタチカワブラインド㈱ VP-20A VPフック30(天井付け)同等品以上とする。

モップ掛けはスガツネ工業㈱ ステンレスフックZL-2104-16同等品以上とする。

ガルバリウム鋼板はフッ素アルミ亜鉛合金めっき鋼板とする。

(株)フッコ―の高耐候性・低汚染タイプ壁面仕上材 マヂックコートフレックス同等品以上とする。

スロープのﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器質100角ﾀｲﾙは㈱ダントー クイーンフロアー 92×92 t8同等品以上とする。メラミン化粧板仕上げ部分の見切り、出隅、入隅はアルミ製ジョイナーを設けるものとする。

各内装仕上材については、監督員及び施設主管課(水道工務課)の承諾を得た上で着手すること。

本建物に火気使用室は無い。

建築基準法第28条の2の1項及び2項に適合する建築材料を使用すること。

RW 吹付 不燃　NM-8601木製ルーバーは吉田製材(株)「むくふねん」4SJL-M10540同等品以上とする。

準不燃　QM-0236木製ルーバー

特記事項 認定番号仕上凡例

屋外階段

廊下(1)、(2)

湯沸室(3)

ポーチ

スロープ

外 部 仕 上 表

部位・部材

屋根

部位・部材 部位・部材 部位・部材 仕上仕上仕上仕上

階 室名

内 部 仕 上 表

高さ

巾木

仕上 下地下地 仕上

床
階 室名

高さ 下地

天井
廻縁

天井高
備考

仕上

巾木

仕上 下地下地 仕上

床

お客様センター

ホール

下水道エリア

風除室

倉庫(1)

男子更衣室

女子更衣室

男子便所

女子便所

多機能便所

倉庫(2)

倉庫(3)

更衣室(1)

更衣室(2)

湯沸室(1)

水道エリア

廊下

湯沸室(2)

会議室(1)

会議室(2)

男子更衣室

女子更衣室

EVシャフト

階段室

PS

男子便所

女子便所

多機能便所

台帳閲覧コーナー

/MAP端末ルーム

樋根廻り

外壁１

外壁２

外壁３

軒裏

パラペット

倉庫(5)

倉庫(4)

(男子・女子)

脱衣室

(男子・女子)

シャワールーム

EPS

休養室(男子・女子)

倉庫(6)

ユニットシャワー

(男子・女子)

下地 下地

壁(内壁側)

仕上 仕上下地
廻縁

天井高仕上

壁(外壁側) 壁(内壁側)

仕上 仕上

天井
備考

壁(外壁側)

工事日報

ルーフドレン

玄関屋根

(1階スロープ)

屋根

庇

(3階デッキ)

管理者室（間仕切取止）

水道エリアとする。

2,700

手動式ｽｸﾘｰﾝ(100ｲﾝﾁ)ﾎﾞｯｸｽ共(既製品)

GB-R t12.5+GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0 GW t75充填

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VCVH60

(打込断熱工法)

VH60

VS t2.0(防滑性)

床：ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器質300角ﾀｲﾙ貼り

手摺：ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ 40φ HL

　　　　ｱﾙﾐ笠木（既製品）　防水端部：ｱﾙﾐ金物押え

一部縁甲板t13

1

OA

(H100)

(H100)

OA

60

60

60

60

VH

VH

VH

VH

60 SUS RC

60 VH

60 VH

60 VH

-

2 OA

(H100)

OA

(H100)

60

60

60

VH

VH

VH

60 VH

共通

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

磁器質300角ﾀｲﾙ張M

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

--

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

-

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

(打込断熱工法)

(打込断熱工法)

--

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

OA

(H100)

OA

(H100)

OA

(H100)

60

60

60

VH

VH

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

(打込断熱工法)

(打込断熱工法)

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

RC

60 VH GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

乾式二重床の上 畳寄せ-

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上RC - -RC- -

RC - -- - -ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(B種)RC

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上

VH 2,700

RC - -- - -

PF t25 GB-R t12.5+EP-G

LGS

LGS 塩ﾋﾞM

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(B種)RC

樹脂手摺（ブラケット共）

(打込断熱工法)

(打込断熱工法)

--

- 雑巾摺乾式二重床の上

排水溝：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え（溶接金網2.6φ×50×50）

立上り：乾式工法（中空押出ｾﾒﾝﾄ板t=15）

（誘発目地・伸縮目地@2,500、打継目地）

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

機械基礎、ﾊﾄ小屋

VS t2.0(超防汚性)

VS t2.0(超防汚性)

VS t2.0(超防汚性)

床仕上巻上

ｱﾙﾐ見切

床仕上巻上

ｱﾙﾐ見切

床仕上巻上

ｱﾙﾐ見切

GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-R t12.5+VC

(打込断熱工法)

100

100

100

100 床仕上巻上

ｱﾙﾐ見切

100 床仕上巻上

ｱﾙﾐ見切

100 床仕上巻上

ｱﾙﾐ見切

VS t2.0(超防汚性)

VS t2.0(超防汚性)

VS t2.0(超防汚性)

GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え(水勾配1/100以上)の上 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 外断熱工法t=25

押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80 伸縮目地 W=25 ＠≒2500 ﾀﾃﾖｺ（溶接金網φ6×100×100）

（誘発目地・伸縮目地@2,500、打継目地）

（誘発目地・伸縮目地@2,500、打継目地）

（誘発目地・伸縮目地@2,500、打継目地）

（誘発目地・伸縮目地@2,500、打継目地）

60 VH --

60 VH

60 VH

(打込断熱工法)

GB-S t12.5+EP-G

--

（幅広）

RC ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(B種)

PF t25 PF 現し

(打込断熱工法)

VS t2.0(防滑性)

　　段鼻ﾀｲﾙ、誘導ﾌﾞﾛｯｸ

床：ﾓﾙﾀﾙ下地　ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器質100角ﾀｲﾙ貼り

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

LGS

PF t25

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ ｺﾞﾑﾀｲﾔｴﾝﾄﾞ付き

TC t6.5(裏糊付)

GB-NC t9.5

耐水合板t9+置畳t30

　　誘導ﾌﾞﾛｯｸ

--FRP- LGS 化粧鋼板(ﾕﾆｯﾄ内)

PF t25

LGS

RC(柱)

LGS

LGS

RC(柱)

LGS

LGS

LGS

RC(柱)

RC(柱)

RC(柱)

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

RC(柱)

RC(柱)

RC(柱)

RC(柱)

RC(柱)

LGS

RC(柱)

LGS

RC

RC(柱)

RC(柱)

RC(柱)

LGS

RC(柱)

LGS

RC(柱)

LGS

RC(柱)

RC(柱)

LGS

RC(柱)

LGS

RC(柱)

LGS

RC(柱)

RC(柱)

LGS

LGS

LGS

LGS

RC(柱)

LGS

LGS

LGS

RC(柱)

RC(柱)

RC(柱)

RC(柱)

LGS

RC(柱)

LGS

RC(柱)

LGS

RC(柱)

RC(柱)

LGS

RC(柱)

RC

RC

LGS

RC

RC

RC(柱)

LGS

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(B種)+EP-G

GB-R t12.5(GL工法)+EP-G

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(B種)

GB-R t12.5 素地現し

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(B種)

GB-R t12.5 素地現し

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上

GB-S t12.5(GL工法)+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5(GL工法)+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5(GL工法)+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5(GL工法)+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5(GL工法)+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5(GL工法)+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-S t12.5(GL工法)+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

SPT　GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

SPT　GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-R t12.5(GL工法)+VC

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

GB-S t12.5(GL工法)+EP-G

GB-S t12.5(GL工法)+EP-G

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC GW t75充填

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC GW t75充填

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC GW t75充填

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC GW t75充填

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC GW t75充填

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC GW t75充填

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC GW t75充填

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC GW t75充填

GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC GW t75充填

GB-R t12.5(GL工法)+VC

化粧鋼板(ﾕﾆｯﾄ内)

GB-S t12.5

GB-R t12.5+GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0 GW t75充填

 (一部 GB-R t12.5+GB-S t12.5+GW t75充填)

GB-R t12.5+GB-S t12.5+EP-G GW t75充填

GB-R t12.5+GB-S t12.5+EP-G GW t75充填

GB-R t12.5+GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0 GW t75充填

GB-R t12.5+GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0 GW t75充填

GB-R t12.5+GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0 GW t75充填

GB-R t12.5+GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0 GW t75充填

GB-R t12.5+GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0 GW t75充填

消火器、消火器BOX塩ﾋﾞ2,700LGS

塩ﾋﾞ2,500LGS

鏡、手すり、ライニング

LGS

LGS

LGS

LGS

3,100

3,100

LGS 3,100

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

LGS

LGS

LGS

2,700

2,700

LGS 2,500

2,700

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

LGS

LGS

LGS

2,700

2,700

2,700

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

LGS

LGS

LGS

LGS 2,500 塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

鏡、手すり、汚垂石、ライニング

鏡、手すり、ライニング

LGS

LGS

LGS

2,500

2,500

2,500

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

鏡、手すり、汚垂石、ライニング

鏡、手すり、ライニング

鏡、手すり、ライニング

消火器、消火器BOX

LGS 2,500 塩ﾋﾞ

LGS 塩ﾋﾞ

LGS 2,500 塩ﾋﾞ 洗面カウンター（女子のみ）

洗面カウンター

間仕切ブース

3,100

3,100

2,500

2,500

GB-R t12.5+GB-R t12.5+EP

GB-R t12.5+GB-R t12.5+EP

2,510

GB-R t12.5 + DR t15

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-R t12.5 + DR t15

GB-R t12.5 + DR t15

GB-R t12.5 + DR t15

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

GB-NC t9.5

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

床下点検口

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ、ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

ブラインド、ブラインドボックス

流し台、吊戸棚、ライニング

流し台、吊戸棚、ライニング

GB-NC t9.5LGS

RC ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(B種)+EP-G

3,250

3,250(一部)

出入口カーテン、カーテンレール

出入口カーテン、カーテンレール

出入口カーテン、カーテンレール

出入口カーテン、カーテンレール

-2,510LGS GB-S t12.5

- 化粧鋼板(ﾕﾆｯﾄ内) 1,950(ﾕﾆｯﾄ内)

GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0 流し台、吊戸棚、ライニング

60

75(R階)

3,200LGS FK t8.0

TC t5.0(裏糊付)

TC t5.0(裏糊付)

TC t5.0(裏糊付)

TC t5.0(裏糊付)

60

60

VH

VH

60 VH

60 VH

60 VH

60 VH

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上 ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系低汚染左官仕上げ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上 ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系低汚染吹付仕上げ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上 防水型複層塗材E吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上 ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系低汚染左官仕上げ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上 ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系低汚染吹付仕上げ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上 防水型複層塗材E吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上 ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系低汚染吹付仕上げ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上 防水型複層塗材E吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上外装薄塗材E吹付

立上り：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上防水型複層塗材E吹付

SL t10

VT t3.0

VT t3.0

VT t3.0

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

VT t3.0

VT t3.0

木製 GB-R t12.5+VC(S級) SPT　GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC(S級)

GB-R t12.5(GL工法)+VC(S級)

ピクチャーレール

ｱﾙﾐ

GB-R t12.5+DR t15(ﾘﾌﾞ付)

GB-R t12.5 + DR t15

(防滑性)

(防滑性)

(防滑性)

(防滑性)

(防滑性)

(防滑性)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(B種)+EP-G ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(B種)+EP-G

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

SL t10

(既製塗装品)

VT t3.0

VT t3.0

VT t3.0

TC t5.0(裏糊付)

TC t5.0(裏糊付)

階段室屋根：RC直均しの上 ｼｰﾄ防水 t2.0(軽歩行用)、脱気筒１箇所

(帯電防止性)

VT t5.0

VT t5.0（一部）

TC t8.0(裏糊付)

TC t8.0(裏糊付)

TC t6.5(裏糊付)

TC t9.5(裏糊付)

TC t9.8(裏糊付)

TC t9.8(裏糊付)

2,500

-

SUS製既製品 100φ t=0.8　ｽﾃﾝﾚｽ製樋受け金物＠2,000

SUS製既製品　60φ t=0.8　ｽﾃﾝﾚｽ製樋受け金物＠2,000（玄関庇、ｽﾛｰﾌﾟ庇）

VS t2.0(防滑性)

VS t2.0(防滑性)

VS t2.0(防滑性)

VS t2.0(防滑性)

VS t2.0(防滑性)

VS t2.0(防滑性)

VS t2.0(防滑性)

VS t2.0(防滑性)

VS t2.0(防滑性)

2,900(一部)

2,900(一部)

浸透性塗布防水 浸透性塗布防水(1FLまで) 浸透性塗布防水(1FLまで)

ｶﾗｰｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ t=1.4

手洗ｶｳﾝﾀｰ、床下点検口、ﾓｯﾌﾟ掛け

手洗ｶｳﾝﾀｰ、床下点検口、ﾓｯﾌﾟ掛け

手洗カウンター、ﾓｯﾌﾟ掛け

手洗カウンター、ﾓｯﾌﾟ掛け

鉄骨柱型:ﾛｯｸｳｰﾙ吹付t=25+GB-R t12.5+EP-GLGS

SUS製（横引きﾄﾞﾚｲﾝ100φ用）

段裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上外装薄塗材E吹付

側面・立ち上り：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種 下地調整(C-2)の上防水型複層塗材Ｅ吹付

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ ｺﾞﾑﾀｲﾔｴﾝﾄﾞ付き

踏面・踊場：防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え t30の上、VS t2.0(防滑・屋外用)

手摺：ｱﾙﾐ製手摺

（誘発目地・伸縮目地@2,500、打継目地）

軒先材:AL押出形材

屋根：鉄骨下地 ﾛｯｸｳｰﾙ吹付t=25 耐火野地板t=25+硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=25

　　　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940の上ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.5ﾀﾃﾊｾﾞ葺（ｷｬｯﾌﾟﾚｽﾀｲﾌﾟ）@340

天井(風除室内)：ｶﾗｰｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ t=1.4、ｱﾙﾐ専用廻り縁

幕板：ｶﾗｰｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0、谷樋:耐酸被覆綱板t=0.5

(FLから)

外部軒天：ｶﾗｰｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ t=1.4

庇：アルミハニカムパネルt=104

軒先材:AL押出形材

庇：アルミハニカムパネルt=104

+ 木製ルーバー(準不燃木材)

+ 木製ルーバー（一部）
(準不燃木材)
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　特記事項 工事名称
製作年月日

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
図面名称 縮尺

2025年 8月

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課平
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上下水道庁舎

当初・変更・完成
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上下水道庁舎
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釜場 タラップ

1,450

釜場 タラップ タラップ

1,750

1,0001,200

2,200

1,000

ピット平面図
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A1:1/100

A3:1/200
A-24

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

タラップ

1,150

タラップ

通気口VP150φ

（半割）
通水口VP150φ

釜場

水勾配

※各ピットに資材搬出入口1000×450程度を設けるため開口補強を6ヶ所見込むこと

※各ピット以外の部分は埋戻しとする。

EVピット

ピット

-1700 -1700

ピット

-1700

ピット

-2800

ピット

-1700

ピット

3,000 1,000

-1700

ピット

水勾配

水勾配

資材搬出入口

資材搬出入口

資材搬出入口資材搬出入口

資材搬出入口

資材搬出入口

※※ FLからの仕上げ高さを示す

（凡　例）

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えの上浸透性塗布防水(ｽﾗﾌﾞ厚及び配筋は構造図参照)
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上部庇：アルミ製既製品

竪樋:SUS製既製品100φ､60φ(掴み金物：SUS製焼付塗装品@1,200)

軽鉄壁（一般LGS90 GB-R t=12.5＋GB-R t=12.5 両面）

軽鉄壁(遮音壁)

鉄筋コンクリート壁

（凡　例）

※遮音壁は天井裏又は小屋裏まで隙間無く施工すること

床下点検口600×600を示す

消

※※ FLからの仕上げ高さを示す

OAフロア範囲を示す

消火器 ABC10型（ﾎﾞｯｸｽ半埋込ﾀｲﾌﾟ）

（一般LGS90 GB-R t12.5+GB-R t12.5+仕上 両面)(GW32K t=75充填)
（一般LGS90 GB-R t12.5+GB-S t12.5+仕上 両面)(GW32K t=75充填)
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　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
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竪樋:SUS製既製品 60φ

竪樋:SUS製既製品 60φ

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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竪 樋 :SUS製 100φ竪 樋 :SUS製 100φ竪 樋 :SUS製 100φ竪 樋 :SUS製 100φ竪 樋 :SUS製 100φ

竪 樋 :SUS製 60φ

ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ： ｱﾙﾐ型 材 30× 55

H-250× 125

上 部 梁

H-300× 150

排 水 溝

H-250× 125

庇 ： ハ ニ カ ム パ ネ ル

H-300× 150

排 水 溝

竪 樋 :SUS製 60φ

竪 樋 :SUS製 100φ
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備 考

召 し 合 せ

ガ ラ リ 寸 法

施 錠 機 構

ガ ラ ス 厚 さガ ラ ス 種 類

錠 前 種 類

ガ ラ リ 形 状

支 持 金 物 等

沓 摺 仕 上

枠 仕 上枠 形 状

枠 見 込建 具 材 質

枠 材 質

沓 摺 形 状

防 火 性 能

取 付 箇 所

型 　 　 式建 具 符 号

箇 所 数

寸 　 　 法
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・内部建具枠廻り仕様

・ｶﾞﾗﾘ

・建具枠廻りﾓﾙﾀﾙ詰め

ｶﾊﾞｰの上面は、原則として床仕上と同材の化粧仕上とする。

・ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ

無塩砂を使用し、塩化物を含む混和材を使用してはならない。

扉

窓

種別

形状

Ⅰ型

開口率

約30％

開口率

約30％

Ⅱ型

開口率

約35％

開口率

約50％

Ⅲ型

開口率

約25％

開口率

約30％

2段変速調整装置付、90度ストップ付(戸当り併用)

閉扉速度調整装置付

ディレイドアクション、ラッチングアクション、バックチェック、

閉扉速度調整装置付

(見え掛かり部はステンレスカバー)

・外部建具廻り仕様

・建具の強度

外部に面する建具の強度は、建築基準法施行令および告示に

定められた風圧力に対し安全であるものとする。

枠見込寸法記号

　D1 110mm以下

　D2

　D3 151mm～200mm

111mm～150mm

201mm～250mm

251mm～300mm

301mm～350mm

351mm～400mm

401mm以上

　D4

　D5

　D6

　D7

　 10mm
チリ寸法標準

・丁番 : ステンレスHL

・ピボットヒンジ : 鉄製型打鍛造又は亜鉛ダイキャスト

・フロアヒンジ : フェーズプレートは隠蔽型、内外とも90度ストップ付き

・オートヒンジ : 焼付塗装(指定色)

・ドアクローザー : アルミダイキャスト　焼付塗装(扉同色)

・ドアクローザー(コンシールド形) : スプリング油圧式、

・握玉 : ステンレスHL、バックセット100mm、丸座φ100

・レバーハンドル : 座板共ステンレスHL

・グレモンハンドル : ステンレスHL

・フランス落し : ステンレスHL

・戸当り : (外部)ステンレスHL ゴム付 (内部)亜鉛ダイキャスト ゴム付

・錠前 : シリンダー錠、バックセット75mm以上、マスターキー装置付

ディレイドアクション、ラッチングアクション、バックチェック、

・軽量鋼製建具

原則として小口包みは表面鋼板を曲げこむこと。

アングルピース差し込みとする。

木製額縁の場合は埋木にてビス止め部分を隠蔽又は、

室内側枠は、アルミ又はスチール額縁クリップ止めとする。

・アルミニウム製建具

亜鉛メッキ面はJIS K5629とする。

PS、DSの点検扉はAT仕様とする。

防錆処理は特記無き限り　内部JIS K 5621、外部JIS K 5625

・鋼製建具

G

F

E

D

C

B

A

目地棒4×12

A

B

C

鋼製扉

軽量鋼製扉

ステンレス製扉

アルミ製扉

木製扉

強化ガラス扉TD

WD

AD
STD

SD

SW 鋼製窓

ステンレス製窓STW

AW

WW

アルミ製窓

木製窓

SG 鋼製ガラリ

ステンレス製ガラリ

アルミ製ガラリ

木製ガラリ

STG

AG

WG

防音型ドアセット

簡易気密性ドアセット

気密性サッシ・ドアセット

PAT

SAT

AT

フロート板ガラス

PWG 網入磨き板ガラス

型板ガラス

すりガラス

FG

FLG

FL

PWLG 線入磨き板ガラス

FWG

FWLG

HAG

HAPWG

網入型板ガラス

線入型板ガラス

熱線吸収板ガラス

熱線吸収網入磨き板ガラス

熱線吸収線入磨き板ガラスHAPWLG

AWG

AWL

SRG 熱線反射硝子

HASRG 熱線吸収熱線反射ガラス

SOP 合成樹脂調合ペイント塗り

クリアラッカー塗りCL

DP 耐候性塗料塗り

艶有合成樹脂エマルションペイント塗りEP-G

オイルステイン塗り

オイルステイン3回塗クリアラッカー2回塗

OS

OSCL

B-2

B-1 無着色陽極酸化塗装複合皮膜

着色陽極酸化塗装複合皮膜

※特記仕様書に記載の場合は見え消しでも可

※仕上表等に記載の場合は見え消しでも可

D- 耐震ドアセット

断熱型サッシ・ドアセットH-

T-

耐風圧性

等級 S-7S-1

800 1200 1600 2000 2400 2800

S-6S-5S-4S-3S-2

3600
最大加圧

圧力(Pa)

気密性

等級

気密等級線

S-2 S-4S-3S-1

120等級線 30等級線 8等級線 2等級線

等級

等級

遮音性

T-1 T-4T-3T-2

遮音性(dB) 25 30 35 40

水密性

150100 250 350 500

W-5W-4W-3W-2W-1

圧力差(Pa)

等級

断熱性

(㎡・k/w)

熱貫流抵抗値
0.215 0.246 0.287 0.344 0.430

H-1 H-2 H-3 H-4 H-5

等級

面内変形追随性

(rad)

面内変形角

D-1 D-2 D-3

300

1 1 1

150 120

E

D

C

B

A

グレモン錠

引戸錠

モノロック

インテグラルロック

ケースロック

J

I

H

G

F

表示錠

分電盤錠

点検口錠

電気錠

本締錠

両面シリンダー

片面シリンダー　片面サムターン

片面シリンダー　片面空錠

片面サムターン　片面空錠

・シリンダー錠は原則として片面シリンダー、片面サムターンとする。

・上吊式扉は、半自動式とする。(手動開放、自動開放、開放停止)

・防火扉内につくガラリには、可動式ダンパーを設ける。

　見掛り部分に使用するものは建具同色とする。

・内部用金属製建具組立補助部品(ビス等)はステンレス製とし、

・DCの取り付け面は室内側とし、防火戸を除き90度ストッパー付とする。

追記

施錠金物支持金物

(外部用)H×3

(内部用)PH

(外部用)H×3

(外部用)H×3

中心吊りAH

二つ折れの場合は

専用ドアキャッチ

ドアエンジン

装置一式

TPH H

F

HR D

(内部用)PH F

F

F

附属金物

DC

両開き、親子開きはFB

両開き、親子開き

防火戸は順位調整器

DC

両開き、親子開きはFB

DC

両開き、親子開きはFB

CH

煙感知器連動

閉鎖装置一式

タッチスイッチ及び

センサー併用

両開き、親子開きはFB

開閉方式

開き

(S,ST)

開き

(A)

開き

(W)

(PS,EPS)

開き(S)

戸袋付き

防火戸

自動扉

引戸

・握玉、レバーハンドル、押板等の取付け位置は　FL+1000を標準とする。

・壁当たりとなる扉にはDCの有無にかかわらず戸当りを設ける。

DC ドアクローザー

ドアクローザー(ストッパー付き)

ドアクローザー(ヒューズ付き)

ドアクローザー(コンシールド型)DC(C)

DC(F)

DC(S)

FB フランス落し

アームストッパー

戸当りDS

AS

フロアヒンジ

PH

AH

FH

オートヒンジ

HR

DH

ハンガーレール

自由丁番

H(隠) 隠し丁番

丁番H

CH

HP

KN

LH

ケースハンドル

押棒・押板・引手

レバーハンドル

握り玉

クレセント

グレモンハンドル

オペレーター(露出型)

オペレーター(隠蔽型)

彫込引手

CR

GH

OP(露)

OP

FP

TPH 吊輪ヒンジ

不

特定防火設備 (令112条 1項)特

防 防火設備 (法2条9号の2ロ)

防火設備 (準遮炎性能)準

煙

熱

煙感知器連動

熱感知器連動

随時閉鎖式

常時閉鎖式常

随

防火設備　　 (告示1360)

遮煙性能　　（告示2564）

不燃戸・不燃扉

特定防火設備 (告示1369)

防水ﾓﾙﾀﾙ詰め+現場発泡ｳﾚﾀﾝt15 充填とする

ｺﾝｸﾘｰﾄ及びｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁取付の場合、

ﾓﾙﾀﾙ充填を行う。

周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ材は公共建築工事標準仕様書9章6節による。

水廻りに使用するフラッシュ扉の合板はタイプ1(耐水)とする。

・木製建具

外部目地はすべてシーリング材とする。

・ガラスブロックの目地

専用スラットの物を使用する。

避難時停止装置付き。防煙区画となる場合には、

・防火・防煙シャッター

ドアガラリを設ける際はアルミ製とする。

排水孔は最小8mm、原則2ヶ所以上設ける。

ピボットヒンジ

ドアガラリ形状記号

両開き扉召合せ部

沓摺形状記号

建具共通事項

共通仕様 建具種別記号 枠形状記号

性能記号

ガラス記号

仕上げ記号

防火性能記号 附属金物標準仕様

建具種類別共通仕様

附属金物(支持金物)記号

附属金物(操作金物)記号

附属金物(施錠金物)記号

附属金物(施錠機構)記号

附属金物(開閉金物)記号

附属金物標準取付リスト

6
0

1
3
～

2
3

1
3
～

2
3

1
5

　 D8

***
**

***
**

D

凡例

特定防火設備

防火設備

LSD

アルミ製カーテンウォールACW

AP

SP

SLP

SMP

TB

アルミ製パーティション

鋼製パーティション

鋼製ローパーティション

鋼製移動間仕切り

トイレブース

F ふすま

P 障子

SS 鋼製重量シャッター

鋼製軽量シャッター

グリルシャッター

ステンレス製重量シャッター

シートシャッター

LSS

RSS

STS

ShS

SF

AF

STF

アルミ製枠

ステンレス製枠

鋼製枠

FSSD 鋼製防火シャッター・防火戸

FSS 鋼製防火シャッター

FSD 鋼製防火戸

熱線吸収網入磨き板ガラス(防火設備)

熱線吸収線入磨き板ガラス(防火設備)

防音型サッシ

A B

C D
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LG

TG

合わせガラス

FTG

A 空気層

ガラスブロック

SIG 複層硝子

L-ESIG

HR 高性能熱線反射板ガラス

倍強度熱線吸収ガラスDSHA

FK

GB

耐熱ガラス(特定防火設備)

Low-Eガラス

防音合わせ複層ガラスSLG

ポリカーボネートP

強化ガラス

型板強化ガラス

倍強度ガラスHSG

鋼(スチール)

ステンレスSUS

S

W 木

アルミAL

材質記号

LS 軽量鋼製

板ゴムを介して取付ける。枠裏面(室内側)は結露防止材を施す。

ダクト接続は、接続枠付、水返し(SUS t1.0以上)付とし、

外部ガラリは2重ガラリ以上とする。

外部面のガラリはステンレス製防鳥網(SUS φ1.5 12×12)を設置する。

W1500以上は方立を設ける。

Low-Eガラスは開口部基準の熱貫流率3.49(W/(㎡・K))以下となる

扉の窓は全てエッジレス(縁無し)タイプとする。

框戸ガラス面には衝突防止金物 SUS 鏡面仕上げφ30 @300を

両面に取付けること。

・その他

・鍵

鍵は必要により設備関係の鍵類も合せてキーボックスに収納する。

シリンダー錠はアンチフリクション機構付とする。

鍵はリバーシブルシリンダー、ディンプルキーとする。

構造スリットが接する建具枠は、別途特記による。

・構造スリット部建具

アルミ製建具水切り板は国土交通省仕様(H27年版)による。

・水切り板

代用進入口マーク他は所定の位置に取り付ける。

・法定標識

その他の場合は特記による。(ex．プリーツ網戸取付の場合等)

外開窓　　　　 = 内開窓　　を標準とする。

欄間排煙窓　　 = 固定

引違窓、片引窓 = 可動

・網戸の形式

ロール式防煙垂壁は原則としてレール可倒式(認定品)とする。

・防煙垂壁

・排煙用開口部

の沓摺を設ける。

特記無い場合にも扉の両側の床仕上が異なる場合は、　

・沓摺の標準設置

枠と同材のアングルを用意する。

木製額縁、膳板、カーテンボックスを取付ける金属製建具には、

・枠廻りアングル

性能を有すること。

鋼製建具(開き扉形式)は、構造スリットに取合わない位置に設置する。

3
.
0

担
当
課
長

係 担課　 特 記 事 項 工 事 名 称
製作年月日 (仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

長 当長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

管
理

主
任

担
当

担
当平

尾
出
口

技
術
者

技
術
者

技
術
者

技
術
者

図 面 名 称 縮 尺
2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

図 番上下水道庁舎

建具共通事項
ー A-53

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

アルミ製建具の額縁はアルミ製105×25とする。

縦辷り出し窓、外倒し窓は開き角度45度以上とする。

排煙窓のオペレータ設置高さはFLから1500mm以下とする



アルミ額縁105×25
落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放）

SIG、PWG＋A6＋L-ESIG

SIG、FL＋A6＋L-ESIG

2
,
0
0
0

▽天井 4
0

6
1
0

5
0
0

4
0

4
6
0

▽排煙有効高さ

8
0
0

675 675

70

870701,420

2,360

アルミ水切

縦辷り出し窓、嵌め殺し窓、外倒し窓

6
9
0

1

▽FL

▽FL

1階 風除室

-

E

100

8、5（欄間）

-

TG、FL(欄間)

F

-

FIX

両袖嵌め殺し付、引き分け自動扉、ランマ付

停電時手動開放機能付き
追突防止表示ステンレス鏡面20φ程度

ステンレス

ステンレス

FIX

5

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

H、LH、OP、付属金物一式

1
,
2
0
0

1
SDW

4
AW

備考

召し合せ

ガラリ寸法

施錠機構

ガラス厚さガラス種類

錠前種類

ガラリ形状

支持金物等

沓摺仕上

建具仕上

枠仕上枠形状

枠見込建具材質

枠材質

沓摺形状

防火性能

取付箇所

型　　式建具符号

箇 所 数

寸　　法

姿　　図

備考

召し合せ

ガラリ寸法

施錠機構

ガラス厚さガラス種類

錠前種類

ガラリ形状

支持金物等

沓摺仕上

枠仕上枠形状

枠見込建具材質

枠材質

沓摺形状

防火性能

取付箇所

型　　式建具符号

箇 所 数

寸　　法

姿　　図

建具仕上

備考

召し合せ

ガラリ寸法

施錠機構

ガラス厚さガラス種類

錠前種類

ガラリ形状

支持金物等

沓摺仕上

枠仕上枠形状

枠見込建具材質

枠材質

沓摺形状

防火性能

取付箇所

型　　式建具符号

箇 所 数

寸　　法

姿　　図

建具仕上

備考

召し合せ

ガラリ寸法

施錠機構

ガラス厚さガラス種類

錠前種類

ガラリ形状

支持金物等

沓摺仕上

枠仕上枠形状

枠見込建具材質

枠材質

沓摺形状

防火性能

取付箇所

型　　式建具符号

箇 所 数

寸　　法

姿　　図

建具仕上

枠仕上

870 70

▽天井

FIX

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

H、LH、OP、付属金物一式

1
,
2
0
0

70870

4
0
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,
1
0
0 1
,
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6
0

▽天井

5

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

1
,
2
0
0

70870

4
0

3
,
1
0
0 1
,
8
6
0

AW 縦辷り出し窓、嵌め殺し窓縦辷り出し窓、嵌め殺し窓、外倒し窓 2

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

H、LH、OP、付属金物一式

4,940

87070

FIX

701,495

4,940

870701,495 70870

4,940

87070

9
0
0

4
0

2
,
7
0
0

1
,
7
6
0

▽天井

1
,
8
6
0

4
0

3
,
1
0
0

▽天井

縦辷り出し窓、嵌め殺し窓、外倒し窓

7
0

1
,
1
0
0

6
9
0

1
,
1
0
0

6
9
0

7
0

2階  水道エリア

FIX FIX

FIX FIX

70870 701,495

4,940

870701,495

FIX

9
0
0

FIX

4
0

2
,
7
0
0

1
,
7
6
0

▽天井

7
0

1
,
1
0
0

5
9
0

FIX FIX

嵌め殺し窓

70

-

-

アルミ

アルミ

-

付属金物一式

-

-

-

-

-

アルミ水切

1

FIX

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

H、LH、OP、付属金物一式

1
,
2
0
0

1階  お客様センターエリア

AW

1
,
8
6
0

4
0

3
,
1
0
0

▽天井

縦辷り出し窓、嵌め殺し窓、外倒し窓
7

1
,
1
0
0

6
9
0

7
0

1

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

H、LH、OP、付属金物一式

AW
6

4
0

2
,
7
0
0

1
,
7
6
0

9
0
0

▽天井

縦辷り出し窓、嵌め殺し窓、外倒し窓

5
9
0

7
0

1
,
1
0
0

5

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

H、LH、OP、付属金物一式

1
,
2
0
0

AW

1
,
8
6
0

4
0

3
,
1
0
0

▽天井

縦辷り出し窓、嵌め殺し窓、外倒し窓

1
,
1
0
0 7

0

5A

1階 下水道エリア 1 1階 お客様センターエリア

2,435

1,495 87070

2,435

1,495

▽天井

アルミ

アルミ

-

-

-

-

-

70

-

-

H、LH、OP、付属金物一式

AW

9
0
0
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0
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,
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,
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0

縦辷り出し窓、嵌め殺し窓、外倒し窓
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9
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1
,
1
0
0 7
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1

8

2階  会議室（2）

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

H、LH、OP、付属金物一式

AW 縦辷り出し窓、嵌め殺し窓、外倒し窓

▽天井
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1 2階  会議室（1）

2,360

1,420 70 870
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8
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▽天井

1
,
1
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0

6
9
0

7
0

2,360

1,42070870

1

-

-

-

-

-

70

-

-

アルミ

アルミ

H、LH、OP、付属金物一式

1階 お客様センターエリア

AW 縦辷り出し窓、嵌め殺し窓、外倒し窓
7A

▽FL

縦辷り出し窓

アルミ

アルミ

-

H、LH、付属金物一式

-

-

-

-

70

-

-

870

AW

2
,
7
0
0

4
0

1 2階 会議室（1）

▽天井

9
0
0

1
,
7
6
0

10
外倒し窓

アルミ

アルミ

70

-

- -

-

--

-

H、OP、付属金物一式

AW

2
,
5
0
0

4
0

2,360

740740740
70 70

▽天井

11
外倒し窓

アルミ

アルミ

70

-

- -

-

--

-

1階 男子更衣室

H、OP、付属金物一式

2
,
5
0
0

4
0

▽天井

1
2階 男子更衣室

外倒し窓

アルミ

アルミ

70

-

- -

-

--

-

H、OP、付属金物一式

AW
13

1,495

アルミ

70

-

-

アルミ

-

付属金物一式

-

-

-

-

-

▽天井

縦辷り出し窓

アルミ

アルミ

-

H、LH、付属金物一式

-

-

-

-

70

-

-

休養室床天

2階 休養室(男子・女子)

▽天井

2
,
7
0
0

2
5
0

600

FIX

FIXFIX FIX FIX FIXFIXFIX

2
,
1
0
0

1
,
0
0
0

2
0
0

FIX

6,740 1,330

100100

自動扉装置一式、自動ﾄﾞｱｾﾝｻｰ装置、OP付属金物一式

▽天井

3
,
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3
,
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0
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,
1
0
0

7
6
0

90度 90度

712.5 712.5 712.5 712.5

70 70707070

B-2

B-2

1

H、LH、付属金物一式

1階 お客様センターエリア、下水道エリア 2階 水道エリア

712.5 712.5

70 70707070

712.5712.5

712.5 712.5

70 70707070

712.5712.5

B-2

B-2

B-2

B-2

B-2

B-2

712.5 712.5

70 70707070

712.5712.5

3,060 3,060

3

縦辷り出し窓、嵌め殺し窓

H、LH、付属金物一式

70

712.5712.5

70

712.5712.5

1
,
2
0
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1
,
2
0
0
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,
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0
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B-2
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675 675
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675 675

B-2

B-2

B-2

B-2
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2階  女子更衣室
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-

▽天井
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1,495
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712.5712.5
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,
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嵌め殺し窓

アルミ水切

付属金物一式

アルミ

アルミ

70

-

- -

FG 4

-
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-

AW

2
,
5
0
0

4
0

2,360

740740740
70 70

▽天井

B-2

B-2

1
,
8
5
0

6
1
0

2

嵌め殺し窓

付属金物一式

アルミ水切

2,480

FIX

87070

2,060

1,120

70

523.5 526.5

FIX

2階 倉庫（5）

1階 台帳閲覧コーナー

▽FL

1,800

2
5
0

戸襖

戸襖 -

- -

襖引手、付属金物一式

-

-

-

-

-

-

片面:化粧合板、新鳥の子

塗縁

戸襖

2

1
WD

2階 休養室(男子・女子)

160

1

アルミ

アルミ

100

E

TG、FL(欄間)

F

-

-

8、5（欄間）

-

引き分け自動扉、ランマ付

停電時手動開放機能付き
追突防止表示ステンレス鏡面20φ程度
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▽天井

1階 ホール
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FIX FIX

1,530 1,530

FIX FIX FIX

2,425 709,503703,265

2
,
0
0
0

1

1
SP

スチールパーティション

1階 倉庫(1)、倉庫(2)

70S

S -

焼付塗装

焼付塗装

- -

-

1

SP
スチールパーティション

2階 管理者室

3,217

▽天井

70S

S -

焼付塗装

焼付塗装

- -

-

2
,
0
0
0

2
,
7
0
0

7
0
0

▽天井

90度 Ｔ字

3
,
1
0
0

1
,
1
0
0

2

1

SP
スチールパーティション

2階 管理者室

▽天井

70S

S -

焼付塗装

焼付塗装

- -

- -

- -

-

3

5,020

2
,
7
0
0

付属金物一式

-

900

A A

セミエアタイト、グラスウール充填(遮音) グラスウール充填(遮音)

300

1
,
1
0
0

8
0
0

800

1
,
2
0
0

1
,
2
6
0
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0
0 8
0
0

8
0
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▽排煙有効高さ
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0
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0
0

7
0
0

7
0
0

5
0
0

5
0
0

4
0

4
6
0

4
0

4
6
0

▽排煙有効高さ
▽排煙有効高さ ▽排煙有効高さ

▽排煙有効高さ

▽排煙有効高さ ▽排煙有効高さ
▽排煙有効高さ ▽排煙有効高さ ▽排煙有効高さ ▽排煙有効高さ

8
0
0

▽排煙有効高さ

7
0
0

▽排煙有効高さ

7
6
0

1
,
1
0
0 6
6
0

1
,
1
0
0

4
0

7
0
0

6
6
0

▽排煙有効高さ

2
4
0

4
6
0

▽排煙有効高さ 7
0
02
4
0

ステンレス 鏡面

ステンレス 鏡面

--

自動扉装置一式、自動ﾄﾞｱｾﾝｻｰ装置、付属金物一式

ﾊﾟﾈﾙ

ｶﾞﾗｽ

ﾊﾟﾈﾙ

FG 4FG 4

-- A SUS HL A SUS HL

3
1階 女子更衣室、倉庫(2)

1
,
8
5
0

（
2
,
4
5
0
）

2
,
5
0
0

（
3
,
1
0
0
）

(  )内寸法は倉庫(2)を示す

▽FL

H、DC(S)、DS、LH、付属金物一式 H、DC(S)、DS、LH、PH、付属金物一式

アルミ水切、開き角度45度以上 アルミ水切 アルミ水切、開き角度45度以上 アルミ水切 アルミ水切、開き角度45度以上 アルミ水切、開き角度45度以上 アルミ水切、開き角度45度以上

アルミ水切、開き角度45度以上 アルミ水切、開き角度45度以上 アルミ水切、開き角度45度以上 アルミ水切 アルミ水切、開き角度45度以上 アルミ水切、開き角度45度以上

アルミ水切、開き角度45度以上 アルミ水切

1～3階 階段室 3階 階段室 3階 階段室 3階 階段室

SIG、FL＋A6＋L-ESIG SIG、FL＋A6＋L-ESIG

SIG、FG(FL)＋A6＋L-ESIG(FG）

更衣室はSIG、FG＋A6＋L-ESIGとする
倉庫(2)はSIG、FL＋A6＋FGとする

5(L-ESIG)(FL)、4(FG)

ｶﾞﾗｽ

タッチスイッチ及びセンサー併用

防護柵×2:H=1100、W=1200 透明強化ｶﾞﾗｽt=8.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

防護柵×2:H=1100、W=1200 透明強化ｶﾞﾗｽt=8.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放） 落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放） 落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放） 落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放） 落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放）落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放） 落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放）

落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放） 落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放） 落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放） 落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放）

5（6.8）SIG、FL(PWG)＋A6＋L-ESIG

AW
1

AW
1

(  )内は防火設備内容を示す

5
AW

5
AW

1 (1)

5(6.8)SIG、FL(PWG)＋A6＋L-ESIG

(  )内は防火設備内容を示す

（防火設備） （防火設備） 防火設備

SIG、PWG＋A6＋L-ESIG

AW
3

AW
3

6 (2)

SIG、F(PWG)L＋A6＋L-ESIG 5(6.8)

(  )内は防火設備内容を示す

SIG、PWG＋A6＋L-ESIG SIG、PWG＋A6＋L-ESIG

防火設備 防火設備

AW
15

防火設備 防火設備 防火設備 防火設備

SIG、PWG＋A6＋L-ESIG SIG、PWG＋A6＋L-ESIG FWG 6.8

AW
16

AW
16

AW
17

AW
17

AW
18

AW
18

(1) (1) (1)3 1 1

FG(FWG) FG(FWG)4(6.8) 4(6.8)

（防火設備）

(  )内は防火設備内容を示す

（防火設備）

(  )内は防火設備内容を示す

担
当
課
長

係 担課　特記事項 工事名称
製作年月日 (仮称 )上下水道庁舎建設工事

長 当長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

管
理

主
任

担
当

担
当平

尾
出
口

技
術
者

技
術
者

技
術
者

技
術
者

図面名称 縮尺
2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課 A1:1/100

A3:1/200

当初・変更・完成

図番上下水道庁舎

建具表（１）

6.8(PWG)、5(L-ESIG) 6.8(PWG)、5(L-ESIG) 6.8(PWG)、5(L-ESIG) 6.8(PWG)、5(L-ESIG) 6.8(PWG)、5(L-ESIG)

6.8(PWG)、5(L-ESIG)

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

5 (3)

4

防火設備

1、2階 男子便所、女子便所

嵌め殺し窓
AW
14

AW
14

2 (2)

（防火設備）

FWG 6.8SIG、F(PWG)L＋A6＋L-ESIG 5(6.8)

AW
12

AW
12

1 (2)

（防火設備）

(  )内は防火設備内容を示す

(  )内は防火設備内容を示す

SIG、FG(FWG)L＋A6＋L-ESIG 5(6.8)

1,710
（有効）（有効）

1,740

2階 工事日報/MAP端末ルーム

(  )内は防火設備内容を示す

（防火設備）

縦辷り出し窓

落下防止用セーフティーストッパー付き（100mm開放）

アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25

アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25

アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25 アルミ額縁105×25アルミ額縁105×25

1
,
2
0
0

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

(
1
,
5
0
0
以

下
)

1
,
1
1
0

8
6
0

1
,
3
5
0

アルミ水切、開き角度45度以上、排煙オペレーター

、排煙オペレーター

、排煙オペレーター 、排煙オペレーター 、排煙オペレーター 、排煙オペレーター 、排煙オペレーター

、排煙オペレーター 、排煙オペレーター 、排煙オペレーター 、排煙オペレーター、排煙オペレーター 、開き角度45度以上 、開き角度45度以上

、開き角度45度以上

、開き角度45度以上 、開き角度45度以上

A-54

2階 水道エリア

870 70

2,435

1,495

FIX

70

712.5712.5

7
0
0

1
,
2
0
0

(
1
,
5
0
0
以

下
)



600

2
,
0
0
0

片 開 き 片 面 フ ラ ッ シ ュ 戸

1
,
6
0
0

3 40

60 0 100600

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

2
,
5
0
0

6
0
0

1
,
8
2
0

6
0

2
0

1 , 60 0

2階 女 子 便 所

5

220 370

1,890

600

1,600

600 100

2
,
5
0
0

6
0
0
2
0

1
,
8
2
0

6
0

2階 女 子 便 所11 1階 女 子 便 所

1,600

300 600 440

1,600310310

210 600600

2,730

100600

中 心 吊 グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ中 心 吊 グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ中 心 吊 グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ中 心 吊 グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ

ALALALAL

床 ﾚｰﾙ、 天 井 ﾚｰﾙ、 壁 面 ﾚｰﾙ、 ﾋﾝｼﾞ、 ﾛｯｸ、 付 属 金 物 一 式床 ﾚｰﾙ、 天 井 ﾚｰﾙ、 壁 面 ﾚｰﾙ、 ﾋﾝｼﾞ、 ﾛｯｸ、 付 属 金 物 一 式

----

SUS巾 木SUS巾 木SUS巾 木SUS巾 木

1

2b2a
TBTB

非 常 時 外 開 き 仕 様 非 常 時 外 開 き 仕 様非 常 時 外 開 き 仕 様 非 常 時 外 開 き 仕 様

-

-

-

-

-

-

--

AL

40

-

メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

TB
ト イレ ブ ー ス

2
,
5
0
0

6
0
0
2
0

1
,
8
2
0

6
0

2
,
5
0
0

6
0
0
2
0

1
,
8
2
0

6
0

-

-

-

-

-

-

--

AL

40

-

メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

-

-

-

-

-

-

--

AL

40

-

メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

-

-

-

-

-

-

--

AL

40

-

メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

1、 2階 男 子 便 所

43
TBTB

ト イ レ ブ ー スト イ レ ブ ー スト イ レ ブ ー ス

2

--

1,800 1,800

▽ FL

1 1

D

A SUS HL

- -

D

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2階 水 道 エ リ ア 1階 下 水 道 エ リ ア

1
LSD

2
LSD

備 考

召 し 合 せ

ガ ラ リ 寸 法

施 錠 機 構

ガ ラ ス 厚 さガ ラ ス 種 類

錠 前 種 類

ガ ラ リ 形 状

支 持 金 物 等

沓 摺 仕 上

建 具 仕 上

枠 形 状

枠 見 込建 具 材 質

枠 材 質

沓 摺 形 状

防 火 性 能

取 付 箇 所

型 　 　 式建 具 符 号

箇 所 数

寸 　 　 法

姿 　 　 図

備 考

召 し 合 せ

ガ ラ リ 寸 法

施 錠 機 構

ガ ラ ス 厚 さガ ラ ス 種 類

錠 前 種 類

ガ ラ リ 形 状

支 持 金 物 等

沓 摺 仕 上

枠 仕 上枠 形 状

枠 見 込建 具 材 質

枠 材 質

沓 摺 形 状

防 火 性 能

取 付 箇 所

型 　 　 式建 具 符 号

箇 所 数

寸 　 　 法

姿 　 　 図

建 具 仕 上

備 考

召 し 合 せ

ガ ラ リ 寸 法

施 錠 機 構

ガ ラ ス 厚 さガ ラ ス 種 類

錠 前 種 類

ガ ラ リ 形 状

支 持 金 物 等

沓 摺 仕 上

枠 仕 上枠 形 状

枠 見 込建 具 材 質

枠 材 質

沓 摺 形 状

防 火 性 能

取 付 箇 所

型 　 　 式建 具 符 号

箇 所 数

寸 　 　 法

姿 　 　 図

建 具 仕 上

備 考

召 し 合 せ

ガ ラ リ 寸 法

施 錠 機 構

ガ ラ ス 厚 さガ ラ ス 種 類

錠 前 種 類

ガ ラ リ 形 状

支 持 金 物 等

沓 摺 仕 上

枠 仕 上枠 形 状

枠 見 込建 具 材 質

枠 材 質

沓 摺 形 状

取 付 箇 所

型 　 　 式建 具 符 号

箇 所 数

寸 　 　 法

姿 　 　 図

建 具 仕 上

▽ FL

160 焼 付 塗 装

焼 付 塗 装S

LS

枠 仕 上

軽 量 鋼 製 　 両 開 き 戸 軽 量 鋼 製 　 両 開 き 戸

160 焼 付 塗 装

焼 付 塗 装S

LS

A A

--

G G

H、 FB、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式 H、 FB、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式

1
,
5
0
0

1 5 01 5 0

樹 脂 ガ ラ ス 3

1
,
5
0
0

1 5 01 50

樹 脂 ガ ラ ス 3

担
当
課
長

係 担課　 特 記 事 項 工 事 名 称
製作年月日 (仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

長 当長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

管
理

主
任

担
当

担
当平

尾
出
口

技
術
者

技
術
者

技
術
者

技
術
者

図 面 名 称 縮 尺
2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課 A1:1/100

A3:1/200

当初・変更・完成

図 番上下水道庁舎

建具表（２）
A-55

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

ナ ン バ ー 錠 （ 機 械 式 ）

（ キ ー レ ッ ク ス 800 品 番 22823M同 等 品 ）

開 き 角 度 180度 、 床 付 戸 当 り開 き 角 度 180度 、 床 付 戸 当 り

ナ ン バ ー 錠 （ 機 械 式 ）

（ キ ー レ ッ ク ス 800 品 番 22823M同 等 品 ）

A

1,200 1,200 1,200

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

9 00 30 0 300 900 300 900

D

A SUS HL

F

D

F

- -

D

A SUS HL

F

- -

D

A SUS HL

F

- -

2 2 2階 男 子 更 衣 室 、 女 子 更 衣 室

LSD LSD LSDLSD
4 5

2階 会 議 室 (1)(2)

6 7

2階 廊 下 (2)

軽 量 鋼 製 　 親 子 開 き 戸

160 焼 付 塗 装

焼 付 塗 装S

LS

- -

軽 量鋼 製 　 親 子 開 き 戸

160 焼 付 塗 装

焼 付 塗 装S

LS 160 焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

LS

S

FG 4

軽 量 鋼 製 　 親 子 開 き 戸

160

1階 倉 庫 (2)

LS

S

焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

軽 量 鋼 製 　 親 子 開 き 戸

150

1
5
0

1階 廊 下
2 3

A A A

- -

H、 FB、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式 H、 FB、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式 H、 FB、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式 H、 FB、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式

1
,
5
0
0

樹 脂 ガ ラ ス 3

1
,
5
0
0

樹 脂 ガ ラ ス 3

100100 100100

3樹 脂 ガ ラ ス

倉 庫 (5)は 樹 脂 ガ ラ ス 無 し と す る

1,200

2
,
0
0
0

9 0 0 3 0 0

1
,
5
0
0

1 001 00

1,200

2
,
0
0
0

9 0 0 30 0

1
,
5
0
0

1 0 01 0 0

倉 庫 (2) 倉 庫 (5)

ナ ン バ ー 錠 （ 機 械 式 ）

（ キ ー レ ッ ク ス 800 品 番 22823M同 等 品 ）

900

2
,
0
0
0

D

A S US HL

F

- -

-

LSD
8

4 1階 男 子 更 衣 室 、 女 子 更 衣 室 、 更 衣 室 (1)(2)

160

150

1
5
0

焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

LS

S

軽 量 鋼 製 　 片 開 き 戸

4FG

H、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式

ナ ン バ ー 錠 （ 機 械 式 ）

（ キ ー レ ッ ク ス 800 品 番 22823M同 等 品 ）

F

D

A SUS HL

- -

-

LSD
9

800

2
,
0
0
0

D

A S U S HL

- -

-

LSD
10

2 2階 シ ャ ワ ー ル ー ム (男 子 ・ 女 子 )

1,150

1,000

2
,
0
0
0

1 50
有効

A SUS HL

-

F

-

LSD
11

軽 量 鋼 製 　 片 開 き 戸

160 焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

LS

S

軽 量 鋼 製 　 片 開 き 戸

160

--

焼 付 塗 装

焼 付 塗 装S

LS

150

1
5
0

F G 4

軽 量 鋼 製 　 壁 引 込 み 片 引 き 吊 戸

S

LS 焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

160

2
,
0
0
0

D

A S U S HL

- -

-

LSD
軽 量鋼 製 　 片 開 き 戸

160

--

焼 付 塗 装

焼 付 塗 装S

LS

12

4 1、 2階 男 子 ・ 女 子 便 所
1階 倉 庫 (3)、 倉 庫 (6)

2階 倉 庫 (4)
3

SUS HLG

- -

1階 廊 下 (1)、 2階 廊 下 (2)

SD
1

2

S

S

焼 付 塗 装

焼 付 塗 装E

100

2
,
7
0
0

▽ 天 井

SUS HL

--

-

SD
2

焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

S

S

100

E

G

1 1階 階 段 室

800

2
,
7
0
0

欄 間 外 倒 し 窓 付 き 親 子 開 き 戸

A

▽排煙有効高さ

片 開 き 戸

2
,
1
0
0

6
0
0

--

GG

H、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式 H、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式 HR、 HP、 DS(S)、 付 属 金 物 一 式 H、 LH、 DC(S)、 DS、 付 属 金 物 一 式

1
,
5
0
0

1 0 0

ｶﾞﾗｽ

FWG 6.8

100

ｶﾞﾗｽ

3樹 脂 ガ ラ ス3樹 脂 ガ ラ ス3樹 脂 ガ ラ ス

J（ F）

1、 2階 多 機 能 便 所 、 2階 廊 下 (2)

廊 下 (2)は 本 締 錠 と す る

1、 2階 多 機 能 便 所 は 表 示 錠 と す る

850

1
,
5
0
0

4

ｶﾞﾗﾘ

防 火 設 備 防 火 設 備

倉 庫 (3)は 樹 脂 ガ ラ ス 無 し と し ガ ラ リ の み と す る

900

2
,
0
0
0

1
,
5
0
0

1 00

ｶﾞﾗﾘ

ｶﾞﾗｽ

900

2
,
0
0
0

1
,
5
0
0

1 0 0

ｶﾞﾗﾘ

倉 庫 (3)倉 庫 (2)、 倉 庫 (4)

2
,
8
6
0

4
0

2
0
0

3 5 0

1 0 0

1
,
2
0
0

1 ,3 5 0

1,000

7
0
0

1 0 0

2
,
0
0
0

1
0
07
6
0

1
,
5
0
0

ナ ン バ ー 錠 （ 機 械 式 ）

（ キ ー レ ッ ク ス 800 品 番 22823M同 等 品 ）

将 来 機 械 警 備 電 気 錠 対 応 仕 様

（ 静 脈 認 証 、 網 膜 認 証 、 カ ー ド キ ー 等 ）

SUS HL

-

-

-

-

SD

焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

S

S

100

900

E

G

F

1

2
,
1
0
0

3
片 開 き 戸

H、 DC(S)、 DS、 LH、 付 属 金 物 一 式

3階 階 段 室

600

8
0
0

PW G 6 .8

-

SUS HL

-

-

-

-

-

STF
三 方枠

-

-

-

SUS HL

-

-

-

-

-

2

STF
三 方 枠

-

-

- -

-

-

-

-

-

OPEN

1 1階 階 段 室

F F

SUS HL

SUS HL

SUS

SUS

SUS HL

SUS HL

SUS

SUS

2
,
0
0
0

1 , 35 0

250

1 2

-

SUS HL

-

-

-

-

-

SD

焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

S

S

<特 定 防 火 設 備 、 告 示 2564.1369号 >

1 2階 階 段 室

130

H

AH、 DS、 CH、 付 属 金 物 一 式

B

2
,
0
0
0

9 0度

1,000

4
戸 袋 付 鋼 製 防 火 戸

A

SUS HL

-

-

-

-

-

I

SD

焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

S

S

6

100

A

A

1,800

2
,
0
0
0

A

S U S H L

-

-

-

-

I

100 焼 付 塗 装

焼 付 塗 装

S

S

SD

5

5
両 開 き 片 面 フ ラ ッ シ ュ 戸

A

1、 2階 PS・ EPS
1階 湯 沸 室 (2)

2階 湯 沸 室

900

2
,
0
0
0

O P EN

STF
三 方 枠

1 1階 湯 沸 室 (1)

3

2
,
0
0
0

7 50

OP EN

155(STF-3 165)

1

1
SLW

遮 音 ス ラ イ デ ィ ン グ ウ ォ ー ル

2階 会 議 室 (1)

S 焼 付 塗 装

-

ｱﾙﾐ製ﾚｰﾙ、ｱﾙﾐ製ﾗﾝﾅｰ、ｻｲﾄﾞｼｰﾙ用操作口、上下ｼｰﾙ用操作口、付属金物一式

AL -

2
,
7
0
0

１

917

２

917

３

917

４

917

５

917

６

917 70917

6,489

操２

操１

７

70

32 30

H、 FB、 DC(S)、 DS、 CH、 付 属 金 物 一 式 H、 DC(S)、 DS、 CH、 付 属 金 物 一 式

随 時 閉 鎖 式 、 煙 感 知 器 連 動 閉 鎖 、 遮 煙 性 能

460

ト イ レ ブ ー ス

▽ FL

1
TB

-

40

AL

- -

-

-

-

-

-

-

▽ 天 井

非 常 時 外 開 き 仕 様

-

SUS巾 木

床 ﾚｰﾙ、 天 井 ﾚｰﾙ、 壁 面 ﾚｰﾙ、 ﾋﾝｼﾞ、 ﾛｯｸ、 付 属 金 物 一 式

AL

メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

中 心 吊 グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ

1 1階 女 子 便 所

1,600610

6
0

1
,
8
2
0

6
0
0

2
,
5
0
0

2
0

6 0 0 10 0

340

600

240 340

600

4,180

900

1
,
6
0
0

6
1
0

中 心 吊 グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ中 心 吊 グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ 充 填 材 ： 発 泡 性 ポ リ ス チ レ ン充 填 材 ： 発 泡 性 ポ リ ス チ レ ン

ALAL

床 ﾚｰﾙ、 天 井 ﾚｰﾙ、 壁 面 ﾚｰﾙ、 ﾋﾝｼﾞ、 ﾛｯｸ、 付 属 金 物 一 式床 ﾚｰﾙ、 天 井 ﾚｰﾙ、 壁 面 ﾚｰﾙ、 ﾋﾝｼﾞ、 ﾛｯｸ、 付 属 金 物 一 式

--

SUS巾 木SUS巾 木

非 常 時 外 開 き 仕 様非 常 時 外 開 き 仕 様

1,965

390265 110600600

2階 シ ャ ワ ー ル ー ム (女 子 )

885

-

-

-

-

-

-

--

AL

40

-

メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

1

間 仕 切 ブ ー ス
TB

885885

120

390 390

600600600

2,800

100

-

-

-

-

-

-

--

AL

40

-

メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

2階 シ ャ ワ ー ル ー ム (男 子 )1

間 仕 切 ブ ー ス
TB

600

800
100 100

中 心 吊 グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ

AL

-

SUS巾 木

-

-

-

-

-

-

--

AL

40

-

メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

TB
ト イ レ ブ ー ス

1、 2階 男 子 便 所2

2

6 7 8

床 ﾚｰﾙ、 天 井 ﾚｰﾙ、 壁 面 ﾚｰﾙ、 ﾋﾝｼﾞ、 SK錠 、 付 属 金 物 一 式床 ﾚｰﾙ、 天 井 ﾚｰﾙ、 壁 面 ﾚｰﾙ、 ﾋﾝｼﾞ、 ﾛｯｸ、 SK錠 、 付 属 金 物 一 式床 ﾚｰﾙ、 天 井 ﾚｰﾙ、 壁 面 ﾚｰﾙ、 ﾋﾝｼﾞ、 ﾛｯｸ、 SK錠 、 付 属 金 物 一 式

2階 倉 庫 (5)、 工 事 日 報 /MAP端 末 ル ー ム

工 事 日 報 /MAP端 末 ﾙｰﾑ

H、 FB、 DC、 DS、 LH、 OP、 付 属 金 物 一 式 H、 DC、 DS、 LH、 付 属 金 物 一 式

600 100600

2,910 270 2,820340

600

240

100610

6001,310

1、 2階 PS

2
,
5
0
0

6
0
0
2
0

1
,
8
2
0

6
0

2
,
5
0
0

6
0
0
2
0

1
,
8
2
0

6
0

2
,
5
0
0

6
0
0
2
0

1
,
8
2
0

6
0

800

2
0
0

廊 下 (1)

廊 下 (2)

ア ル ミ 額 縁 105× 25 ア ル ミ 額 縁 105× 25

ガ ラ リ は 施 工 時 に 必 要 寸 法 を 調 整 し 設 置 の こ と

ガ ラ リ は 施 工 時 に 必 要 寸 法 を 調 整 し 設 置 の こ と

告 示 第 2563号 に 適 合 し た 防 火 設 備 の 構 造 と す る こ と



押縁側

床:磁器質300角タイル貼り

6,000

6
2
8

5
0

6
2
8

7
5

1
,
2
9
5

W
2
=
1
,
3
0
5

3
7
5

2
,
1
2
5

5
5
0

1
5
0

防護柵W=1,200 防護柵W=1,200

7
8
5

7
8
5

7
8
5

7
8
5

7
5

1
4
5

1
5
0

5
0

5
0

W
3
=
2
,
4
5
5

1,160 1,160 1,900 1,160 1,16050 50 50 50

420 420

W1=6,740100 100

90ﾟ 90ﾟ

150 1,005 150 150 6,440 150 150 2,163 142

1
5
0

1
5
0

P
≦

5
0
0

1
,
0
0
0

防護柵W=1,200 防護柵W=1,200

防
護

柵
W
=
1
,
1
0
0

防
護

柵
W
=
1
,
1
0
0

2
0
0

H
2
=
7
8
5

H
1
=
2
,
1
0
0

1
5

H
1
=
3
,
0
8
5

C
H
=
3
,
1
0
0

引残し80引残し80 有効開口1,740

627.5 627.5 1,160 1,160 1,900 1,160 1,160 785 785 785

150 2,455W2=1,305 100

50 50 50 50 50

100 150

50 50

W1=6,740

B C

9

H
～

6
5
0

H
～

1
5
0

外部

風除室

引残し80引残し80 有効開口1,740

▽FL±0

透明強化ガラス8t

（飛散防止フィルム貼）

UP

メーカー・品番
１ヶ所
数 量

枠：ノックダウン

ｴﾝｼﾞﾝ装置

無目センサー

補助センサー

タッチスイッチ

本締錠

戸当りｺﾞﾑ

差込防止ゴム

引掛丁番

防護柵 三和 STガード2

ﾀｼﾞﾏ SL-H01

ﾌｼﾞｵｶ MM-150

ﾎｸｼｮｰ TF-14

美和 TRU-1

OPTEX

OPTEX OS-20CAN

OPTEX OA-215CAN

Sﾐﾘｵﾝ H-660 1式

2

6

2

2

2

2

2

2

金具品名 備 考

ベース埋込みタイプ

BS100

サ
ッ

シ
芯

FIX

FIXFIX

FIX FIXFIX

TG-8TG-8 TG-8TG-8

FIX FIX FIXFIXFIX

（飛散防止フィルム貼）

透明強化ガラス8t

衝突防止表示
防護柵:STガード2

補助光線 タッチスイッチ

無目センサー

FIX

防護柵:STガード2

防護柵：STガード2防護柵：STガード2

1F

（FL±0）

△サッシ芯

サッシ芯

サッシ芯

△△

サ サ

シシ

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口

A1:1/30

A3:1/60
A-56

（建築工事）
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（建築工事）

（建築工事）

（建築工事）

（建築工事）

断面図

S=1:3

断面図

S=1:3

A1:1/3､30

A3:1/6､60

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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床レール

巾木

表面材

天井レール

発泡ポリプロピレン

6
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H C
H

40

表面材

下部小口防水テープ(PP)

発泡ポリプロピレン

天井下地

▽FL

△CH

戸当り帽子掛けHG

△CH

天井レール2
5

天井レール

2
5

スライディングウォール詳細図

200

9
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5
0

吊り材 C-100x50x20x2.3

(間仕切部以外はL-30x30x3 ～2本)

@910（収納部 @300）

C-100x50x20x2.3 通し物

アルミレール

振レ止メ L-30x30x3

@1820（収納部 @600）

受ケネコ L=300

L-50x50x4

@910（収納部 @300）

L-50x50x4

あと施工アンカーM10(建築工事)

@910(収納部 @300)

C
H
=
2
7
0
0

1
2
5
0

1
5
0

レール取付断面図 S=1:10

受ケネコ L=120

9
0

88

69

3
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Ｐ
Ｈ

3
5

Ｃ
Ｈ

消音型水平2段スライド走行輪

アルミレール（アルマイト）

防振材:ネオプレーンスポンジ

中桟 □－60×30×1.6

グラスウール

シールゴム(ブラック)

シールフレーム

アルミ押出型材(アルマイト)

ベース桟 □－60×30×1.6

シールゴム(ブラック)

シールフレーム

アルミ押出型材(アルマイト)

トップ桟 □－60×30×1.6

亜鉛めっき鋼板 0.5mm

(焼付塗装)

せっこうボード 12.5mm

縦断面詳細図 S=1:5

4
0

8
4

6
9

(6+50) PW PW

下地材 シールフレーム

アルミ押出型材(アルマイト)

エンドフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)

召合せガスケット

横断面詳細図 S=1:5

レール仕様 レール

走行輪

吊ボルト

ランナー仕様

パネル仕様

表面材

充填材

表面仕上

フレーム アルミ押出形材（アルマイト処理)

骨組

召合せ

壁面シールド

上部シールド

下部シールド

水平2段スライド走行輪(ベアリング内蔵)

M 14

コーナー部 直角レール

亜鉛めっき鋼板 0.5mm (焼付塗装)

下張り:せっこうボード 12.5mm

グラスウール

アルミフレーム + 鉄骨造

固定ゴム嵌合

機械駆動式

機械駆動式

機械駆動式

アルミ押出型材ハンガーレール(アルマイト処理)

パネル分離型構造(廃棄時分別可能)・・・環境対応型

スライディングウォール 厚み69mm(LW-60D)

4
0

8
4

6
9

(30+6)

PWPW

下地材

後付け壁面戸当たり

アルミ押出型材

(アルマイト)

シールフレーム

アルミ押出型材(アルマイト)

サイドフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)

召合せフレーム

アルミ押出形材（アルマイト）

亜鉛めっき鋼板　1.2mm

切窓

金物

◇仕様表

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

骨材 冷間圧延鋼板　1.0mm　<焼付塗装仕上>天井レ－ル

壁面レール 冷間圧延鋼板　0.8mm　<焼付塗装仕上>

床レ－ル 冷間圧延鋼板　0.8mm　<焼付塗装仕上>

巾　木 冷間圧延鋼板　0.8mm　<焼付塗装仕上>

ポール（支柱）・横桟 冷間圧延鋼板　1.2mm　<焼付塗装仕上>

上桟・下桟 冷間圧延鋼板　1.0mm　<焼付塗装仕上>

パネル パネル表面材 亜鉛めっき鋼板　0.5mm　<焼付塗装仕上>

芯　材 せっこうボード12.5mm

枠 冷間圧延鋼板　1.2mm　<焼付塗装仕上>ドア枠

扉 パネル表面材

芯　材

目　板

切　窓

ガラス押え

ロック 美和　ＬＡ錠／ゴール　ＬＸ錠

ドアクロ－ザ

旗丁番（ステンレス）丁　番

亜鉛めっき鋼板　0.5mm　<焼付塗装仕上>

ペーパーコア

アルミ押出形材　<焼付塗装仕上>

ポリ塩化ビニル　対応ガラス厚3～6mm<グレー色>

ニュースター PS7002LW・リョービ S22PLW

フランス落し

戸当り

ステンレス

床付け戸当り

70

15 40 15

C
H
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5

下桟

巾木

床レール

パネル

上桟

C
H

70

15 40 15

7
5

下桟

巾木

床レール

上桟

グラスウール25t

32kg/m
3

パネル

8 8

W

7
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5

通常パネル詳細図 S=1:5 遮音パネル詳細図 S=1:5
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召合せ：亜鉛めっき鋼板1.2t

2
1

4
9

1
9
.
5

16.6
41

857 (819)6857 (295)

44

7
0

4
0

41

511698 (1098)51

3232

1800 (1200)

88

1
5

4
0

1
5

7
0

W

88

旗丁番

1
5

4
0

1
5

7
0

W

88

43

832

4

(857) 8195(857) 296

4

328

1
0

1
1

4
9

4
0

49(1702)110249

7
0

(1800)1200

(6)

43

通常ドア詳細図 S=1:5 遮音ドア詳細図 S=1:5

スチールパーテーション詳細図

トイレブース詳細図

通常 非常解外開

ストローク28ストローク15
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非常時用スライドロックHM壁面レール

壁面レール取付下地

非常時戸先目板

非常時

戸先目板カバー

中心吊グレビティヒンジ

目板 戸当り

カチットシステム

　内開きトイレ用扉　 　内開きトイレ用扉　

非常時外開き対応ドア 非常時外開き対応ドア

エンドカバー

◇仕様表

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

パネル 高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)パネル表面材

芯　材 ペーパーコア

付属品

ロック

ヒンジ

天井レール

中心吊グレビティヒンジ

目板／戸当り アルミ押出形材　<焼付塗装仕上>

その他金物 戸当り帽子掛けHG

壁面レール／エンドカバー アルミ押出形材　<焼付塗装仕上>

ステンレス　0.8mm　<ヘアライン仕上>巾木／床レール

亜鉛めっき鋼板　1.2mm　<焼付塗装仕上>

非常時用スライドロックHM

　ジョイント　

SW

エンドカバー

　スクリ－ン端部　

3

壁面マテB゙W芯マテ゛

小口；樹脂テープ貼り

中間レール;焼付塗装

亜鉛めっき鋼板1.2t

　ジョイント　

P
H

天井チリ調整範囲：20～30
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床レール

巾木

表面材

芯材

天井レール

　パネル詳細　

6
0
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H C
H

40

表面材

芯材

戸当り帽子掛けHG

　扉詳細　

下部小口防水テープ(PP)

巾木調整範囲：巾木H-10～巾木H+15

天井チリ調整範囲：20～30

　パネル詳細　 　扉詳細　

間仕切ブース詳細図

グラスウールt50 32K充填

LGS65＋GB-R t12.5（両面） ※便所 補助手摺の取付補強下地を見込むこと。

天井下地
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旗丁番

ドア枠

気密材
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横桟

天井レール

ドア枠

ドアパネル

旗丁番

パネル

ＦＬ

(小松ウオール　マイティー７０　同等)

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口

S=1/5,10 S=1/5

S=1/5

　外開きトイレ用扉　 　内開きトイレ用扉　

S=1/5

天井裏遮音壁

△CH

Ｍバー

▽FL

△CH

▽FL

△CH

▽FL

下部シール材

シブタニDB-400W

(小松ウオール　サニティＴＢ－ＧＰＲタイプ)◇仕様表

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

パネル パネル表面材

芯　材

付属品

ロック

ヒンジ

笠木 アルミ押出形材　<アルマイトクリア処理仕上>

中心吊グレビティヒンジ

スライドロックSK

目板／戸当り アルミ押出形材　<アルマイトクリア処理仕上>

その他金物 戸当り帽子掛けSK

壁面レール アルミ押出形材　<アルマイトクリア処理仕上>／コーナーカバー

巾木／床レール ステンレス　0.8mm　<ヘアライン仕上>

／中心吊ヒンジ

／引手SK

／SKヒンジ

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)

発泡ポリプロピレン

15

壁面マテ B゙W芯マテ゛

Ｔバー：

アルミ押出形材

E
W

8

AW BW CW

4
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20
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3 DW1 3

DW

3 DW1 3

DW

4
0

2
0

20

スライドロックSK

内ロック受けSMSK

スライドロックSK

内ロック受けSMSK壁面レール取付下地

建築工事

目板

カチットシステム

戸当り 目板
Ｒコーナーカバー

壁面レール

中心吊グレビティヒンジ

建具詳細図（４）
A-59

縮 尺 A1:1/5､10

A3:1/10､20

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号



横断面図 S=1/10

目隠しルーバー 正面図 S=1/10

縦断面図 S=1/10

縦断面図 S=1/20

カラーアルミ製目隠しルーバー

（木目調）

（溶融亜鉛メッキのうえDP塗装）
B.PL-22×210×210(SS400)

B.PL-22×210×210(SS400)
（溶融亜鉛メッキのうえDP塗装）

A.BOLT 2-M16(SS400) L=400(Wナット・フック付)

L-65×65×6

（溶融亜鉛メッキ）
L-50×50×4

ﾛ-100×100×3.2(SS400)
（溶融亜鉛メッキのうえDP塗装）

（溶融亜鉛メッキのうえDP塗装）

カラーアルミ製目隠しルーバー

（木目調）

2
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4320(60x72)

20552055

4320(60x72)
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0

75 10050

54
56

40

105105

56
54

40

6060 30

B

400×200　22φ
(ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ被覆)

M16 L=100×4本

鉄部はすべて溶融亜鉛メッキ処理とする

設備架台：H-150×150×7×10

シーリング材 15x20

アンカーボルト長さ100
4-M16

設備架台：H-150×150×7×10
(Ｌ寸法は平面図による)

頭部はシーリング材を充填後塩ビ製キャップ

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えの上

ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ 3段

断熱材：硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=25

床:SLの上
   VS t2.0(超防汚性)

断熱材：硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=25

床:OAﾌﾛｱｰ Tca t6.5(裏糊付)

▽1FL

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えの上

釜場 300x300xH300

点検口 600角（床仕上と同仕上、ｽﾃﾝﾚｽ枠・施錠付）

断熱材：硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=25

(後打ち工法)

浸透性塗布防水浸透性塗布防水

配管ピット配管ピット

多機能便所お客様センターエリア

74

2 21998
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基礎詳細図  S=1/20

▽ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ床面

基礎詳細図  S=1/20

▽ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ床面

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)

▽ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ床面 ▽ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ床面

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2) ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ 115×115

(M5×45)
座金組込六角ﾎﾞﾙﾄ留め 4ヶ所

▽ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ床面

(ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ側)

200

120 120300

540

120 120300

540

120120 600

840

470

1779017

899

カラーアルミ製目隠しルーバー

（溶融亜鉛メッキのうえDP塗装）
ﾛ-100×100×3.2(SS400)

（木目調）

アルミ製格子手摺 正面図 S=1/20

ステップ出入口扉 正面図 S=1/20

四国化成建材(株) GTF5型 同等品以上

▽2FL

▽鉄骨天端

押出成形セメント板 t15
ｱﾙﾐ笠木(既製品)

横引ドレン

50

押出成形セメント板 t15

SUS製飾り桝

断熱材:PF t25打込み 断熱材:PF t25打込み

▽RFL ▽RFL

天端：コンクリート直押えの上塗膜防水塗り

シーリング

シーリング

天端：コンクリート直押えの上塗膜防水塗り

防水押え：アルミアングル（既製品）

立上り部は砂付ルーフィング増張り

天端：コンクリート直押えの上塗膜防水塗り

防水押え：アルミアングル（既製品）

立上り部は砂付ルーフィング増張り

断熱材:PF t25打込み

コンクリート打放し補修の上防水型複層塗材Ｅ吹付

支柱

30×50格子

上胴縁(アルミ型材) 55×70

框(アルミ型材) 75×75

下胴縁(アルミ型材) 55×70

錠金具

30×50格子

中柱(アルミ型材) 75×75

吊元用中柱(アルミ型材) 75×75

立上り部は砂付ルーフィング増張り

伸縮目地

防水押え：アルミアングル（既製品）

設備架台：H-150×150×7×10

天端：コンクリート直押えの上塗膜防水塗り

設備架台：H-100×100×6×8

支柱60×60

胴縁30×60

格子30×50

ｱﾙﾐ押出型材

ｱﾙﾐ押出型材
ｱﾙﾐ押出型材

ｱﾙﾐ笠木(既製品)

断熱材:PF t25打込み

(非加硫ブチルゴム製)

竪樋:SUS製100φ t=0.8

防水ﾓﾙﾀﾙ

コーナーキャント材

打継部：止水材 W10×H100

300

75 150 20

7
0
0

300

75400 150 20

7
0
0

1
0
0

9
00

10050

41
0

75
41
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210

200

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 外断熱工法t=25

押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80
 伸縮目地 W=25 ＠≒2500 ﾀﾃﾖｺ

（溶接金網φ6×100×100  ）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え(水勾配1/100以上)の上ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え(水勾配1/100以上)の上
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 外断熱工法t=25

押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80
 伸縮目地 W=25 ＠≒2500 ﾀﾃﾖｺ

（溶接金網φ6×100×100  ）
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屋根:鉄骨下地 耐火野地板t=25+硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=25
　　 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940の上

　　 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.5ﾀﾃﾊｾﾞ葺（ｷｬｯﾌﾟﾚｽﾀｲﾌﾟ）@340

C-100x50x20x2.3 @600

ｱﾙﾐ笠木(既製品)

▽ｱﾙﾐ笠木天端

谷樋:耐酸被覆綱板t=0.5

1,
54
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50

150450
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45
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620600

谷樋受金物:FB-3×30 @450

450×450 24か所

PS 800×2,550 1か所

PS、EPS 800×2,300 3か所

配筋要領は構造図による
配筋要領は構造図による

400×1,000 31か所

配筋要領は構造図による
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120 120500
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200

室外機基礎 詳細図 ハト小屋 詳細図1/20 1/20

1/20

屋上パラペット（保護アスファルト防水、立上り部乾式保護材） 詳細図 1/20

Ｒ階 ウッドデッキ部分目隠しルーバー 詳細図 1/20Ｒ階 ウッドデッキ部分アルミ製格子手摺 詳細図1/10、1/20

1/20

1/20 太陽光パネル基礎 詳細図

配管ピット　詳細図

腰水切り　詳細図
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　特記事項 工事名称
製作年月日

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
図面名称

2025年 8月
縮尺

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課平
尾

出
口

図示
部分詳細図（１）

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
A-60



縮 尺

補強プレート
スチール t0.8

LGS 50型 ｽﾀｯﾄﾞ@450

ｽﾀｯﾄﾞ繋ぎ材@450
C-50×30×10×1.6

3
0

シーリング
ＰＵ－2 25×15
バックアップ材

ポリエチレン独立発泡体
止水ゴム

t

2
5

ロックウール t=50

構造スリット金具

内側

17

25

誘導用床材・注意喚起用床材　３００×３００×３０

特記事項
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誘導（4本/30cm)

警告（25ケ/30cm角)

ステンレス製

▽F ▽F

接着剤(充填材) 接着剤(充填材)

ステンレス製

1
0
0

5

張付け用ペースト

敷モルタル

FL

平面図

コーナー・端部

3
0
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300

直線部

平面図

注意喚起用タイル 誘導用タイル
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5,020

ルーバー下地：杉30x30@600

C
H
=
3,
1
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0

490

ルーバー下地：杉30x30@600

B

2,140

ルーバー下地ビス留め@600

木製ルーバービス留め@600

3
0

GB-Rt=12.5＋GB-Rt=12.5の上 EP塗り

30

GB-Rt=12.5＋GB-Rt=12.5の上 EP塗り
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=
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30 30

GB-Rt=12.5＋GB-Rt=12.5の上 EP塗り

GB-Rt=12.5＋GB-Rt=12.5の上 EP塗り

天井:GB-R t12.5+DR t15

天井:GB-R t12.5+DR t15

1/20

1/10

1/101/10

1/5

40

3▽ＦＬ

40

タイルカーペット t5.0

▽ＦＬ3

ビニル床シート t2.0

タイルカーペット t6.5

※鉄部は全て溶融亜鉛メッキ＋ＤＰ塗装とする。

塩ビ製見切縁 塩ビ製見切縁

塩ビ製見切縁

1/5、1/50

1/20

10
　　＋メラミン化粧板 t3.0

床仕上面
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耐水合板 t12

壁：メラミン化粧板

ライニング：メラミンポストフォームt=25

シーリング 5×5

大便器
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あ と 施 工 ア ン カ ー
Ｍ 10-2箇 所
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1 , 4 50
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管理錠Ｓ＝1/10
平面

断面

1
3

1
8

5 45 12

ステンレスSUS304　13φ

ステンレスチェーン

孔9ｍｍｔ＝3

差込ボルトＳ＝1/2

※管理錠部詳細

1/2、1/10、1/30

屋上

（ベースプレート詳細図）
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水 抜 き 孔 :5φ

支 柱 :34φ
t=3.4

手 摺 :34φ
t=3.4

手 摺 子 :丸 綱 22φ @120以 下

C-50×30×10×1.6

10

小便器

　　＋メラミン化粧板 t3.0

床仕上面

2
5

1
,
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0
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耐水合板 t12

壁：メラミン化粧板

ライニング：メラミンポストフォームt=25

シーリング 5×5

550150
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SK

床仕上面

耐水合板 t12

壁：メラミン化粧板

シーリング 5×5

150

□-50×50×2.3

C-50×30×10×1.6

補強プレート

スチール t0.8

LGS 50型 ｽﾀｯﾄﾞ@450

C-50×30×10×1.6

ライニング：メラミンポストフォームt=25

遮音間仕切壁

壁：GB-S t=12.5×2重張下地 壁：GB-S t=12.5×2重張下地

天井:GB-Rt=12.5＋GB-Rt=12.5の上 EP塗り

ビニル床シート t5.0

ｽﾀｯﾄﾞ繋ぎ材@450
C-50×30×10×1.6

ｽﾀｯﾄﾞ繋ぎ材@450
C-50×30×10×1.6

遮音間仕切壁

LGS 50型 ｽﾀｯﾄﾞ@450

補強プレート

スチール t0.8
遮音間仕切壁

　　＋メラミン化粧板 t3.0

壁：GB-S t=12.5×2重張下地

吊りボルト

スクリーン100インチ

側板カバー
(アルミ製)

目隠し板
(アルミ製)

(アルミ製)

スクリーンボックス

アンカー打込み(6ヶ所)

2700

詳細図 １／５

φ9吊六角ナット

ナイロン座金

取付金具
FB-4.5x38 L220

吊りボルトφ9

取付ボルトφ9
L25六角ボルト

ゴムクッション

220

15104
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16 150 16

姿図　1/50

目隠し板(アルミ製)

巻上式スクリーン
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▽ 1FL

9

375

姿図　S=1/50

1
8

100

ホールインアンカー 4-Ｍ8

カバー ステンレス製 t=0.5

鉄板取付プレート 100×100×t=4.5

手摺詳細　　S=1/5

SUS38φ×2.0 HL仕上

1/5、1/50アルミ製スクリーンボックス 詳細図

ライニング 詳細図

木製ルーバー 詳細図

Ｒ階屋外階段 詳細図スロープ 詳細図 構造耐火スリット　詳細図

外部誘導用床材・注意喚起用床材　詳細図

内部誘導用表示材・注意喚起用表示材　詳細図

ステンレス床見切り　詳細図

GB-R t12.5+DR t15

(手動)巻上式スクリーン本体も本工事に含む
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床 ： ﾓﾙﾀﾙ下 地 磁 器 質 300角 ﾀｲﾙ貼 り

手 摺 ： SUS40φ × 2.0 HL仕 上

2,640

床 ： ﾓﾙﾀﾙ下 地 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁 器 質 100角 ﾀｲﾙ貼 り
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断面図　S=1/50

▽ GL

手 摺 ： SUS40φ × 2.0 HL仕 上

A-61

差込ボルト13ｍｍ

ステンレスチェーン溶接止め

ボルト差込用孔15ｍｍ程度

管理錠：ステンレスSUS304ｔ＝3曲げ加工

上 部 庇 ： ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙ

鉄 骨 柱 ： 216φ

笠木：SUS40φ×2.0 HL仕上

支柱：SUS38φ×2.0 HL仕上＠900

立上り：防水型複層塗材E吹付

面取10x10

捨てコンｔ＝50
砕石ｔ＝60

天 端 ： 塗 膜 防 水 塗 り

床 ： ﾓﾙﾀﾙ下 地

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁 器 質 100角 ﾀｲﾙ貼 り

鉄 骨 柱 ： 267φ

鉄 骨 柱 ： 216φ

笠木：SUS40φ×2.0 HL仕上

立上り：防水型複層塗材E吹付

支柱：SUS38φ×2.0 HL仕上＠900

床見切り：ＳＵＳｔ２.０　ＨＬ

Ｐ ２ .３Ｌ
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（水性塗料(内部用)）

（水性塗料(内部用)）

木製ルーバー（杉）木材保護塗料40x105@300 L=2500程度をジョイント

（準不燃木材）
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（練り付け材）

男子便所、女子便所手洗いカウンター 詳細図
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図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番

気密用
ゴムパッキング
(クロロプレンゴム)

SUS　304

ステンレス枠
SUS　304

鋼板t4.5

アンカーD10-＠500程度
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詳細図 1/5
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平面図　1：20

※　本体材質・・・アルミ合金押出型材

姿図　1：20 断面図　1：20
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※W寸法は平面詳細図による。
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平面図
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(超 防 汚 性 )

汚 垂 ﾀｲﾙt6

補 強 鉄 板 t1.6

補 強 鉄 板 t1.6

300

900

7
0
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3
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6 00
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補 強 鉄 板 t1.6

補 強 鉄 板 t1.6

床 :VS t2.0

1
0

1
2
0

150 2560

L-30×30×3.0

吊ﾎﾞﾙﾄ ＠900

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

ｲﾝｻｰﾄ

1
0

ゴム座

31Φ×25

敷 居 :160× 45

金 属 系 あ と 施 工 ｱﾝｶｰM10＠ 900

90× 45

床 :VS t2.5

壁 :GB-R t12.5+GB-R t12.5
GW t75充 填

出入口部分詳細図　1/10 断面詳細図　1/5

10Ｗ＜510

2
3

10 ＠500

耐震性能

中央集中荷重（加圧板50φ）

材質及び局部処理

積載荷重300㎏/㎡-1Gクリヤ

1000㎏f以上

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

ｸｯｼｮﾝ材
ﾜﾝﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙﾛｯｸ

柱脚

溶融亜鉛メッキ鋼板

ｸｯｼｮﾝ材

ｶｯﾄﾊﾟﾈﾙ

ｸｯｼｮﾝ材

300㎏fたわみ2.0mm以内

表面板、裏面板

（軽量無機質材充填）

ｈ

1
0
0

タイルカーペットt6.5

部分詳細図（３）

1/101/10消火器ボックス(埋込タイプ) 詳細図床下点検口 詳細図

大型鏡取付 詳細図 1/5

サッシ取合い 詳細図 1/5床仕上巻上 詳細図 1/5

1/30 便所 補助手摺 詳細図多機能便所 補助手摺 詳細図 1/30

ブラインドボックス 詳細図

1/20　1/30 休養室 畳敷き床下地 詳細図 1/5　1/10

ＯＡフロア 詳細図 1/10

汚 垂 ﾀｲﾙt13

付 け 框 ： 銘 木 貼 物

特殊樹脂支柱@900

緩衝材

耐水合板t9

乾 式 二 重 床 下 地

耐 水 合 板 t9

90× 45

床 :置 畳 敷 t30

縦 枠 、 上 枠 :160× 25

畳寄せ40×30

置畳敷t30

きわ根太ボルト

ゴム座

35Φ×20

システム根太

床パネルt20

畳寄せ 15×25
15x15-@360

雑巾摺15ｘ15

一部縁甲板t13

※防水・防臭型とする。

※ハンドル共とする。

断面詳細図　1/20

人造大理石製洗面カウンター

シーリング

ライニング：メラミンポストフォームt=25
耐水合板 t=12

大型鏡

カウンター取付ブラケット
軽鉄間仕切壁取付下地共

（取っ手、スライド丁番含む）

下部収納開き扉：木質＋メラミンシート張り

補強鉄板 t1.6

カウンター取付ブラケット

平面詳細図　1/30

人造大理石製洗面カウンター

底板：ポリ合板t3.8

H=300

図示2025年 8月平
尾

出
口

ｱﾙﾐ製塞ぎ板ｔ1.5加工

PL-45×30×2.3

※(株)ユニオン　UFB-2F-3007-PWH 同等品

ＬＧＳ下地

※Ｌ寸法は天井伏図参照

（ 練 り 付 け 材 ）

（ 練 り 付 け 材 ）

（練り付け材）

（練り付け材）

（練り付け材）

（ 練 り 付 け 材 ）

アウトレットパネル

標準パネル 500×500×23

500×500×23

ＯＡフロアー仕様

洗面器（設備工事）

A-62

ｻｯｼ額縁

平面図　１／５

断面図　１／５
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0

3 14
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0

600～800350～400 350～400

580 580220

1600～2630
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0
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0
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1
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5
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1
,
0
0
0

1
5
0

8
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0

5
0

7
0

500

3
4

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

耐荷重（加圧板50φ）

床仕上げ材と同材

締付けボルト
ステンレス

縁金物
ステンレス

姿図 1/20

600

6
0
0

1/5　1/20
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排煙ドーム 詳細図

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番

1
,
1
1
0

1
0
5

1
0
5

9
0
0

1 , 1 10

105105 900

ド ー ム 固 定 枠 ： ア ル ミ 押 出 材 t2.0 ア ル マ イ ト 処 理

ポリカーボネート(乳白色)

材 質 ： ア ル ミ 押 出 材 t2.0 ア ル マ イ ト 処 理

金 物 ： ス テ ー 、 ス テ ー ダ ン パ ー 、 滑 車 、 サ ッ シ ア ン カ ー

排 煙 ド ー ム ： ポ リ カ ー ボ ネ ー ト (乳 白 色 )

固 定 枠 ： ア ル ミ 押 出 材 t2.0 ア ル マ イ ト 処 理

見切縁 アルミ既製品

C
H
＝

2
,
7
0
0

C
H
＝

2
,
7
0
0

1
1
0

4 5 4 5

4
0
0

1
5
0

モ ル タ ル 詰 め

壁:GB-R t12.5+GB-R t12.5+VC

7
0

2
2
0

天井 :GB-D t12.5

1
,
4
4
0

Ｒ Ｆ Ｌ

会議室(2) 倉庫(5) 廊下(1)

天井:GB-D t12.5+DR t15

1,109

860× 860

259025

網入型板ガラス t6.8

ポリカーボネート(乳白色)

塗 膜 防 水

コ ン ク リ ー ト 打 放 し 仕 上

7

1,000420

365 1,110

120 1201,260× 1,260

スクリーン：中間膜+強化ガラスt=5挟み込み

排気

部分詳細図（４）

2
0

5
1
5

15 5

20

15
5

2
0

15

20

5

20

2
5

2
0

（化粧横目地） （化粧たて目地） （打継目地）

ＰＵ－２　ポリウレタン系

10

15 15

1
5

5

2
0

（水切り目地）

（入隅目地）

1
5

5

2
0

15

20

（誘発目地）

シーリング20×10

ＰＵ－２　ポリウレタン系
シーリング20×10

1/20 1/5　1/20　1/30２階シャワールーム(女子)洗面カウンター 詳細図

各種目地 詳細図 1/5

防水押え：アルミアングル（既製品）

立上り部は砂付ルーフィング増張り

1/20　1/30２階シャワールーム(男子)洗面カウンター 詳細図

シ ー リ ン グ 15× 10

断面詳細図　1/20

人造大理石製洗面カウンター

人造大理石製洗面カウンター

カウンター取付ブラケット
軽鉄間仕切壁取付下地共

シーリング

カウンター取付ブラケット

大型鏡

下部収納開き扉：木質＋メラミンシート張り

（取っ手、スライド丁番含む）

平面詳細図　1/30

排 煙 ハ ッ チ ： 網 入 型 板 ガ ラ ス t6.8

網入型板ガラス t6.8

1
0
0

1
0
0

1
,
5
0
0

1
,
3
0
0

1 0 01, 300

1,500

100

金 物 ： 蝶 番 、 滑 車 、 吊 り 金 具

材 質 ： 溶 融 亜 鉛 処 理 鋼 板 ア ク リ ル 樹 脂 系 塗 装

ガ ラ ス 固 定 枠 ： ア ル ミ

Ｒ Ｆ Ｌ

1
1
0

1
5
0
7
0

2
2
0

コ ン ク リ ー ト 打 放 し 仕 上

塗 膜 防 水

4
0
0

12 0 1 201,500× 1,500

1,300

断熱材:PF t25打込み

45
防水押え：アルミアングル（既製品）

立上り部は砂付ルーフィング増張り

コ ン ク リ ー ト 打 放 し 仕 上

塗 膜 防 水

1/20排煙ハッチ 詳細図

トイレカウンター 詳細図 1/20

丸鋼または野縁受けを用いて、吊りボルトの振れ止め補強を行う。また、斜めの振れ止めは要所に入れる。

天井ふところが屋内で1.5ｍ以上、屋外で1.0ｍ以上の場合は、縦横間隔1.8ｍ程度に

@900@900@900

インサート 鉄骨部材

天井仕上材 シングル野縁

（ビス付）
ダブル野縁

（ビス付）
ハンガー

C-19×10×1.2
@1.8M以内

振れ止め

C-36x12x1.6
@1.8M以内
C-19×10×1.2
斜め振れ止め

屋
外

Ｈ
≧

1
0
0
0

屋
内

Ｈ
≧

1
5
0
0

（ビス付）
ハンガー

吊りボルト

天井内振れ止め 詳細図 1/10

LGS 90型

6
6
0

断熱材:PF t25打込み

天板：人造大理石製

隔てスクリーン断面詳細図　1/5

補強鉄板 t1.6
H=300

断面詳細図　1/20平面詳細図　1/30

人造大理石製洗面カウンター

カウンター取付ブラケット
軽鉄間仕切壁取付下地共

シーリング

カウンター取付ブラケット

大型鏡

巾木

下部収納開き扉：木質＋メラミンシート張り

（取っ手、スライド丁番含む）

スクリーン：中間膜+強化ガラスt=5挟み込み

中桟：18×13 SUS磨き コの字チャンネル

補強鉄板 t1.6

H=300

人造大理石製洗面カウンター

底板：ポリ合板t3.8

底板：ポリ合板t3.8

　　　　　　コーキング固定

ガラス受け：18×13 SUS磨き コの字チャンネル t=1.5

隔てパネル：メラミン化粧合板t=40

2025年 8月平
尾

出
口

図示

床仕上面

2
4

9
9
9

Lｰ30×30×3
（通し）

補強材

10 壁：GB-S t=12.5下地

　　＋メラミン化粧板 t3.0

シーリング 5×5

耐水合板 t12

ライニング：メラミンポストフォームt=25

シーリング 5×5

壁：メラミン化粧板

LGS W=65

補強材

400

（420）

1/20収納付ベンチ 詳細図

ベ ン チ

収 納

1
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4
5
0

400
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0

24 358 24 749 24

1,180

1
0
0

4
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2
9
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2
4

3
0

24 358 24 749 24

1,180

4
0
0

平面図

姿図 断面図

家具仕様

側板・底板・扉・内面：メラミン化粧合板

扉金物：スライド丁番

天板：桧台形集成材＋ＵＣ塗装

A-63

60°

18 1111
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一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

排煙ガラリ（開き角度45度以上）
W=800

隔てパネル：メラミン化粧合板t=40



1/201/20 ガード付タラップ 詳細図

B

ガ ー ド 付 タ ラ ッ プ SUS製

Ｓ材

端部フタ

（樹脂製）

側面

平面

断面

:シーリング

S=1:20

(150)

5
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3
5
0

1
,
0
5
0

設 備 配 管 取 出 口

安全ガード

6×50-1,050@

安全ガード

FB4×30

歩み板

しま鋼板 ｔ＝４

ステンレスSUS　304

ステンレスSUS　304

ステンレスSUS　304 6×50

足金物　ステンレスSUS　304

鉄筋に溶接
先端を100ｍｍつめおり

溶接

溶接

二重ナット締め又は溶接

溶接

ステンレスボルト9φ

2
,
3
2
0

25φ

ステンレスSUS　304
ステンレスSUS　304

22φ

排 水 溝

▽ RFL-2

▽ ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天 -2

▽ RFL

5
7
0

ステンレスSUS　304
6×50-1,050@

ステンレスボルト９Φ

二重ナット締め又は溶接

ステンレスSUS　304
FB4×30

FB4×30
ステンレスSUS　304
安全ガード

溶接
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担
当
課
長

係 担課　 特 記 事 項 工 事 名 称
製作年月日 (仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

長 当長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

管
理

主
任

担
当

担
当平

尾
出
口

技
術
者

技
術
者

技
術
者

技
術
者

図 面 名 称 縮 尺
2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

図 番上下水道庁舎

部分詳細図（５）

A1:1/20

A3:1/40
A-64

南側出入口アルミ製庇 詳細図

４φｘ１３ビス

４φｘ１３ビス

Ｍ１０×７５Ｌ

アルミ押出型材37φ

竪樋
取付

ツバ部にコーキング塗布の上

落し口 ４０

排水口：50ｘ33

軒とい

ビスカバー

吊元カバー（上）

カバー止め金具

吊元レール

サポートポール

Ｍ１０＜＠４００＞

Ｍ１２

サポートポール

Ｍ１２

取付座金

（裏面：止水ゴム付）

オーバーフロー

Ｍ１２

＜＠４００＞
Ｍ１０

サポートポール

アルミ押出型材37φ

両端落し口付

落し口：両端

色：シルバー

ポール付

S=1:20（ボルトピッチ図）

吊元正面図

外観 右

525252落し口４０ 落し口４０

カバー止め金具

（@400）

1
4
4

1
8
6

2
4

2
0

1
0
0

103.8 103.8

8181

1212

411.4 411.4

52落し口４０

2700

2492.4

7
0
0

2700

1
2
0
0

外観 左

吊元レール寸法

ボルトピッチ

アルミ押出型材37φ

落し口４０

カバー止め金具

ポールピッチ

ピッチ

サポートポール

（AL製）

端部蓋

S材

（樹脂製）

端部蓋
2 14 314 13 12 11 10 9 8 7 6 5

平面図　S=1:20

サポートポール外壁側座金正面図　S=1:10

側面図　S=1:20

＜100パネル＞ ＜100パネル＞＜200パネル＞

中央部左端部 右端部

＜パネルピッチ＞

199.7199.7

庇Ｌ：

199.5

3
5

90110

@199.7×ｎ

Ｓ材（先端化粧材）

350 350 200

Ｃ

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号



管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
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者
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術
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管
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術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平
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出
口
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750 300 750

Ｗ７５０・シルバー・右勝手・３芯

Ｗ７５０・シルバー

シルバー

シルクエンボス

エコハンドル

8

15 15

7

開き扉

開き扉

ＩＨヒーター用仕切り板

2

3

4

5

6

7

8

9

レンジフード用金属幕板

レンジフード用横幕板

10

11

12

13

14

15 天井フィラー

1 ステンレストップ

シンク下 開き扉

ラウンドシンク

シングルレバー水栓

調理台下 １段引出し、開き扉

コンロ下 開き扉

レンジフード シロッコファン

グリルなし加熱機器 ＩＨヒーター

ウォールキャビネット Ｗ＝300

ウォールキャビネット Ｗ＝750

品 名 備 考

直管配管排水セット

A1:1/20

A3:1/40キッチン詳細図（参考図）

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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者
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術
者
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主
任技

術
者
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者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口

C面

B面

A面

E面

床

壁

天井

ドア

水栓金具

シャワーフック

照明

収納

換気扇

トラップ

給水管

給湯管

雑排水管

FRP　凹凸模様仕上げ

Lパネル(マット)

化粧鋼板複合パネル

折り戸:アルミアルマイト処理 (キレイドア)

面　材:型板調樹脂板

壁付サーモ水栓(ノルマーレS) シャワー専用

シャワー:スプレーシャワー

スリム照明(防湿型) LEDランプ 1灯

収納パネル:樹脂製

天井換気扇(ホワイト) UF-24B

ABS樹脂製 封水55mm

Rc1/2　めねじ止

Rc1/2　めねじ止

トラップ止

樹脂製(ホワイト)　2個（現場同し）

部位/項目 仕様(寸法単位:mm)

C面

B面

A面

E面

SPB-0808LBEL-B

B面 A面

C面E面

ドア取合換気扇床支持位置

配管持出し方向

照明

給水給湯接続部

給湯　h=1035

給湯 給水

給水　h=1035

天井

内開き右吊り(内観図)､左吊りはこの逆になります｡
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▽
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ドア枠
下端
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天井

△
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▽

▽UB内法面

▽仕上面

▽
UB.FL

▽
SL

Rc 1/2

VVFφ1.6×2C×1.5m

ジョイントボックスへ

VCTF 0.75mm ×2C2×1m

専用ダクト　DP-100A

接続口外径

242×340点検口
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ドア部の寸法は詳細図のドア取合を参照

ユニットシャワー詳細図（参考図）

天井見上げ図　 S=1:50

S=1:25平面図

S=1:25

S=1:25

S=1:2.5

S=1:2.5

S=1:2.5

S=1:2.5

S=1:25展開図

縮 尺 A1:1/2.5､25

A3:1/5､50
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c-c　断面図柱貫通部　詳細 HP-1 1階　出入口　ブラケット断面図 HP-2 R階　休憩スペース　ブラケット断面図

HP-2 R階　休憩スペース　詳細断面図HP-1 1階　出入口　詳細断面図

b-b　断面図

a-a　断面図

a

a

c c

bb

9

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平
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矩計図 ブラケット断面　詳細

ブラケット断面　詳細

HP-1 1階　出入口 HP-2 R階　休憩スペース

HP-1 1階　出入口 HP-2 R階　休憩スペース
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縮尺A1：1/200、A3：1/400

縮尺A1：1/200、A3：1/400

縮尺A1：1/5、A3：1/10

縮尺A1：1/5、A3：1/10

1階　出入口　柱貫通部　詳細 縮尺A1：1/5、A3：1/10

アルミハニカム庇詳細図（参考図）

縮 尺 A1:1/5､200

A3:1/10､400

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

止水板:ST-PL-t9(鉄骨工事)
振れ止め:ST-PL-t9(鉄骨工事)

塞ぎパネル:AL-PL-t2

ST-PL-t9(鉄骨工事)

現場付　テクス特サラM4x16 ST-PL-t9(鉄骨工事)支持材(鉄骨工事)
皿頭は色付ビス

塞ぎパネル:AL-PL-t2

止水板:ST-PL-t9(鉄骨工事)

止水板:ST-PL-t6(鉄骨工事) φ18x40タテ長孔(鉄骨工事)
塞ぎパネル:AL-PL-t2

φ18x50ヨコ長孔

現場付　M16ハイテンションボルト

ブラケット:ST-L-90x75x9

現場付　M12ゆるみ止めナット､ワッシャ

φ15x40長孔

工場付　M12防水ボルト

塞ぎパネル:AL-PL-t2半割れリング:AL-PL-t2

現場付　特サラ　テクスネジM4x16

皿頭は色付ビス

アルミニウム建築構造協議会

接着ハニカムパネル設計･製作指針にて制作のこと

落し口:AL-φ50xt2(1箇所)
アルミニウム建築構造製作認定工場　1類製作工場とする｡

アルミハニカムパネルt104水切り:AL押出形材 【仕様】

軒先材:AL押出形材雨樋:AL押出形材 　　ハニカムパネル厚さ=t104

　　面板材料:ALt2

　　表面処理:フッ素樹脂焼付塗装

耐火性は不要

【耐風圧性能】雨樋:AL押出形材

　　庇高さ=2.8m､　建物最高さ=13.9m水切り:AL押出形材

　　再現期間=100年
落し口:AL-φ50xt2(1箇所)

　　基準風速=34m/sec　粗度区分=3

(正圧部)吹下風圧力=1877N/m2

+10 +30
(一般負圧部)吹上風圧力=-2303N/m2+30

+30

(隅角部)吹上風圧力=-3340N/m2

【積雪深さ】

　　30cm(600N/m2 )

【防水仕様】

軒先材:AL押出形材
　　※シール劣化を放置しますとアルミハニカムパネル製品に

アルミハニカムパネルt104
　　不具合が事が発生する事があります｡　

　定期的なメンテナンスをお願いします｡

【鉄骨メンバー】

　　鉄骨メンバーにつきましては､構造設計者様によるご決定を

　　お願いいたします｡

庇:アルミハニカムパネルt104

止水板:ST-PL-t9(鉄骨工事)
軒先材:AL押出形材

庇:アルミハニカムパネルt104

雨樋:AL押出形材軒先材:AL押出形材

雨樋:AL押出形材

▽2FL
▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天-2

▽RFL-2

▽1FL

▽RFL

(TP+5.83)△設計GL① 竪樋
竪樋

(TP+4.57)△設計GL②

内樋:AL-PL-t2.0

現場付　ステンレス金網

水切り:AL押出形材

雨樋:アルミ押出形材

現場付　ステンレス金網水切り:AL押出形材

雨樋:アルミ押出形材

軒先材:AL押出形材

φ45孔落し口:AL-φ50xt2

水密溶接付け

竪樋

落し口:AL-φ50xt2 軒先材:AL押出形材竪樋
水密溶接付け

φ45孔

水勾配:1/200水勾配:1/200

水勾配:1/200
水勾配:1/200
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課
長

係 担課　 特 記 事 項 工 事 名 称
製作年月日 (仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

長 当長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

管
理

主
任

担
当

担
当平

尾
出
口

技
術
者

技
術
者

技
術
者

技
術
者

図 面 名 称
2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

図 番上下水道庁舎

N

階段室

表面材：デッキND-JF2760AC　160×27.5　L1995

根太材：高耐食性ハット型鋼　40×70　ｔ1.6　L2700＠500

大引き材：高耐食性ハット型鋼　40×70　ｔ1.6　L2700＠900

支持脚：高床用鋼製束＠900接着固定

ブレース：Lアングル鋼40×40　ｔ2.3

際根太：C型鋼40×40×30　ｔ2.3

根太材：高耐食性ハット型鋼　22.5×70　ｔ2.3＠500

幕板：デッキND-JFW2760AN　160×27.5

幕板下地：Lアングル鋼40×40　ｔ2.3

支持脚：マルチポストS型＠600以内　接着固定

ZAM　□32×32　ｔ1.6　接着固定

A

ABB

C

C

階段室

ウッドデッキ（表面材）平面図　1：50

表面材：デッキND-JF2760AC　160×27.5　L1995
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根太材：高耐食性ハット型鋼　40×70　ｔ1.6　L2700＠500

幕板下地：Lアングル鋼40×40　ｔ2.3

大引き材：高耐食性ハット型鋼　40×70　ｔ1.6　L2700＠900

表面材：デッキND-JF2760AC　160×27.5　L1995

押さえ金具W（SUS）

ブレース：Lアングル鋼40×40　ｔ2.3

Z型金物：ZAM　ｔ2.3（通し材）

根太材：高耐食性ハット型鋼　22.5×70　ｔ2.3＠500

支持脚：マルチポストS型＠600以内　接着固定

支持脚：高床用鋼製束＠900接着固定

Lアングル鋼40×40　ｔ2.3

φ5×45サラドリルビス（SUS+ディスゴめっき）
※ビス頭デッキ材同色塗装

ZAM　□32×32　ｔ1.6　接着固定

エポキシ系

ウッドデッキ平面図　1：50

A-A断面図　1：10
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幕板：デッキND-JFW2760AN　160×27.5

際根太：C型鋼40×40×30　ｔ2.3

幕板下地：Lアングル鋼40×40　ｔ2.3

ブレース：Lアングル鋼40×40　ｔ2.3

表面材：デッキND-JF2760AC　160×27.5　L1995

押さえ金具W（SUS）

根太材：高耐食性ハット型鋼　40×70　ｔ1.6　L2700＠500

支持脚：高床用鋼製束＠900接着固定

大引き材：高耐食性ハット型鋼　40×70　ｔ1.6　L2700＠900

φ5×45サラドリルビス（SUS+ディスゴめっき）

※ビス頭デッキ材同色塗装
B-B断面図　1：10

B

5 109 4 160 4 160 4 160 101.2 101.227.5 4

300 300 840 10

1,450 470

5 160 4 108.427.5

1
6
0

4
7
6

2
4
0

2
4
0

2
4
5

7
2
5

150 182.7 300 622.5 150

C-C断面図　1：10

根太材：高耐食性ハット型鋼　40×70　ｔ1.6　L2700＠500

大引き材：高耐食性ハット型鋼　40×70　ｔ1.6

支持脚：SUS　M12ボルト下段下地にビス固定

φ5×45サラドリルビス（SUS+ディスゴめっき）

※ビス頭デッキ材同色塗装
押さえ金具W（SUS）

表面材：デッキND-JF2760AC　160×27.5

幕板：デッキND-JFW2760AN　160×27.5

幕板下地：Lアングル鋼40×40　ｔ2.3

エポキシ接着ピース材
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幕板：デッキND-JFW2760AN　160×27.5

幕板：デッキND-JFW2760AN　160×27.5

ウッドデッキ詳細図

縮 尺 A1:1/10､50

A3:1/20､100
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担
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課
長

係 担課　特記事項 工事名称
製作年月日 (仮称 )上下水道庁舎建設工事

長 当長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

管
理

主
任

担
当

担
当平

尾
出
口

技
術
者

技
術
者

技
術
者

技
術
者

図面名称 縮尺
2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課 A1:1/100

A3:1/200

当初・変更・完成

図番上下水道庁舎
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図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

2025年 8月

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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影倍率表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

時 刻 太陽　高度 太陽方位角 影長倍率 Ｘ 倍 率 Ｙ 倍 率

8:00 8ﾟ29' -53ﾟ27' 6.706 -5.387 3.994

8:30 13ﾟ15' -48ﾟ24' 4.246 -3.175 2.820

9:00 17ﾟ39' -42ﾟ54' 3.144 -2.140 2.303

9:30 21ﾟ35' -36ﾟ55' 2.527 -1.518 2.021

10:00 25ﾟ00' -30ﾟ24' 2.145 -1.086 1.850

10:30 27ﾟ47' -23ﾟ23' 1.898 -0.753 1.743

11:00 29ﾟ51' -15ﾟ53' 1.743 -0.477 1.676

11:30 31ﾟ07' -8ﾟ02' 1.656 -0.232 1.640

12:00 31ﾟ33' 0ﾟ00' 1.629 0.000 1.629

12:30 31ﾟ07' 8ﾟ02' 1.656 0.232 1.640

13:00 29ﾟ51' 15ﾟ53' 1.743 0.477 1.676

13:30 27ﾟ47' 23ﾟ23' 1.898 0.753 1.743

14:00 25ﾟ00' 30ﾟ24' 2.145 1.086 1.850

14:30 21ﾟ35' 36ﾟ55' 2.527 1.518 2.021

15:00 17ﾟ39' 42ﾟ54' 3.144 2.140 2.303

15:30 13ﾟ15' 48ﾟ24' 4.246 3.175 2.820

16:00 8ﾟ29' 53ﾟ27' 6.706 5.387 3.994

A-72
日影長さ表

-

[Ａ 計画建物] [Ｂ 計画建物] [Ｃ 計画建物] [Ｄ 計画建物] [Ｅ 計画建物] [Ｆ 計画建物] [Ｇ 資材管理棟] [Ｈ ろ過池]

[Ｉ 高度処理棟] [Ｊ 高度処理棟] [Ｋ 高度処理棟] [Ｌ 高度処理棟] [Ｍ 高度処理棟] [Ｎ 排水処理棟] [Ｏ 管理棟] [Ｐ 管理棟]

[Ｑ 管理棟] [Ｒ 送水ポンプ棟] [Ｓ 送水ポンプ棟] [Ｔ 倉庫棟] [Ｕ 導水ポンプ室] [Ｖ 沈殿池] [Ｗ 沈殿池] [Ｘ 薬注室]

[Ｙ 濃縮槽] [ａ 自家発電機室] [ｃ 次亜タンク室] [ｄ 計画建物]

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝11.215(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝7.215(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 48.384

8:30 4.246 30.635

9:00 3.144 22.684

9:30 2.527 18.232

10:00 2.145 15.476

10:30 1.898 13.694

11:00 1.743 12.576

11:30 1.656 11.948

12:00 1.629 11.753

12:30 1.656 11.948

13:00 1.743 12.576

13:30 1.898 13.694

14:00 2.145 15.476

14:30 2.527 18.232

15:00 3.144 22.684

15:30 4.246 30.635

16:00 6.706 48.384

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝15.315(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝11.315(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 75.878

8:30 4.246 48.043

9:00 3.144 35.574

9:30 2.527 28.593

10:00 2.145 24.271

10:30 1.898 21.476

11:00 1.743 19.722

11:30 1.656 18.738

12:00 1.629 18.432

12:30 1.656 18.738

13:00 1.743 19.722

13:30 1.898 21.476

14:00 2.145 24.271

14:30 2.527 28.593

15:00 3.144 35.574

15:30 4.246 48.043

16:00 6.706 75.878

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝14.515(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝10.515(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 70.514

8:30 4.246 44.647

9:00 3.144 33.059

9:30 2.527 26.571

10:00 2.145 22.555

10:30 1.898 19.957

11:00 1.743 18.328

11:30 1.656 17.413

12:00 1.629 17.129

12:30 1.656 17.413

13:00 1.743 18.328

13:30 1.898 19.957

14:00 2.145 22.555

14:30 2.527 26.571

15:00 3.144 33.059

15:30 4.246 44.647

16:00 6.706 70.514

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝6.015(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝2.015(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 13.513

8:30 4.246 8.556

9:00 3.144 6.335

9:30 2.527 5.092

10:00 2.145 4.322

10:30 1.898 3.824

11:00 1.743 3.512

11:30 1.656 3.337

12:00 1.629 3.282

12:30 1.656 3.337

13:00 1.743 3.512

13:30 1.898 3.824

14:00 2.145 4.322

14:30 2.527 5.092

15:00 3.144 6.335

15:30 4.246 8.556

16:00 6.706 13.513

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝11.715(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝7.715(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 51.737

8:30 4.246 32.758

9:00 3.144 24.256

9:30 2.527 19.496

10:00 2.145 16.549

10:30 1.898 14.643

11:00 1.743 13.447

11:30 1.656 12.776

12:00 1.629 12.568

12:30 1.656 12.776

13:00 1.743 13.447

13:30 1.898 14.643

14:00 2.145 16.549

14:30 2.527 19.496

15:00 3.144 24.256

15:30 4.246 32.758

16:00 6.706 51.737

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝12.405(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝8.405(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 56.364

8:30 4.246 35.688

9:00 3.144 26.425

9:30 2.527 21.239

10:00 2.145 18.029

10:30 1.898 15.953

11:00 1.743 14.650

11:30 1.656 13.919

12:00 1.629 13.692

12:30 1.656 13.919

13:00 1.743 14.650

13:30 1.898 15.953

14:00 2.145 18.029

14:30 2.527 21.239

15:00 3.144 26.425

15:30 4.246 35.688

16:00 6.706 56.364

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝9.655(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝5.655(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 37.922

8:30 4.246 24.011

9:00 3.144 17.779

9:30 2.527 14.290

10:00 2.145 12.130

10:30 1.898 10.733

11:00 1.743 9.857

11:30 1.656 9.365

12:00 1.629 9.212

12:30 1.656 9.365

13:00 1.743 9.857

13:30 1.898 10.733

14:00 2.145 12.130

14:30 2.527 14.290

15:00 3.144 17.779

15:30 4.246 24.011

16:00 6.706 37.922

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝6.875(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝2.875(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 19.280

8:30 4.246 12.207

9:00 3.144 9.039

9:30 2.527 7.265

10:00 2.145 6.167

10:30 1.898 5.457

11:00 1.743 5.011

11:30 1.656 4.761

12:00 1.629 4.683

12:30 1.656 4.761

13:00 1.743 5.011

13:30 1.898 5.457

14:00 2.145 6.167

14:30 2.527 7.265

15:00 3.144 9.039

15:30 4.246 12.207

16:00 6.706 19.280

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝15.105(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝11.105(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 74.470

8:30 4.246 47.152

9:00 3.144 34.914

9:30 2.527 28.062

10:00 2.145 23.820

10:30 1.898 21.077

11:00 1.743 19.356

11:30 1.656 18.390

12:00 1.629 18.090

12:30 1.656 18.390

13:00 1.743 19.356

13:30 1.898 21.077

14:00 2.145 23.820

14:30 2.527 28.062

15:00 3.144 34.914

15:30 4.246 47.152

16:00 6.706 74.470

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝13.355(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝9.355(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 62.735

8:30 4.246 39.721

9:00 3.144 29.412

9:30 2.527 23.640

10:00 2.145 20.066

10:30 1.898 17.756

11:00 1.743 16.306

11:30 1.656 15.492

12:00 1.629 15.239

12:30 1.656 15.492

13:00 1.743 16.306

13:30 1.898 17.756

14:00 2.145 20.066

14:30 2.527 23.640

15:00 3.144 29.412

15:30 4.246 39.721

16:00 6.706 62.735

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝11.405(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝7.405(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 49.658

8:30 4.246 31.442

9:00 3.144 23.281

9:30 2.527 18.712

10:00 2.145 15.884

10:30 1.898 14.055

11:00 1.743 12.907

11:30 1.656 12.263

12:00 1.629 12.063

12:30 1.656 12.263

13:00 1.743 12.907

13:30 1.898 14.055

14:00 2.145 15.884

14:30 2.527 18.712

15:00 3.144 23.281

15:30 4.246 31.442

16:00 6.706 49.658

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝7.405(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝3.405(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 22.834

8:30 4.246 14.458

9:00 3.144 10.705

9:30 2.527 8.604

10:00 2.145 7.304

10:30 1.898 6.463

11:00 1.743 5.935

11:30 1.656 5.639

12:00 1.629 5.547

12:30 1.656 5.639

13:00 1.743 5.935

13:30 1.898 6.463

14:00 2.145 7.304

14:30 2.527 8.604

15:00 3.144 10.705

15:30 4.246 14.458

16:00 6.706 22.834

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝4.605(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝0.605(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 4.057

8:30 4.246 2.569

9:00 3.144 1.902

9:30 2.527 1.529

10:00 2.145 1.298

10:30 1.898 1.148

11:00 1.743 1.055

11:30 1.656 1.002

12:00 1.629 0.986

12:30 1.656 1.002

13:00 1.743 1.055

13:30 1.898 1.148

14:00 2.145 1.298

14:30 2.527 1.529

15:00 3.144 1.902

15:30 4.246 2.569

16:00 6.706 4.057

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝12.955(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝8.955(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 60.052

8:30 4.246 38.023

9:00 3.144 28.155

9:30 2.527 22.629

10:00 2.145 19.208

10:30 1.898 16.997

11:00 1.743 15.609

11:30 1.656 14.829

12:00 1.629 14.588

12:30 1.656 14.829

13:00 1.743 15.609

13:30 1.898 16.997

14:00 2.145 19.208

14:30 2.527 22.629

15:00 3.144 28.155

15:30 4.246 38.023

16:00 6.706 60.052

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝14.909(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝10.909(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 73.156

8:30 4.246 46.320

9:00 3.144 34.298

9:30 2.527 27.567

10:00 2.145 23.400

10:30 1.898 20.705

11:00 1.743 19.014

11:30 1.656 18.065

12:00 1.629 17.771

12:30 1.656 18.065

13:00 1.743 19.014

13:30 1.898 20.705

14:00 2.145 23.400

14:30 2.527 27.567

15:00 3.144 34.298

15:30 4.246 46.320

16:00 6.706 73.156

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝12.089(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝8.089(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 54.245

8:30 4.246 34.346

9:00 3.144 25.432

9:30 2.527 20.441

10:00 2.145 17.351

10:30 1.898 15.353

11:00 1.743 14.099

11:30 1.656 13.395

12:00 1.629 13.177

12:30 1.656 13.395

13:00 1.743 14.099

13:30 1.898 15.353

14:00 2.145 17.351

14:30 2.527 20.441

15:00 3.144 25.432

15:30 4.246 34.346

16:00 6.706 54.245

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝4.109(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝0.109(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 0.731

8:30 4.246 0.463

9:00 3.144 0.343

9:30 2.527 0.275

10:00 2.145 0.234

10:30 1.898 0.207

11:00 1.743 0.190

11:30 1.656 0.181

12:00 1.629 0.178

12:30 1.656 0.181

13:00 1.743 0.190

13:30 1.898 0.207

14:00 2.145 0.234

14:30 2.527 0.275

15:00 3.144 0.343

15:30 4.246 0.463

16:00 6.706 0.731

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝8.865(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝4.865(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 32.625

8:30 4.246 20.657

9:00 3.144 15.296

9:30 2.527 12.294

10:00 2.145 10.435

10:30 1.898 9.234

11:00 1.743 8.480

11:30 1.656 8.056

12:00 1.629 7.925

12:30 1.656 8.056

13:00 1.743 8.480

13:30 1.898 9.234

14:00 2.145 10.435

14:30 2.527 12.294

15:00 3.144 15.296

15:30 4.246 20.657

16:00 6.706 32.625

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝6.435(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝2.435(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 16.329

8:30 4.246 10.339

9:00 3.144 7.656

9:30 2.527 6.153

10:00 2.145 5.223

10:30 1.898 4.622

11:00 1.743 4.244

11:30 1.656 4.032

12:00 1.629 3.967

12:30 1.656 4.032

13:00 1.743 4.244

13:30 1.898 4.622

14:00 2.145 5.223

14:30 2.527 6.153

15:00 3.144 7.656

15:30 4.246 10.339

16:00 6.706 16.329

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝7.225(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝3.225(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 21.627

8:30 4.246 13.693

9:00 3.144 10.139

9:30 2.527 8.150

10:00 2.145 6.918

10:30 1.898 6.121

11:00 1.743 5.621

11:30 1.656 5.341

12:00 1.629 5.254

12:30 1.656 5.341

13:00 1.743 5.621

13:30 1.898 6.121

14:00 2.145 6.918

14:30 2.527 8.150

15:00 3.144 10.139

15:30 4.246 13.693

16:00 6.706 21.627

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝8.409(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝4.409(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 29.567

8:30 4.246 18.721

9:00 3.144 13.862

9:30 2.527 11.142

10:00 2.145 9.457

10:30 1.898 8.368

11:00 1.743 7.685

11:30 1.656 7.301

12:00 1.629 7.182

12:30 1.656 7.301

13:00 1.743 7.685

13:30 1.898 8.368

14:00 2.145 9.457

14:30 2.527 11.142

15:00 3.144 13.862

15:30 4.246 18.721

16:00 6.706 29.567

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝8.655(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝4.655(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 31.216

8:30 4.246 19.765

9:00 3.144 14.635

9:30 2.527 11.763

10:00 2.145 9.985

10:30 1.898 8.835

11:00 1.743 8.114

11:30 1.656 7.709

12:00 1.629 7.583

12:30 1.656 7.709

13:00 1.743 8.114

13:30 1.898 8.835

14:00 2.145 9.985

14:30 2.527 11.763

15:00 3.144 14.635

15:30 4.246 19.765

16:00 6.706 31.216

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝7.305(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝3.305(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 22.163

8:30 4.246 14.033

9:00 3.144 10.391

9:30 2.527 8.352

10:00 2.145 7.089

10:30 1.898 6.273

11:00 1.743 5.761

11:30 1.656 5.473

12:00 1.629 5.384

12:30 1.656 5.473

13:00 1.743 5.761

13:30 1.898 6.273

14:00 2.145 7.089

14:30 2.527 8.352

15:00 3.144 10.391

15:30 4.246 14.033

16:00 6.706 22.163

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝9.837(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝5.837(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 39.143

8:30 4.246 24.784

9:00 3.144 18.352

9:30 2.527 14.750

10:00 2.145 12.520

10:30 1.898 11.079

11:00 1.743 10.174

11:30 1.656 9.666

12:00 1.629 9.508

12:30 1.656 9.666

13:00 1.743 10.174

13:30 1.898 11.079

14:00 2.145 12.520

14:30 2.527 14.750

15:00 3.144 18.352

15:30 4.246 24.784

16:00 6.706 39.143

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝6.155(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝2.155(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 14.451

8:30 4.246 9.150

9:00 3.144 6.775

9:30 2.527 5.446

10:00 2.145 4.622

10:30 1.898 4.090

11:00 1.743 3.756

11:30 1.656 3.569

12:00 1.629 3.510

12:30 1.656 3.569

13:00 1.743 3.756

13:30 1.898 4.090

14:00 2.145 4.622

14:30 2.527 5.446

15:00 3.144 6.775

15:30 4.246 9.150

16:00 6.706 14.451

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝5.155(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝1.155(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 7.745

8:30 4.246 4.904

9:00 3.144 3.631

9:30 2.527 2.919

10:00 2.145 2.477

10:30 1.898 2.192

11:00 1.743 2.013

11:30 1.656 1.913

12:00 1.629 1.881

12:30 1.656 1.913

13:00 1.743 2.013

13:30 1.898 2.192

14:00 2.145 2.477

14:30 2.527 2.919

15:00 3.144 3.631

15:30 4.246 4.904

16:00 6.706 7.745

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝5.765(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝1.765(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 11.836

8:30 4.246 7.494

9:00 3.144 5.549

9:30 2.527 4.460

10:00 2.145 3.786

10:30 1.898 3.350

11:00 1.743 3.076

11:30 1.656 2.923

12:00 1.629 2.875

12:30 1.656 2.923

13:00 1.743 3.076

13:30 1.898 3.350

14:00 2.145 3.786

14:30 2.527 4.460

15:00 3.144 5.549

15:30 4.246 7.494

16:00 6.706 11.836

日影長さ表 [ 緯度 = 35ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝5.515(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝1.515(m)

時 刻 影長倍率 日影長さ(m)

8:00 6.706 10.160

8:30 4.246 6.433

9:00 3.144 4.763

9:30 2.527 3.828

10:00 2.145 3.250

10:30 1.898 2.875

11:00 1.743 2.641

11:30 1.656 2.509

12:00 1.629 2.468

12:30 1.656 2.509

13:00 1.743 2.641

13:30 1.898 2.875

14:00 2.145 3.250

14:30 2.527 3.828

15:00 3.144 4.763

15:30 4.246 6.433

16:00 6.706 10.160
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((0.23＋1.03)×34.760×0.5)×2＝43.798㎡
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T

U 導水ポンプ室

～V W 沈殿池

X 着水・薬注室

面積合計

全周長

面積合計

全周長

面積合計

全周長

面積合計

全周長

面積合計

全周長

面積合計

全周長

面積合計

全周長

10.100＋6.000＋10.100＋6.000＝32.200ｍ

(10.100×0.28×2)＋(6.000×0.28×2)＝9.016㎡

(29.850×0.28×2)＋(15.700×0.28×2)＝25.508㎡

29.850＋15.700＋29.850＋15.700＝91.100ｍ

26.700＋30.900＋26.700＋30.900＝115.200ｍ

7.850×0.36×4＝11.304㎡

7.850＋7.850＋7.850＋7.850＝31.400ｍ

(20.760×0.57×2)＋(15.600×0.57×2)＝-41.450㎡

20.760＋15.600＋20.760＋15.600＝72.720ｍ

(10.900×0.24)＋(48.600×0.24)＋(15.750×0.24)
＋(30.600×0.24)＋(4.850×0.24)＋(18.000×0.24)＝-30.888㎡

10.900＋48.600＋15.750＋30.600＋4.850＋18.000＝128.700ｍ

(11.090×0.57×2)＋(18.130×0.57×2)＝-33.311㎡

11.090＋18.130＋11.090＋18.130＝58.440ｍ
5.600＋13.000＋9.800＋6.800＋1.000＋4.100＋5.200＋2.100＝46.600ｍ

(5.600×0.36)＋(13.000×0.36)＋(9.800×0.36)＋(6.800×0.36)＋(1.000×0.36)＋(4.100×0.36)＋(5.200×0.36)＋(2.100×0.36)＝17.136㎡

面積合計

全周長

Y 濃縮槽 ポンプ室Z

自家発電機室a

ポンプ室b

面積合計

全周長

全周長

面積合計 (10.150×0.23×2)＋(7.150×0.23×2)＝7.958㎡

10.150＋7.150＋10.150＋7.150＝34.600ｍ

(6.450×0.23×2)＋(3.350×0.23×2)＝4.508㎡

6.450＋3.350＋6.450＋3.350＝19.600ｍ

c 次亜タンク室

面積合計 (7.850×0.14×2)＋(5.150×0.14×2)＝-3.640㎡

7.850＋5.150＋7.850＋5.150＝26.000ｍ全周長

A-73
敷地全体平均地盤面算定図

***

凡　 例

設計GL②からの高さを示す

管理棟

倉庫棟

+280 +280

+280 +280

14.952 32.256

(26.700×0.28×2)＋(30.900×0.28×2)＝32.256㎡

面積合計

全周長

平均地盤面

平均地盤面の計算

96.561(申請建物)-8.856+23.138+15.750+43.798-33.311-30.888-41.450+9.016+25.508+32.256+11.304+17.136+7.958+4.508-3.640=168.788 ㎡

A1:1/300

A3:1/600

135.760(申請建物)+98.400+100.600+94.520+58.440+128.700+72.720+32.200+91.100+115.200+31.400+46.600+34.600+19.600+26.000=1,085.840 ｍ

よって平均地盤面＝設計ＧＬ②＋155

168.788 ÷1,085.840 ＝ 0.155444ｍ
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A1:1/100

A3:1/200

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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自 然
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自 然

自 然

自 然

自 然

自 然 自 然

自 然

自 然

自 然

自 然

自 然

告 ②

歩 行 距 離 44.4m

歩 行 距 離 30.2m

重 複 距 離 14.9m

歩 行 距 離 15.2m

防防防

防

防防防

防防 防 防防

防防防防防

防

防

防

防

特

防

防

防

防

消

消

消

消

消

（凡　例）

特

面積区画（耐火１時間）

防煙区画（防煙垂壁：1F=500～800、2F=500～700）

避難経路

■歩行距離（内装不燃材料とする）

【1階(避難階)】

・一般居室

　　歩行距離≦100m

・無窓居室：該当無し

・階段

　　歩行距離≦50m

・一般居室

【2～3階】

・無窓居室：該当無し

　　歩行距離≦50m＋10m(内装準不燃)

　　重複距離≦25m＋5m(内装準不燃)

屋内階段

手摺

１段手摺（両側）

高さ：800

出幅：72

蹴上：180

踏面：270

有効幅：1465

手摺

高さ：800

出幅：72

踏面：270

屋外階段

蹴上：173

有効幅：1200

１段手摺（片側）

屋内階段

手摺

高さ：800

出幅：72

蹴上：180

踏面：270

有効幅：1465

手摺

高さ：800

出幅：72

踏面：270

屋外階段

蹴上：173

有効幅：1200

１段手摺（片側）

１階、２階法チェック図
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A-74

工事日報

特定防火設備（遮煙・随閉(煙感)）

防

自 然

告 ②

消

防火設備

自然排煙設備（廊下）

自然排煙設備（居室、室）

消火器

非常用進入口　代替進入口

排煙免除　告1436-4-ﾍ(2)

排煙免除　令126条の2第1項3号

EV

特 EV

特 EV

1
,
6
6
0

(
1
,
6
0
0
以

上
)

1
,
6
6
0

(
1
,
2
0
0
以

上
)

消

消

消

消

玄関屋根

屋根

用 途

増 築

工 場

事 務 所

官 公 署

既 存

設置数用途別面積（㎡）

5,709.98

1,980.16 1

―

ベビーチェア設置表
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RFL-2からの仕上げ高さを示す
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管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平
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一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

点 検 口 :600× 600

将来太陽光パネル設置スペース

屋外階段
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階段室
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室外機スペース

A A

B

B

C
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DN

DNUP
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設備配管取出口 設備配管取出口

設備配管取出口 排煙ドーム
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上 部 庇
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室外機スペース 室外機スペース

470

設備配管取出口

水勾配
1/100

+120
+120

+310+310

+760

ｶﾞｰﾄﾞ付 ﾀﾗｯﾌﾟSUS製

A A

C

C

庇 ： ハ ニ カ ム パ ネ ル

ＣＤ

±0

水勾配
1/50

±0

+120 +120

ｶﾞｰﾄﾞ付 ﾀﾗｯﾌﾟSUS製

防

延焼ライン５ｍ

5
,
0
0
0

屋内階段

手摺

１段手摺（両側）

高さ：800

出幅：72

蹴上：180

踏面：270

有効幅：1465

（凡　例）

特

防

自 然

告 ②

消

面積区画（耐火１時間）

防煙区画（防煙垂壁：1F=500～800、2F=500～700）

避難経路

特定防火設備（遮煙・随閉(煙感)）

防火設備

自然排煙設備（廊下）

自然排煙設備（居室、室）

消火器

非常用進入口　代替進入口

排煙免除　告1436-4-ﾍ(2)

排煙免除　令126条の2第1項3号

防

防

1
0
,
0
0
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7 , 2 00

梁

床

耐火リスト

３階法チェック図、耐火リスト

A1:1/30､100

A3:1/60､200
A-75

柱

階段

建告第1399号第6第一号

1/20

1/20 屋根

壁

建告第1399号第5第一号

1/20

1/20 1/20

1/20

1/20

1/20

ＲＣ造（１時間耐火）

ＲＣ造（１時間耐火）

スラブ厚70mm以上

15
0

ＲＣ造（１時間耐火）

ＲＣ造（３０分耐火）

スラブ厚70mm以上

ＲＣ造（３０分耐火）

ＲＣ造（１時間耐火）

150

1
50

梁

柱

Ｓ造（１時間耐火）

認定番号：FP060BM-9408

Ｓ造（１時間耐火）

認定番号：FP060CN-9460

ロックウール吹付25mm以上

ロックウール吹付25mm以上

建築基準法施行令第107条第一号

建築基準法施行令第107条第一号

1/20

建告第1399号第5第二号

風除室屋根

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940の 上

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼 板 t=0.5ﾀﾃﾊｾﾞ葺 （ ｷｬｯﾌﾟﾚｽﾀｲﾌﾟ） @340

C-100x50x20x2.3 @600 ﾛｯｸｳｰﾙ吹 付 t=25

耐 火 野 地 板 t=25+硬 質 ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=25

（ か さ 比 重 0.28以 上 ）

Ｓ造（３０分耐火）

建告第1399号第1第三号イ建告第1399号第3第三号イ

建告第1399号第2第四号ロ建告第1399号第4第四号ロ


